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機 械 翻 訳 は 使 え る

沖電気工業難 専務取締役 山 本 正 隆

 NIIと かGIIと いう情報ハイウェイが、マ

ルチメディアと共に、最近の文明評論におけ

るキーワー ドになっています。GIIは グロー

バルなネッ トワークの話のようですが、グロ

ーバルなコミュニケーションに翻訳は欠かせ

ません。翻訳の仕事に何 らかの係 りを持 って

業 としている私共にとって、今年は良い年だ

と思 っておりました。

 しかし神宮への初詣 も済ませないうちに、

突然神戸で大地震が起 り、追風ムー ドに水を

差すことになってしまいました。震災に遭わ

れた多くの方々には心からお見舞申し上げた

いと思います。 このとき、私共の会社でも神

戸に支店があり、また多くのお客様もいらっ

しゃる、更に神戸地区に本人や家族の住んで

いる従業員も大勢いたりして、連絡がつかず

に不安だったものです。

 また神戸は日本有数の港を持 ってお り、い

わゆる国際都市であります。被災された外国

人の方々も多かろうと思われますが、特 にあ

＼いった非常時には言葉の問題でお困 りにな

ったのではないかと拝察するわけであります。

 ここでまた、コ ミュニケーションとか翻訳

の問題を意識せざるを得ないことになって し

まいました。

 長尾先生が指導された機械翻訳の国家 プロ

ジェク トに私共の会社 も参画 させて頂 いてか

ら、かれ これ十年が経ちま した。その間に人

工知能(AI)ブ ームが起 り、その先兵というこ

とで機械翻訳 も脚光を浴びま した。その後AI

鱗 蒙鷲揺勝1こ襲馨器鶯 ●
ていることは御同慶のいたりです。

 私 も機械翻訳の周辺に係わるようになり、

言葉の問題 に興味が持てたのは幸で した。人

間の知的活動、 とりわけ知識 と、それに基づ

く認識や判断即ち理性 と呼ばれている活動の

メディアが言葉であることがよく理解できま

した。r始 めに言葉ありき』などが、分か っ

たような気になれたわけです。

 機械翻訳を巷で論 じるとき、とて も人間に

はかなわないとか、文脈処理を しないと意味

の翻訳はできないなど＼、ネガティブな発言

がまだよくあります。 しか しそれは、機械が

どこまで人間を支援できるかという問題 と、

人間と人間のいわゆるコミュニケーションの
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  基本問題 との区別がで きない人達の発言では

  ないで しょうか。

   力学の世界では、物体の位置 と運動量は同

  時に決定することはできないといういわゆる

  不確定性原理があるそうです。同様 に言語の

  世界にも、言葉(記 号)と 意味は同時に決定

  できないという原理があるように思われます

  ある言葉の意味は長 い時間をかけないと分 ら

  ない。単語はそれが発せ られた瞬間は意味が

  全 く不確定 ということです。文脈と呼んでい

  るのは、この不確定性原理に含まれていると

  思われます。

   私共 も一応グローバルなビジネスを してお・
  りますので、言葉の違 う方々とお話をするこ

  とがあります。いわゆる外大出身の営業マン

  などが通訳をして くれる訳ですが、仕事のこ

  とはともかく、双方の趣味の話 になったりす

  ると、 とたんにもどか しくなってきます。専

  門語はもとより、平易な言葉で も専門的な意

  味に使 う言葉が通訳 に通 じなくなるのです。

  同好の士だった りすると、片言の方がよく通

  じたりするわけです。 これは多次元空間論の

  変換の問題なのか も知れません。

   不確定性原理の問題 も、多次元空間の問題

  も、極めて高度 な物理学 の問題です。日常の

  私共の生活で自動車を走 らせたり、飛行機を

  飛ばしたりしている世界では全 く問題になり

ません。言葉 と意味の問題 も、全 く同様です。

確かに物理 の問題より身近に遭遇する問題で

はありますが、その分だけ人間は互にそのこ

とを十分承知のうえでコミュニケー トしてい

るのです。

 すなわち、場合によって誤解 もあり得るこ

とが暗黙の了解になっているのです。

文明評論家を気取 って難 しそうなことを述

べてきましたが、言いたかったのは、現在の

機械翻訳の レベルは十分使いものになるとい

うことです。文学を訳そうという訳ではあり

ません。文学 などもともと原文でも難解なの

です。ノーベル賞作家大江健三郎が良い例で

す。機械翻訳の問題ではありません。機械は

確かに人間とは異なった癖を持 っているか も

知れません。 しか しそれは賢明な人間はす ぐ

見抜いて しまいます。

 今 ビジネスの世界では電子 メールが流行 っ

ています。 これはキーボー ドを使 いますので、

慣れない私 などどうして もメッセージが電報

調になります。機械翻訳にはもっとも馴染易

い文であ ります。

 案ずるより生むが易 しいという諺があ りま

す。機械翻訳は今やその時代ではないで しょ

うか。使えば当然進化 します。やはりA年 は

機械翻訳 にとって楽 しみな年のような気が し

ます。

  慧 機械翻訳にも価格破壊の波が…(翻 訳システム、翻訳ソフトの動向)
・
       ヒヤリング・PC版 ソフ トで技術文献を翻訳して

            ・機械翻訳を用いた翻訳作業の効率化の可能性

            ・ホワイ トカラーの知的生産性を考える

            ・MT, HTの 生産性比較

       マネージメント・トランスレータの選択

       海外レポー ト・シンガポールの機械翻訳研究

            ・チベット語情報処理技術の現状と展望

       研究報告・EDR辞 書の研究成果と今後の展開について

       技術早分かり・OCRに よる文書テキス トの読み取 り

       研究機関紹介……NHK放 送技術研究所

    新製品紹介…PC-Transerシ リーズ(52)TransLand for N i ndoWs(54)こ りゃ英和(56)

         電辞海for晋indows(58)ND-01SN(60)Pensee for w i ndows(62)

(2)

 8)

U7)

(24)

(20)

(12)

(36)

(40)

(44)

(32)

(30)

j・London E/J(64)

一1一



価 格 破 壊 は 機 械 翻 訳 に も

MTの ニ ュ ー ト レ ン ド

は じめ に

 価格破壊とは単なる値引きやダンピングを意味す

るものではない。価格を構成する要素や生産、流通

を含めたプロセスにおいて徹底した合理化をはかり、

消費者ニーズにマッチした新たな価格体系を作りで

して行 くものである。かつてバブル時代にはブラン

ド指向に走り、また商品の2次 機能や独自性、手作

りなど希少価値のみを強調 した高価格品が好まれた

時期もあったが、バブル崩壊後購買力が低下 してく

るとともに市場ニーズも変化 し、従来の価格体系を

打ち破る新 しい商品群が誕生 して来ている。

 米国で市販されている商品、これは輸入品、国産

品を問わず 日本よりはずっと安いと云われいる。日

本における流通経路やコス ト、各種規制、円高、高

い地価や物価高など国内価格におよぼす影響も少な

くないが、これでは消費者離れすることになるが、

昨年後半期から機械翻訳にも価格破壊の波が押 し寄

せてきている。そこで最近の各社のカタログからそ

の内容を調査してみた。各社のカタログには訴求点

や表現力にかなりの差はあるが、あくまでも標記さ

れた内容に従ってその動向を探って見た。

口種類と形態

 まず名称にっいてであるが、機械翻訳 システム、

翻訳支援 システム、英文作成システム、翻訳ワーク

ベンチ、翻訳 ソフト、翻訳ツールなど商品名もまち

まちで、素人にはじつに分かりにくい呼称である。

 その形態としてはホス トコンピュータに接続 して

使用する翻訳支援システム、ワークステーションに

翻訳ソフトを組み込みOCRや プリンタとシステム

化して使用する翻訳 システムや翻訳支援 システム、

パソコンハー ドに適合させた各種PC翻 訳ソフト、

更に簡易型の翻訳ツールなどの形態がある。

 また日本で市販されているものは、その殆どが日

英、英日翻訳であり、それも片方向のものや双方向

翻訳のもの、さらには片方向のものを連結する双方

向オプションもある。

 ホス トコ ン ピュー タ タイ プは市販 され て いな い プ

ロ トタイ プの もの も稼働 は して い るが 、 市販機 種 は

少 ないの で ワー クス テー シ ョンタイ プ とPCタ イ プ

につ いて 考 えて み よ う。

口W/S翻 訳システム

 ワークステーションタイプの機械翻訳 システムが

商品化されてから既にll年を経過する。当初は文法

撒 灘 繕〔ヒ嘉鱗纏縦嘉●
錯誤を繰り返 し、人手翻訳に比べ翻訳品質も悪 く、

時間もかかるとのことで次第にホコリをかぶる存在

となって行った。この原因には原文側にも一部問題

があり、例えば日本語のもつ曖昧性、文法ルールに

ない主語や目的語の省略、冗長な言い回しなど正確

無比な処理を行うコンピュータに理解できない問題

も多々あった。これがため原文側に対 し、機械にも

十分理解できるテクニカルライテングや制限言語の

導入などを要請しょうとする動きもあったが、原文

作成者側からすれば、機械のために余計な苦労を し

なければならないのかという反発もあった。

 しか しメーカ研究、技術陣が翻訳現場の人々と一

体となって改良に改良を積み重ね、中には年2回 以

上もバージョンアップが繰 り返されるなどして現在

で蜜糠 認1難 禦 勝:
イスの改●

善で、メニューをみながら手軽に操作できるように

なり、かっての「難 しいもの」との印象は拭い去られ、

素人でも1～2日練習すれば十分に使いこなせるとい

う所までになった。

 機能的にどのような改善がなされたかについては

各社各様の対応があるが、翻訳速度は6万 語/時 間、

帰社前に機械に原文をセットしておけば翌朝出社時

には単行本の2～3冊 文は翻訳できてしまう高速翻

訳可能なもの、辞書の選択や訳語表現方法など翻訳

環境を画面の表示に従って設定できるユーザカスタ

マイズ機能などを標準とし、長文分割、合成名詞、

未登録後検出、冗長表現、接続表現、否定表現、否
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  定表現、受身表現、連帯中止表現、不適表現辞書の

  自動検出など、また無翻訳指定、フレーズ指定、品

  詞指定、文型指定などの前編集支援機能を有するも

  のや訳語入れ替え、次候補呼び出し、日本語文の訂

  正、校正ができる後編集支援機能を備えたものもあ

  る。

   これらの機能を駆使すれば人手翻訳で過ちを犯 し

  やすい用字誤り(誤字、脱字、送りかな、)訳し漏れ、転

  記 ミス、書式設定 ミス、あるいは文体混合などは自

  動的に処理できる。

   最近1年 間ではある程度改良も定着 し、新製品の

  発売頻度は落ち着いて来ている。またユーザサイ ド

  でも専任担当者の設置、前処理や翻訳ノウハウの蓄

  積、ユーザ辞書や専門辞書の構築も進展 し、機械翻

●  訳の実力の理解 も深まり。また周辺技術の開発も進

  められ、十分に使いこなすまでに至っている。

   しかしW/Sは 価格的にはなお高価である。ハー

  ドの生産実績を調査すると平成6年1～10月 では

  144千 台、これは前年同期比で92%の 落ち込み

  出荷価格は単純平均で167万 円であり、前年同期

  の172万 に比べ僅かながら下落してはいるものの

  OCRや プリンタなども取り揃えるとすればやはり

  慎重にならざるを得ない。

   また企業内翻訳といえども出版社でもないのでそ

  れほど毎日大量の翻訳量があるわけでもないし、ま

  た前、後編集にも結構時間がかかって、マシンがフ

  ル稼働するような状況でもない。最 も機械の利用効

  率を上げるために、未知語検索用に、下訳用にと翻

  訳のプロセスに従って、何回も機械に原文や下訳を

  通すという用い方もされる。

・
   ロオフィスワープロ装填翻訳支援ソフ ト

   日本語ワープロに英和辞典を内蔵 した商品は過去

  に発売されていたが、これは英文のそれぞれの単語

  に語訳を訳出表示するというものであったが、近く

  オフィスワープロに本格的な翻訳支援ソフトを装填

  し、翻訳システムとして利用出来るものが発売され

  との発表もある。

ス テムで も翻 訳 精度 には批判 が 多 く、 ま して機 能 の

落 ち るパ ソ コ ンソ フ トは脚光 をあ び る ことが 少 なか

った 。

 パ ソコ ンソ フ トが 本格 的 に市 場 で注 目され るよ う

に な ったの は90年 以 降 の事 で あ る。 そ して そ の様相

は94年 以 降大 き く変 化 した。

 まずパ ソ コ ンハ ー ドにつ いて の動 向で あ るが 、バ

ブル崩 壊 に よ り92年 、93年 の生 産 、 出荷 実績 は低迷

したが 、94年 に入 って需 要 は大 き く上昇 した。 日本

電 子工 業振 興 協 会の 発表 によれ ば 、94年 第3四 半期

の総 生 産 台数 はll2万2千 台 と な り、前年 同期 比43%

も増加 して い る。 この数 値 は 自主統 計 に参加 して い

る23社 の 数値 で 、 カバ ー率 は95%と いわ れて いるか

ら実質ll8万 台 の 出荷 とみ られ る。暦 年(1～12月)

で の 出荷 台数 は国 内407万8千 台 で 、 この 内 国内 出荷

は300万5千 台 、輸 出は107万3千 台で あ る。 国内 出荷

の内 ラ ップ トップが104万1千 台 、 その98%が ノー ト

ブ ッ クタ イプで あ る。

 またbit数 で は32bitが99.7%を 占めて お り、16bit

ク ラスは3千 台 の0.3%に 過 ぎず 、高能 力化 して い る。

 また 国 内 出荷 価格 は10～20万 クラスが6.4%、20～

50万 クラスが73%、50～100万 ク ラスが20%を 占めて

い る。

 一 昨年 の市 場価 格 で は ほx'80～100万 であ った こと

か ら比 較 す れば 大 幅 な価 格 ダ ウ ンにな って い る。 さ

らに米 国、台 湾 な どか らの輸 入 品 も増 加 して お り、価

格 競争 は益 々激 化 の様相 を呈 しっ ＼あ る。 それ だ け

に消 費者 に と って は手 頃で 買 い易 くな った と い う こ

とで 、従 来 の オ フ ィスユ ース もさ る こと なが ら、今

後 は一般 家庭 や 教育 市場 に も多 く普 及 して行 くもの

と思 われ る。

 この よ うな価 格 ダ ウ ンの背 景 に は半導 体 の高 密度

化 が一 層 進行 し、生 産 も好調 で あ り、パ ソコ ンの機能

もまた著 しく向上 し、需要 を刺 激 して い る ことに 外

な らない。 因 にB5サ イズ サ ブ ノー トパ ソコ ンの標準

価格 は40万 円前 後 とな って い る。

 この よ うな ハ ー ドの動 向 に対 応 してパ ソ コ ン翻訳

ソ フ トも大 きな変 化 を示 して い る。

ロ パ ソ コ ンハ ー ドの動 き

 パ ソ コ ン翻訳 ソ フ トは87年 頃 か ら開発 、 市販 され

て い たが、当時 は メーカ も少 な く、ワ ー クステ ー シ ョ

ンレベ ルの 蔭 にか くれ、 ま た ワー クス テ ー シ ョン シ

ロパソコン翻訳ソフ トの動向

 パソコン翻訳 ソフトの好調な売れ行きに刺激され

て、高電社やブラザーなど翻訳ソフト開発企業への

新規参入が目立つことである。また従来翻訳システ
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ムメーカだった富士通などの企業もパソコンソフト

部門に進出して来ていることがあげられる。

 また価格的にはそれまで英日あるいは日英翻訳ソ

フトは198,000円程度で推移して来たものが、昨年夏

頃から低価格化を目指すものと、価格は維持しなが

ら高機能化を目指すもの、更にはこの双方をめざす

ものに分化 して来ている。

 ユーザサイドにおいては一昨年までは価格が同等

のものが多かったため機能の対比でだけで商品選択

を行えばよかったものが、最近では価格と機能の両

面から商品の選択を行わなければならなくなった。

反面自分の翻訳 目的に適合 した商品が合理的な価格

で選べるようになったという利点も出て来た。

 翻訳ソフ トメーカサイドでもこのような競争激化

に伴い、市場ニーズに把握 して行かなければ競争に

勝てないとの判断から開発方向を絞り込む動きもあ

る。例えば日英翻訳のみに重点をおいて開発してい

るブラザー製品や英日翻訳ソフ トのみというカテナ

製品もある。いたずらに対象言語を拡大するよりよ

り、充実した中身の濃いソフトに仕上げるためとの

狙いがあるのかも知れない。また最近の輸入の増加

もあって、英 日翻訳の需要が70%近 くに達 してい

るという市場動向から英日翻訳ソフ トの新製品の増

加も目立って来ている。

 PC翻 訳ソフ トの価格面だけから見れば、現在市

販されているものは日英翻訳での最低価格は98版

で49,800円 、Windows版翻訳支援システムで75,000円

パーソナルユースタイプで39,000円 というものもあ

り、英日翻訳ソフトでは28,000円や39,000円 という

ものががある。また翻訳ツールではあるが1万 円を

割り込んだ9,800円 というものもある。こう見て く

ると翻訳ソフ トも大幅な価格ダウン傾向が続いてい

るというのが現状である。

 先程 も述べたように商品や価格が分化 して来てい

るが、商品企画意図をに調べてみよう。

 まずタイプ別に見て、Yacタイプ、Nindowsタイプが

あり、Windowsタ イプにも}℃98系とDOS/V系が現在主

流となっている。そして、翻訳ソフトはそれぞれの

タイプにのみ適合するものやYac, RindoWs双方に適

合するものなどがある。ユーザのハー ド使用機種を

見越しての対応であろう。傾向としてはWindows版 の

増大が目立っている。

 さて動作環境面ではやはり高性能なCPUを搭載 した

機種に対応したものが必要であるが、最近のハード

はその殆どが32bitク ラスである。やはり10万にも及

ぶ文法ルールを駆使 しての翻訳であり、高性能なCPU

がないと翻訳処理に時間がか～るからである。

しかしPC翻 訳 ソフトを利用 しても、5万 語/時 間

の高速翻訳が出来る機種もある。

 また翻訳には大容量のメモリーが必要となる。翻

訳する文書の種類にもよるが、出来るだけ大容量の

メモリーのものを利用するほうが処理 しやすい。

 ソフ トは設計者の思想の現れとも言われるが、翻

訳機能については各社各様である。どのような機能

が備わっているのかこれを羅列 してみよう。

 日英翻訳では翻訳モード(主 語なし文の自動設定

動詞表現方法の指定)一 括翻訳、一文翻訳、部分翻

訊 画面非赫 の複数・。イルの鰍 ステ。爾 ●

訳、訳例反映機能、エディタ機能(カ ット、ペース

ト、文字検索置換、文字編集)対 話処理機能、訳語

対応機能、訳語変更機能、未知語検索、シソーラス

(類義語、反意語)文 体指定、クリップボー ドのテ

キス ト翻訳、ステップ翻訳、原文レイアウト保存機

能など、機種によっては具備している機能、具備 し

ていないものもある。また特別機能としてはワープ

ロで作成 した文書をダイレクトに呼び込み翻訳する

ことができるものもある。

 英日翻訳での機能については翻訳モード設定(大

文字小文字区分、複数文書ファイルー括翻訳、長文

命令文翻訳方法、文体選択、助動詞表現)ク リップ

ボードテキス ト翻訳、主語なし文の平叙文翻訳、並

列句指定、非翻訳文指定、指定部分翻訳、一括翻訳

部分翻訳、一文翻訳、画面非表示の複数ファイル翻

訊 ステ・瑚 訊 訳例反映臨 別解釈臨 対 ●

話 処理 、 エ デ ィ タ機 能(カ ッ ト、 ペ ース ト、文 字検

索 置換 、文字 編集 、訳 語 対応 機 能 、未 知語 検索 、訳

語 変更 機能 、品詞 指定 、品詞 変 更機 能 、訳 語学 習 、

原 文 レイア ウ ト保 存機 能 、翻 訳 ス ピー ドコ ン トロー

ル機 能 、複 数 辞書 の優 先順 位 設 定 な どの機 能が あ る

 これ らPC翻 訳 ソ フ トを機 能価 格対 比 す ると、機

能 が変 わ らず 価格 の下 が った ものや 、機 能 を若干 お

と して 価格 を 下 げた もの もあ る。機能 価 格 と も引 き

下 げて もの はパ ー ソナル版 とか普 及版 、簡易 版 と呼

ん で発売 され て い る。 例え ばAAMTジ ャーナ ルNo.9で

も紹 介 したが 、LogoVista E to J(価 格194,000円)と

Eto J Personal(価 格79,800円)の2機 種 の対 比 では
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   「EtoJは 翻訳業務やプロフェショナルな翻訳ツー

   ルを目指し、より専門的分野にも対応することを目

  的として豊富に専門辞書(別売)を用意 しているが、

  一般 のビジネスマンや学生などが使 う場合は一般辞

  書と自分たちの使 う言葉や頻度の高い特別な用語は

  ユーザ辞書に登録して使えばよい」とし、機能面で

  はEtoJの ～括翻訳できる英文の長さは:1、121ワ

  ー ドであるのに対 し、persona 1は8KB、30ワー ド、また

  別解釈機能やAI学習機能はなく、専門辞書は使用不

  可(但 し基本辞書は10万語)別訳語の入れ替えは可能

  である。

   一文の長さについては、技術論文など150語 くらい

  は必要という人もいるが、語そのものに意味がある

●  ので極端なまでに短文化して翻訳 しなければならな

  いとする人 もいる。日本の法律で一文が3頁 にも及

  ぶ条文 もあるようであるが、一読しただけでは理解

  はまず不可能であろう。このような極端な例は別に

  しても文の係受けや、文の前後関係からしても長け

  れば良いとばかりは言えない場合がある。

   さらに翻訳業界を驚かせたのは昨年10月末に発売

  されたWindows版 英日翻訳ソフト「こりゃ英和」、価

  格は1万 円を切った9,800円 のソフ トである。マス

  コミ向けのパブリシティには「英日翻訳ソフ ト」とも

  標記されているが、「初心者ユーザをふくめた幅広い

  ユーザに翻訳ソフ トを使用 して貰うことを目的とし

  年間2万 本の販売を目標としている」との発表であ

  る。

   基本辞書は6万7千語のほか学習辞書、局所解析用

  辞書も装備しているので、辞書引きソフ トとしても

  使用可能、クリップボー ド監視機能、自動保存機能・
  ヒストリー機能などがあるが、詳細については新製

  品紹介頁に記載されているので参照して欲 しい。

ロユーザの利用動向

 情報収集や情報提供のための翻訳、特定、不特定

を対象とした翻訳、原著者の意志、思想を忠実に再

現する翻訳、原著にとらわれず自由な発想に基づい

て行う翻訳などがあり、それぞれ翻訳品質につても

差が出て来ても当然である。人手翻訳といえども決

して100%の 翻訳品質を誇るものなど有り得ないし、

またその必要のないものもある。

パソコン翻訳ソフトを駆使 し、プロの業務用とし

てマニュアルや技術文書の翻訳を実施 している企業

もある。パソコンもかつてのオフコンを上回る機能

を有するまで高機能化 して来ている。

 このような業務用に対し、産業翻訳では個人ユー

スとしての利用が大半を占める。オフィスにおける

業務が多様化、専門化し、さらに国際化 も加速 し、

どのような部門でも英文の一枚や二枚は常に飛び交

う世の中になって来ているが、業務の生産性をあげ

るため、文具感覚で機械翻訳が使用されている。

 オフィスや技術者での国際コミュニケーションは

専門用語は国際語共通語化 し、コミュニケーション

の背景や環境も平常から理解されているだけに、翻

訳においてもそれほど品質は重視されず、文意や要

旨さえ分かれば良い、それよりもコミュニケーショ

ンのスピー ドの方がより重要視される。このような

実態からPC翻 訳ソフトの需要が高まって来ている

とみて差 し支えない。情報提供にはある程度の翻訳

品質を必要とされるが、これがために下訳用として

も利用される。また機械翻訳の持っ豊富な辞書機能

を利用 し、訳文の表現力を高める創作支援機器とし

ての利用もある。更に対話翻訳を利用 し、外人の読

解支援など教育機器として、日本人の外文読解支援

機器としても使用されている。これらついては昨年

5月 に当協会が実施 したPC翻 訳ソフ トの利用実態

調査からもその傾向を伺い知る事ができる。

 お わ り に

 今後の機械翻訳にっいてはパソコンの高機能化は

更に持続されて、現在のワークステーションの領域

にまで迫るであろうし、これによりユーザインタフ

ェイスもさらに改善され、より高品質の翻訳ができ

るようになるのは間違いない。 しか し言葉は年々変

化 して行くものであり、完全自動翻訳というものは

望めず、人間がインタフェイスとして介在して行く

ことには変わりない。したがって最高の品質を望む

ならば翻訳者の翻訳 リテラシを醸成 していくことが

重要である。またより良い翻訳環境を目標とするな

らば、互換性の確保や標準化をより進めて行 く必要

があるし、また翻訳インフラとしてのネットワーク

利用や専門用語のみならず、用例、文例などの共用

化、更には異文化個々に対応する幅広い翻訳環境を

整備 して行かねばならないと考えられる。

(事 務 局 長 星 野 禎 男)
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PC翻 訳 ソ フ ト(略 語:Win・Windows、M・ メモ1)D・ デ ィス ク)

メ ー カ 商 品 名 対象官語1システム 動作環境

富 士 通

沖 電 気

ノ ヴ ァ

ロゴヴィスタ

ブラザー

カテナ

亀島産業

イ リスイ ンター

エ ムテ ィラボ

ソフ トウエア技 術

高 電 社

スピ リッ ト

ATLAS Nin J/E Vl

ATLAS Nin E/J Vl

A1'LASiNin

PENSEE E/J

PENSEE J/E

PENSE for N indowsV2. O

PC-'franser/je for Nin.

日英機械翻訳システム

英 日機械翻訳システム

双方向翻訳オプション

英日翻訳支援 ソフト

日英翻訳支援 ソフト

日英/英日翻訳支援

日英翻訳

PC-Transer/ej for Nin.英 日翻 訳

正℃-Transer/ej for Yac 英 日翻 訳

PC-Transer/je for Yac 日英 翻 訳

PC-Transerカ ップ ル 版 英 日/日 英 翻 訳

PC-Transer

LogoVista E to J 2,1 英 日翻 訳 支 援

LogoVista E to J 2.1 英 日翻 訳 支 援

LogPVista E to J Persona1英 日翻 訳 支 援

LogoVista E to J Personal英 日翻 訳 支 援

TransLand       日英 翻 訳

Transland       日英翻 訳

Transland for Windows 日英翻 訳

こ り ゃ英 和      英 日翻 訳 ツ ー ル

The TranslatorV2.5  英 日翻 訳

The Translator Mini 1,2英 日翻 訳

E-JBANK for Windows 英 日翻 訳 支 援

E-JBANK       英 日翻 訳 支 援

E-JBANK Jr     英 日翻 訳 支 援

J-EBANK for Nindows V3英 文 作 成 シス テ ム

J-EBANK V2

Power Translater TN

 全

ブ ラ ビ スJ/EV5,1

E trap J win

j・London/EJ

英文作成システム

英 独、仏、西/英語双方向

    全

日英機械翻訳システム

英日翻訳ソフ ト

英日翻訳ソフ ト

        X-EJ2/x for YS-Nindows英 日自動翻訳

        X-DIC/N For Aindows 英 日/日 英双方 向翻訳支 援

        X-DIC V3.0     英 日/日英双方 向翻訳支援

        X-EJ NK-2      英 日自動翻訳 システム

創 歩人 コ ミュニ ケーシ ョンHABIS for Windows英 日翻訳 支援 ソフ ト

Win.1011B(M)35YB(D)

Nin. IOMB(M)35MB(D)

Win.3YB(D)

Win,(UNIX系)8腫B(M)40va(D)

Win.(UNUX系)81B(M)40騒B(D)

Nin.8MB(M)40NB(D)

Win.811B(M)20MB(D)

Nin.8YB(M)20YB(D)

kac.12MB(M)2011B(D)

Nac.12NB(M)20NB(D)

団ac、Win

DOS版 、

Win.6YB(M)35YB(D)

Nac&Powerldac6MB(M)35YB(D)

win.(98, Dos/v系)9MB(M)25NB(D)

Yac&P. llac 5YB(M)25YB(D)

団ac&P.凹ac 10閣B(M)20闇B(D)

PC-9801版8AB(M)18HB(D)

Win.

Nin.6YB(M)20YB(D)

Yac, P&Nac 6YB(M)20 B(D)

Yac&P. Yac 5YB(M)20YB(D)

Win.(M)640KB以 上31B(D)

DOS/V 640KB(M)2YB(D)

Nin.4B(M)4HB(D)

HS/DOS 640KB(M)211B(D)

     (プ ロ版)DOS版148,000円

     (普 及 版)DOS版38,000円

DOS, DOS/V 20YBCHDD)

Nin.5NB(M)

Win.12MB(M)50MB(D)

MS/DOS Nin.4YB(M)3YB(D)

MS/DOS, Win.4HB(M)6YB(D)

HS/DOS DOS/V 640KB(M)sya(D)

YS/DOS DOS/V 640KB(M)2HD(D)

Nin. MS-DOS 4YB(M)3YB(HDD)
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価  格 基本辞書 主 要 櫨 能 ・特 徴

 198,000円

 198,000円

 168,000円

 198,000円

 198,000円

 198,000円

 198,000円

 198,000円

 198,000円

 198,000円

各346,000円

13万 舘

13万 語

13万 語

15万 語

テキス トファイルー 括翻訳、対話,一 括翻訳 、ク リップボー ド翻訳 、訳文 ス タイル選択

テキス トファイルー括 翻訳、対話,一 括翻訳、ク リップボー ド翻訳、訳文 ステイル選択

本機を イ ンス トールすれ ば双方 向翻 訳が可能

システ ム,経 済,ビ ジネス用曙標準装備 、対話,一 括,部 分翻訳機 能、未 知語検索機能

システ ム,経 済,ビ ジネス用語標準装備 、対話,一 括,部 分翻訳機 能、未知 語検索機能

日英15万英日13万語 編集翻訳ファイル保存、辞書引機能、システム辞書拡張性、優先辞書指定、未登録語検索

6万語

6万語

6万語

6万語

DCS(98用)248,000円

194,000円

194,000円

79,800円

79,800円

69,800円

49,800円

79,800円

 9,800円

49,800円

 9,800円

75,000円

98,800円

39,000円

75,000円

98,000円

10万 語

10万 語

10万 語

10万籍

5万語

4.3万 曙 再編集、再翻訳可能 、一文 逐次入力翻訳 、テ キス トフ ァイ ル読み込 み

5.2万 語 ク リップボー ド翻訳、ユ ーザ提携文 辞書、コ ピー、カ ッ ト、ペース ト、検索置換

6.7万 語 翻訳可能文200文 字 、ク リップボー ド監視機能 、自動 保存機能、豊富な辞書 引機 能、ヒス トリー機能

6.2万 語 再翻訳、和 文編集 も可能、ステ ップ翻訳 、畳 富 な編集機 能(別 解釈、訳 語変更、品飼指定 、検索 、置換)

2.5万 語 ユーザズ メモ リ1NBで 対応、編集機能(部 分、別訳 、訳語 置換、単語対応、文末判定、文統 合、分離)

5.7万 諾 対話一括翻訳 、2力国エ デ ィタ、カ ッ ト、コ ピー、ペ ース ト検索、置換、移動、ワー ドラ ップ表示

6万語 スペルチ ェ ック機能、文体指定、ヘル プ画面、ワープロ機 能(カ ッ ト、ペース ト、置換 、文字列検索)

4,8万 語E-JBANKの 普及版で辞 書の拡張性、編集機能を簡素 化、

5.4万 語(V2)文 章 テ ンプ レー ト機 能、カ ッ ト、ペ ース ト、検索 、置換 、移動編 集機能、一括対話 翻訳切替可能

    ワー プロ感覚編 集機能(ワ ー ドラ ップ、カッ ト、ペー ス ト、文字列 検索、置換拡張文 字列置換)、

シソー ラス15語 標準装備 、訳例反 映機 能、複数 ファイル 同時オー プン、バ ックグラン ド翻訳

翻訳 速度5万 語/時 、訳 例反映機能 、ステ ップ翻訳 、バ ックグラン ド翻 訳、複数 フ ァイルオ ープン

翻訳 速度12万 曙/時(P. acの 場合)訳 例反映、バ ックグラ ン ド、ステ ップ翻訳 、複数 ファイル解放

22万 字/時(P,Macの 場合)シ ソーラス15万 諾標準装 備、訳 例反映機能 、複数 ファイルオー プン、

PC-Transer ej/jeを 同梱

DOS/V用298,000円

多機 能、1一 ザ イ ンタフ ェイス(選 択文 翻訳、別 訳語、対応藷検索 、品詞指定 、優先辞書選択 、

オ ープ ンシステ ムとス ピー ドコ ン トロール、ユーザイ ンタフ ェイス(選 択文、別訳語 、対応語他)

英文長 さ制限30ワ ー ド、別訳 請入替可能、未知語検索 、品詞指定 、翻訳速 度 自動設定、

Nindows版 と同 じ

意味 トラ ンス ファ方式 、ユ ーザ フレン ドリー操作性(別 訳 、カ ッ トコピー、ペ ース ト、検索 置換、

Mac版168,000円OS/2版180,000円UNIX版480,000円 基本 辞書25万 語 、一括 、対話翻訳Jac普 及版 は音声 出力 可能

凹ac版58,000円Winds版58,000円[DOS版640K、Nin.版IYB+EIS、Yac版2YB、OS/20S2の メモ リが必要]

190,000円 6万 語 一括 、部分 、一文翻 訳、自動和 文チ ェッカー、未登録語 検 出機能 、ワープロ機能

60,000円 熟曙 辞書1万 、単語 辞書5万 、翻訳速度12千 語/時 、推敵規則 、

98,000円 8万 語  対訳 エデ ィタ、訳膳選択/訳 語学習 、訳 出指定 、パ ター ン翻 訳機能、オ ンライ ン通信 ソフ ト(別売)

98,000円 6万 語 DCSと の互換 、例文デ ータベース装備 、スペルチ ェ ッカー、学 習機能、同時平行処理、辞 書保守 機能

96,000円 英和6万 和英5,5万 語 登録 無限ユ ーザ辞書 、並列処理 、学 習機 能強化、例文デ ータベ ース、スペル チ ェッカ

96,000円 英和6万 和英5.5万 語 、高速辞 書引 き、強カエ ィデタ、登録無 限ユーザ辞書 、英・和辞書 の同時作成、学習機能

98,000円 6万 語 構文 ダイ レク ト方式、対 話,一 括 ワー プロ機能、辞書引 きダイ レク ト、データの有効活用 、

28,000円 4万 語 ネッ トワー クファイル指 定可能、ク リップボー ド、一文230字 、任意翻訳範 囲指定 、別訳曙候補表示
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雛 笏笏雛

PC版 ソ フ ト で 技 術 文 献 を 翻 訳 し て

   (機械翻訳上の問題点)

ソニ ー ・テク トロニ クス(株)立 田 種 宏

プ ロ フ ィル

 私はYTの中身については素人である。それに翻訳

が本業ではない。私の専門はCASE(Co叩uter Aided

Software Engineering)と 呼ばれるソフトウェア開

発技術で、それを日本に普及させることが業務 目標

の一つである。そこで、その関連学会や技術雑誌へ

の投稿、あるいは技術解説のセミナー講師などを行

なっているが、それだけでは普及は難 しい。何故な

ら、CASEが他のソフ トウエア関連技術、例えばC言語

やUNIXな どと同様に欧米で考え出された技術である

ため、英語の関連書籍の翻訳出版が欠かせないため

だ。そこで、著名な英語関連図書を出来るだけ数多

く翻訳 し日本で紹介する事が何よりも大切で、その
一環として今回 「オブジェクト指向設計の標準㎜D

3.1」 (海文堂出版社刊)を 翻訳 した。

 翻訳は、今回が初めての経験ではない。CASE関連

の技術論文なら、1987年に経験 して以来、5～6件翻

訳 しているし、CASE関連の技術書なら、 rリアルタ

イムシステムの構造化分析」と 「CASEツール導入の

実践」の2冊(い ずれも日経BP社刊)経 験 している。

技術書の場合、いずれも部分的ではあるがNTを使っ

ている。

 私の英語力は知れているし、翻訳スピー ドも速い

とは言い難い。それでも、長年続けてきたのは、翻

訳でお世話になった出版社から、 「英和技術翻訳に

必要な素養は、先ず正しい日本語が書け、次に専門

知識を有し、3番 目に英語力があることだ」と教え

られたためだ。ちなみに、 「いわゆる翻訳家はこの

逆の順序だと思っている人が多い」というのが、こ

の出版社の弁であった。確かに、その出版社の翻訳

物を読むと、日本語として読みやすい訳文が多いよ

うに感じられる。

 さて、今回も含め、これまで私が経験 してきた翻

訳にビジネス性があるかというと、殆どあり得ない

と言ってよいだろう。CASEの分野は読者層が限られ

ており、今回は定価3000円 の本が初版で1500部のみ

である。しかも再版の予定はないし、初版でさえ全

て売れるかどうか難しい状況だ。しかしこれはCASE

撫錨礁繍灘鰍i糊倉し●
ト作のみ再版されているのが実状である。

 C言 語やUNIXの ユーザマニsア ルようにかなり人

気の高かった翻訳書でも、数万部止まりだと聞いて

いる。この事は、CASEの分野に限らず技術書の多く

は、企業が別の恩恵を期待 して赤字覚悟で翻訳を引

き受けるか、もしくはボランテア精神に富んだ翻訳

者が出現 しない限り、未翻訳に終わってしまう事を

意味する。

 私は、この悪循環を何とか打破 し、多品種小量翻

訳の道を開きたいと考え、そのためのYTシ ステム実

現を念頭に置いて今回の翻訳に取 り組んでみた。

翻訳を行う上で欠かせない条件

。濡黎蟹 鵡第 謡 ξ駕;●
た め長 短色 々 で あ る。

 長所 ら しき もの と して は、 ウイ ッ トに富 ん だ英文

や 、 こなれ た英 文 が あ ま り見 られ ない ため 日本 人 に

と って比 較的読 み やす い こと、 さ らに は形式 ば った

英語 で あ るた め書 式 の似 か よ って い るパ ター ン化 さ

れ た箇所 が 数 多 く見 られ 、楽 な翻 訳 箇所 が 多か った

ことが挙 げ られ る。た とえ ば「The ODS of an ACTIVE

OBJECT i s an object descriptor conposed of the

following sections」 な どの比 較 的 わか りや す い構

文が 多 く、 同 時に この 文 の大文 字 だ けが 別 の単語 に

置 き換 わ って い る箇 所 が あち こちに 点在 して いる。
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    これは、YT作業をする上でも楽であった。その意

   味では、非英語圏の英文著作物は町を使用する場合

   の狙い目かもしれない。

    その反面、英語がネイティブでないための問題点

   もあった。一つには、スペルミスの多さである。そ

   の多くはスペルチェッカーなどで救えるが、例えば

   anとonの 区別のようにスペルチェッカーが素通

   りし、さらにその位置によっては 「グラマティック

   マック(Grannatic Yac)」 のような文法チェッカー

   さえエラーを見逃 してしまう場合もある。また原著

   者の英語力が今一つゆえに、代名詞が何を指してい

   るのか 気 前の文との関係や係受け等を見てもわか

   らない上、その分野の専門知識を働かせても判断に

   迷う場合があった。スペルミスや英文法の問題は、

●   原著者や原出版社の責任とも言えるが、そのままに

しておいたのでは翻訳者の誤訳を招いてしまう。そ

もそも、CASEを 日本で普及させるために翻訳するわ

けだから、意味的にいい加減な訳で放 っておくこと

は出来ない。そのため、原著者への質問状や確認作

業などにかなり手間隙を要 した。

 過去に2回、部分的なNTを経験 したことを述べたが

どちらも外注方式であった。その時は 「前処理とYT

の使用、及び後処理」を外注にお願いした。ところ

が外注先の担当者が情報処理の専門家というフレコ

ミだったのに実際は違っていたり、途中で担当者が

降板 したため自分が リライ トする時に一貫性のない

2っ の文体を苦労 しながら整合を取る羽 目になった

りと、いずれも散々な結果であった。昨今は、グル
ープウェアと称 して積極的に作業分担する向きも見

られるが、たとえば前処理と翻訳との分担ならまだ

しも、一っの翻訳作業を複数の翻訳担当者で分ける

のは、いかがなものだろう。 リライ トする側にとっ

てみれば、担当者が途中で交代 した時と同じように

苦労させられるだけである。

 外注の場合、更に深刻な問題は外注費である。過

去2回とも、100万円を越す支払を経験 している。今

回の場合、出版社から翻訳で得られる報酬は、その

数分の1に 過ぎない。つまり英文技術書の翻訳では

殆どが、外注費の半分 も賄えないのである。この現

状を考えると、 「出来るだけ多 く英文技術書を翻訳

する道を開きたい」という目標実現のためには.外

注などの人手は避けざるを得ない。そこで今回は、

先ずは一人で全工程をこなせるYT翻訳を大前提に取

り組んでみた。

 オ リジナルな電子ファイルの入手は、翻訳を引き

受ける場合に欠かせない条件である。今回も原著書

が出版された以上は、元の電子ファイルが存在 して

いる筈だ。仮に手翻訳となっても、元の電子ファイ

ルがあればワープロなどで用語を文字一括変換 し、

その用語だけでもきちっとした訳語に置き換えるこ

とが出来る。もちろん、YTを使えば更にメリットが

増す。そこで、電子ファイルの入手を絶対条件とし

しかも出来るだけ使いやすいフォーマットでのファ

イル獲得に努めた。

 電子ファイルが入手できなければ、OCR認識という

別手段が考えられるか もしれない。しかし、それだ

けは避けたかった。MTソ フトよりも高価な㏄Rシ ステ

ムを一式購入しても、100%の㏄R精度は期待出来ない

し、図表部分を除くテキス ト部分だけを旨く抽出で

きるのかという点も疑問である。又、認識 ミスを修

正 し、オリジナルデータに戻すというのも大変な作

業だ。

 昨今の翻訳の世界では、よほどの古文書や歴史的

書物など特殊な場合を除いて、電子ファイル化され

ていない例はないと言ってよいだろう。仮に執筆者

が手書きで作成 したり、タイプライターを使 ったり

したとしても、印刷屋か出版社など何処かに電子フ

ァイル化されたメディアはある筈だ。このような状

況下で㏄Rを利用することは、建物の建築に例えるな

ら、建築現場でその建築資材が過不足なく正確に組

み上がっているにもかかわらず、それをわざわざ全

部バラして資材に過不足がないか最初からチェック

し直 し、確認後に再び元通りになるよう組み上げて

いるのと何ら変わりがない。それは、単に余計な作

業であるばかりか、大量の労力や時間の浪費を伴う

上、その間に資材の一部が欠けたり間違って組み上

げられたりして手直しするリスクもあるだろう。

 こうような馬鹿げた行為にも等 しいOCRの利用は厳

に戒あるべきであり、翻訳関係者は先ず、あらゆる

手を尽くして最 も扱いやすい電子ファイルの入手に

努めるべきである。

 電子ファイルを入手 した後は、そのデータをフル

に活用するたあ、翻訳の全工程をコンピュータ上で

行うことにした。又、その間は出来るだけ手作業を
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伴わないようにして、エラーの混入や時間の浪費を

少なくする事を心がけた。更に、その作業の中心に

是非YTを据えたいと考えた。それは今や、 阻Tは使

いものにならないと傍観 している時代」ではなく、

「何としてでもYTの能力を最大限に引き出して使う

べき時代」である、との認識に立 っているためだ。

あとは、無制限に金をかけられないので、費用対効

果という点を考慮して肛を選択するだけであった。

パソコン上で動作するMTの選択

 今回の翻訳についてはパソコン対応のNTしか考え

なかった。N/Sべ一スやUNIXべ 一スのものは1桁 、2

桁 も違 う価格なので、とても手が出なかった。又、

パソコン通信の翻訳サービスは、それ自体の使用料

のみならず、大量のファイル転送などに伴 うパソコ

ンネットへのアクセス料金や通信費が米国などの諸

外国に比べると高 く、結構馬鹿にならないので見合

わせた。

 どのパソコンソフトを選ぶかに際しては、YTにっ

いての専門的知識をあまり持ち合わせていなかった

が、自分自身10年来のtincユーザであるため、それ以

外のパソコン環境は考えなかった。仮に他のパソコ

ンで動作するソフ トの方が優れていたとしても、劣

っている分はyecの快適な操作環境が補 って余りある

だろう、との思いもあった。当時MACで動作するソフ

トは3っ しかなく、その中から最終的に、翻訳精度

もあまり高 くなく、専門雑誌の評価 も一番低いが、

価格は一番安いK社製のT(10万円以下)を選んだ。こ

の選択は、むろん価格最優先に基づいたものだが、

それ以外に、10万円を切るソフ トでも一冊 の翻訳を

立派に出来ることを示したい気持ちもあった。さら

には、これがうまく実現すれば、もっと高価なNTを

使 うことで将来、より高品質の翻訳につながる可能

性 もあるだろうとも考えた。

翻訳作業の開始

 電子 フ ァイルの 入手 に際 して 、出版 社 に よ っては

高 額 な代 金を請 求 す るケ ー ス もあ る。 例 えば 、過 去

に経 験 した技術 書 の翻訳 の場 合 、 「XYVision(サ イ

ビジ ョ ン)シ ス テムで 読 み 出せ る磁 気 テ ー プな ら5

百 ドル 、 それ をiBy-pc上 の フ ロ ッ ピに変 換す るサ ー

ビスを受 けた けれ ば5千 ドル の手 数料 が 必 要だ 」、

と出版元 か ら言 わ れ た ことが あ る。幸 いに して 、今

回 フ ラ ンスの 出版社 か らは、 フ レーム メ ーカ3.0フ

ォー マ ッ トで無 償 入手 で きた 。

 と ころが 、 この フォー マ ッ トは 欧州 で は ポ ピュ ラ

ー ら しいが 、 フ レー ムメ ーカ と い うソ フ トウ ェアを

持 って い なか った ため その ソ フ トを購 入 す るか別 の

ツ ールを 使 って ベ タの テ キス トフ ァイル に変換 す る

必要 が あ った。 調査 した と ころ、Conversions Plus

(DATA VIZ社 製 と)い う変換 ソ フ ト(2万 円)が 市 販

され てお り、 それで 変換 す るの が一 番安 上 が りだ と

わか った。

ら栖魏蹴 縦;よ難 騨 號 憂姦●
したものを無償で送ってきたため、そのツールは無

駄な買い物となったが、余分な変換作業は避けられ

た。

 いずれにしても、最 も使いやすいフォーマットの

電子ファイルを安 く(出 来れば無償で)入 手する努

力を惜 しまないことが、YTの利用には非常に重要で

あろう。

 次にMT環境の整備に入った。このYTを本格的に利

用するのは、今回が初めてだったため、YTと翻訳物

との大雑把な相性を調べるために全文を前編集なし

に一括変換させてみた。その結果いろいろな問題点

が出て来た。これらの問題点はメーカに細か くフィ

ードバックしたところ、その都度親切な回答を頂戴

したため、 リスクの高そうな問題点については事前

にかなり洗い出すことが出来た。

 次は辞書の整備である。まずは、原著書の最後の

頁に付いているINDEXか ら必要な用語を拾い出し、次

々とユーザ辞書へ登録した。そんな事をしなくても

CASEの分野なら、市販されているコンピュター用語

辞書などの専門辞書が使えそうに思えるかもしれな

いが、専門辞書の購入は全く考えなかった。それは

金銭的な事以上に、専門辞書が役に立たなかったか

らである。その理由は、ある意味で出版社の独自性

の問題であり、また訳者自身がそれに対抗できる力

量を備えていないためでもある。例えば、以前の翻

訳の場合、出版社から事前に、ユーザ辞書に相当す
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を余儀なくされている。また、別の翻訳では、CASE

業界での過去の使用事例や用語を踏襲して翻訳 して

欲 しい、と要求されている。そして今回は、ある情

報処理用語辞典に準拠 して訳すことにした。いずれ

にしても、今後は出版社がYTの文化を強 く意識 して

市販の専門辞書とうまく付き合わない限り、この分

野で専門辞書が活躍する機会はないだろう。

   ところで、今回のNTの場合、いくらユーザ辞書に

  登録 しても、基本辞書が有 している別訳が優先され

  るために、うまく訳出されない事例が多く見られた。

  そこで、このような訳語は、前処理の段階から日本

  語に置き換えて英文に埋め込む作業を余儀なくされ

  た。幸い、このYTは 日本語混じりの英語でも日本語
・  を記号として認識 し、そのまま日本語を通 して くれ

  るので、そのような措置で対応出来た。その結果、

  英文の中に適度に日本語が散りばめられている文章

  を読むことになり、英文が格段に把握 しやすくなる

  という思わぬメリットもあった、ところが、基本辞

  書が優先されているかどうかの確認は、いちいち圖T

  の対話モー ドで調べるしか方法がない。この作業に

  は、かなり手間取った。もし、YTの基本辞書が、ど

  こかの出版社の辞書を採用しているのならば、その

  事を公表すべきであろう。そうすれば、その辞書を

  片手にしながらでも、あるいはCI}-RO凶化された辞書

  があるのならそれを検索 しながらでも、ユーザ辞書

  に登録すべきか否かの判断が効率よく下せるだろう。

  もし、どこの出版社にも無い独自の基本辞書を採用

  しているのなら、その基本辞書を簡単に確認できる

  機能が欲 しいところだ。そのような機能無くして、

・  効率よいユーザ辞書登録は望めない。

 次に、前処理の必要な箇所を探すことにした。そ

こで、YTによる一括翻訳を行って、前処理すべき所

を見つけ出すという方法をとった。英 日翻訳の場合、

前処理はやらないという人 も多いが、今回は翻訳精

度に目を瞑って格安のYTを選んでいるため、多少と

も複雑な英文を入力すると意味不明な日本語になる

ことは明らかである。意味の通 じない日本語を読ま

されてス トレスが溜まるような事は避け、出来るだ

け前処理を重視 した。

 前処理で多く見られたのが、係受けの不明な箇所

る訳 語集 が 手渡 され 、そ れ に基 づ いて翻訳 す るこ と

で あ る。 しか し、andと かorな ど、そ のパ ター ン

は限 られて い る。YTの 中 で この手 直 しを簡 単 に で き

る機 能が 求 め られ る。他 に も、細 か な問題 は色 々 と

あ ったが 、 様々 な工 夫 を凝 らす こ とによ ってYTは な

ん とか使 え る、 との確信 が 得 られ た。

長期的課題

 今回入手した電子ファイルは、原著のテキス ト部

のみなので、図や表の情報が全く拾えなかった。そ

のため、図表のテキスト部は手翻訳を余儀なくされ

図表の作成は日本の出版社が原著を見ながら最初か

ら行った。今後、原著の図表を含めた全ての情報が

利用できるような体制が必要だろう。

 今剛Tが うまく使えた理由の一つに、英語がネイ

ティブでない著者による英文著書という点がある。

これは言い換えれば、制限言語的な英文が効を奏し

たと言うことも出来る。そもそも技術書は文学書で

はないので、制限言語的であっても問題ない筈だ。

今後、町を もっと活用 してもらうためには、原著者

への制限言語的な書き方の奨励、例えば原稿料の上

乗せなどの方策が取られてもよいのではと思う。そ

のためにも、制限言語の仕様を標準化 して公表する

事が求められる。

 訳出した箇所に対 して、例えば推敲ソフトなどを

使った日本語のスペルチェックを行う向きがあるが

訳者が日本語をしっかりと読みさえすれば、日本語

表現の誤りは大抵見つけられるものだ。それよりも

むしろ原著書に対して正 しく訳されたかどうかをチ

ェックするシステムの必要性を感じた。

 日本語訳だけをいくら眺めていても、英文の一部

が抜け落ちて訳されている事や、単語の一部 が誤訳

である事に気付くことは少なく、かなり神経を使っ

て英文と照らし合わせても、その ミスから完全に免

れる事は難しい。そこで、例えば英日と日英の2つ

のYTを使って英→日→英と変換 した後に、元の英文

と訳文の英文を比較することで日本語訳の間違いを

うまく見つけ出すようなやり方などを使 って、英語

から正しく日本語に置き換わったかどうかを見っけ

出す検証 システムの出現が待ち望まれる。
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一
トラ ン ス レ ー タ の 選 択

 は じ め に

 兵庫県南部地震は未曾有の被害をもたらした。地

震発生後の情報収集や初動救援体制の遅れにより、

改めて政府の危機管理体制の在 り方が問われ、前例

がないと動けない行政の対応に批判が集中している。

 地震のように突然襲って来る大きな変化、その後

2日 間に亙って神戸の街を焼き尽 くした大火災、次

々に襲ってくる恐怖の中で、瓦礫と化 した町中の避

難所で空腹や寒さに必死に耐えながらも秩序を守り

たくましく復興の決意を語る地域住民の言動に国内

外から励ましと称賛の声が多く寄せられている。

 大震災を教訓に危機管理体制の在 り方についての

見直しが進められいる。

 一方実業の世界に目を転 じてみると、ディスクロ
ージャという新語が叫ばれているが、金融業をはじ

め翻訳業での経営面や業務面でも危機管理体制はた

して万全なのであろうか。

 過去の歴史に学ぶ

 機械翻訳のメーカでもある電機業界の過去の好、

不況の波を振り返ってみよう。

 電機業界では過去幾度か重大な不況を経験 してい

る。ポス トオ リンピックの昭和39年から40年にかけ

て、それまで順調に成長を続けて来た家電製品の普

及が一巡 し、オリンピックという特需の反動もあっ

て販売不振に陥り、メーカ、流通在庫が増大、生産調

整を余儀なくされた。当時はまだまだ生産面では労

働集約的な生産形態が取 られており、事務、営業など

の間接部門に対 し、工場で働 く直接部門での比率が

高かったが、工場では操業率を低下させ、余剰人員

は販売の第一線に転属させ、また需要喚起のために

様々な新規商品の開発に取り組むなど懸命な対策が

講 じられた。その後次第に海外をはじめ一般景気の

回復とともに生産の省力化への取り組みが始まり、

またコンビs一 タやカラーテレビの需要 も台頭 して

再び高度成長路線を歩み始めたという歴史をもっ。

 ついで昭和46年から47年にかけて、それまで1ド

ル360円 という固定相場制で保護されてきた我が国

の国際為替相場は米国経済の弱体化によって、レー

ト切り上げが断行された。増大傾向をたどってきた

輸出産業にとっては国際価格の高騰となり、国際競

争力を低下させ、まさに ドルショックという危機に

直面、さらに追い打ちをかけて石油危機が訪れた。

 かって石炭に依存 していたエネルギーは次第にコ

ス トの安い石油への比重を高め、先進各国は産油国

である中東か らの輸入に頼ることが多くなったが、

羅灘犠倉禰耀霧謬踏齢 ●
油製品、化成品などの価格に跳ね返り、世界的にも

物価は30%近 く高騰し、消費購買力を著 しく減退させ

た。これがため国際競争力の弱い商品は海外へ生産

拠点を移行させるものも現れはじめたが、国内にあ

っては生産設備の自動化、物的流通の合理化、商取

引流通の合理化など徹底 したコス ト合理化が実施さ

れた。その後石油情勢も高値安定ながら落ち着きを

取り戻 し、また間接部門の生産性向上策としてオフ

ィスオートメション(OA化)が 叫ばれ、パソコン

やワープロ、普通紙複写機、電卓などの新規製品が

誕生し、事務の生産性向上に寄与 した。

 また国の輸出振興策もあって日本製品は世界各国

へ浸透 し、これがその後大幅な貿易収支の黒字を現

出するとともにダンピング問題や輸入制限など国際

摩瀦 髭ご勇昇翻 烈
隔替醐 ま変●

動相場制に移行 し、当時1ド ル240円 前後であった

円は次第になだらかな円高傾向をたどり、1年 半の

間に120円 台まで上昇 した。この間収益性確保のた

めに企画された製品も生産工程に乗る手前で、波及

的に続く円高の影響で収益面での確保が難しくなり

その都度設計をやり直さざるを得ないなど製品企画

と円高がいたちごっこを繰り返し、暫 く新製品が創

出されないという時期もあった。一層のコス トダウ

ンをはかるために部品での海外調達やコス トの安い

海外へ生産シフトさざるを得ない結果ともなった。

 その後貿易摩擦を回避することもあって輸入促進

や内需拡大など政策転換が行われたが、国際収支の
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黒字の持続 もあって、金余り現象はバブル経済へと

進展し、その行き過ぎからバブル崩壊へとっながっ

て行ったのである。

   不況時の対策

   需要低迷時には新しい需要創造のための新規商品

  の発掘や開発、販路の拡大、不採算商品や不採算部

  門の統廃合、在庫調整、設備投資の抑制、組織や人

  員体制の見直し、各部門における生産性の向上、徹

  底した経費削減、資金の社外流失の防止など諸々の

  施策が行われるのが普通である。例えば経費削減策

  としては管理可能経費の一律カットばかりではなく

  固定的経費の削減までメスが入れられる。これらを

  徹底させるため、権限も一部 制限され、上位管理者

●  に権限が集約されることもある。

   3Kと いわれる出張交通費、広告費、交際費の大

  幅なカット、不用不急の固定設備や材料、消耗品購

  入の繰り延べ、昼食休憩時間の消灯の励行、近くの

  階へのエレベータ昇降禁止、コピー用紙は裏表利用

  コピーを削減 しFDで のファイル励行、飛行機禁止

  で新幹線も自由席利用、タクシーの利用禁止、会議

  は短時間励行、社外通話は3分 間励行、外注化抑制

  と内製化への転換、残業、休日出勤の禁止、収益部

  門への業務応援派遣など、給料カットか経費削減か

  の選択を迫られるケースある。中には金額はそれほ

  ど大きくなくとも経費削減に対する従業員マインド

  を駆り立てる狙いが込められて取られる対策 も少な

  くないが全社員一丸となって難局に立ち向かう危機

  管理体制がとられるのが通例である。

   過去の不況時の抜本的な対策としてとられてきた

・  FA, RA, OA化への移行などの改革が断行されて、それ

  が定着 し、殆ど合理化されつくした段階でのバブル

  とその崩壊であり、今回の不況打開策としてはリス

  トラの一環としてのホワイ トカラーの人員体制の見

  直しがクローズアップした。勧奨退職や系列企業へ

  の出向、独立支援制度の設定、給与体系 も年俸制の

  導入、厳 しい生産性チェックと実績評価制度などか

  つての終身雇用制を覆す新たな取り組みが行われて

  いる。

翻訳業の対策

 かつて経団連の会長であった土光敏男氏は 「変化

には3つ の側面がある。1つ は変化の断層性であり

過去の経験と知識の上にあぐらをかいていてはなら

ない。また変化には波及性がある。自分の専門に立

てこもって、安心してはいけない。さらに変化には

加速性がある。変化の並に乗るタイミングや、変化

を先取りしていく事が必要がある」とその著書で述

べ、平時における危機管理体制や意識を強調されて

いる。

 翻訳の歴史は古いが、翻訳業界の歴史は新しい。

景気低迷の見え始めた92年頃から翻訳受注量は減少

翻訳単価の低下、また納期の短縮や翻訳品質等の条

件も一段と厳 しさを増した。当初は暫 く辛抱すれば

景気 も回復に向かうとの楽観論も聞かれたが、昨年

実施された 「翻訳フェア」や 「翻訳の日」のシンポ

ジウムなどでは経営的危機が強くアピールされた。

 このような情勢下にあって、翻訳業では経費の削

減は勿論のこと、顧客との接触頻度増加させて営業

力の強化、受注先の拡大、顧客の選別、少量翻訳の

受注、更には雇用調整まで実施したところも少なく

ない。また納期、コス ト半減を目標に人手翻訳から

機械翻訳への移行や文書の トータル処理の観点から

翻訳、編集、印刷まで業務の多角化への取り組みも

見られる。更に登録翻訳者の戦力アップを図るため

研修を実施し、個別専門領域の強化を図ったところ

もある。いずれを選択するかはそれぞれ企業の置か

れている環境の違いにより、その対処策 も異るのは

当然である。

 94年10月 頃からは景気 もようやく上向きの方向に

転 じたとの政府や民間シンクタンクからの発表があ

ったが、これも企業の縮小均衡の上に立 った上での

業績であり、実感としてはなお厳しい状況が続いて

おり、更にこの度の阪神大震災で景気回復のテンポ

が遅れるとの見通 しもあり、まだまだ予断を許さな

いし、また円高の追い打ちも見えかくれする。

 これらマクロな一般 景気情勢のみならず、バブル

崩壊のよる翻訳業界固有の影響について、特に機械

翻訳と翻訳需要の変化について考えてみよう。

企業内翻訳業務の変化

 翻訳を業とする業界としては、翻訳サービス業、

印刷業、さらに企業内翻訳に大別でき、90年の翻駅

需要は4800億円前後、現在では7600億 と推定される。

 バブル崩壊に伴い企業内の翻訳業務にも様々な変

化が見られる。先に述べたように、企業では資金の
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外部流出や徹底した経費節減 もあって翻訳業務を内

部処理する傾向が強まったことである。

 少なくとも30年くらい前までは海外取引は専門商

社へ依存する傾向が強かった。しか し輸出の拡大に

よって企業は輸出専門部門の設置や海外に出先機関

を設け、海外情報の収集や輸出業務を自ら実施する

ようになった。しか し当初の翻訳業務は専門部門で

当然行 うべきものとの考え方が強 く、現在でもその

風潮は根強く残っている。しかし海外との交流が輸

出部門のみならず海外企業との技術提携や海外生産

シフトなどにより社内各部門へと拡大し、マニaア

ルや説明書など大量翻訳業務を外部に依存するよう

になったが、バブル崩壊による経費削減の嵐はこの

翻訳外注部門も例外ではなかった。

 バブル期においては機械翻訳の操作性面や翻訳品

質から 「機械翻訳はホコリを被ったままのものが多

い」との声が数多く聞かれたが、ユーザの品質に対

する声を忠実に汲み上げてメーカ側は改善に改善を

加え、中には年間2回 以上 もバージョンアップした

商品が創出されたり、ウインドウズ版の出現によっ

て、機器操作性 も抜群に向上 したマシンが多く創出

されている。

 更に人材の有効活用から機械翻訳専任担当者が設

置され、企業専用語や業界専門用語 も蓄積され、ま

た翻訳技能も向上、また習熟度や翻訳の リテラシー

も高まって機械翻訳 システムを十分に使いこなすと

ころまで進んできている。

 更に企業内の個人評価にも業績評価や生産性評価

が存分に導入されたこともこの利用効率を増進させ

翻訳依頼部門で も同じ観点から社内利用促進へ拍車

を駆けてたことは充分におしはかることができる。

 86年における民間企業の海外長期滞在者は16万4千

人であったが、91年 には41万2千人にも増加 した。こ

れは駐在員交替等で企業内にも海外経験者が著 しく

増加 したことを物語っている。また国際化の進展に

伴い、海外からの技術者等の企業への受け入れ も多

い。更に80年の外国人登録者は78万3千 人であったの

に対 し92年には128万1千 人に増加 しているし、長期

滞在者は88年で8万1千人に達 している。

 また学校教育も87年台、92年台と段階を追って語

学力は向上 し、これら優秀な学生が続々と入社 して

来ていることも見逃せない。

 当然のことながら企業の属する業界知識や海外の

出先機関との交流も活発で、分野別用語にも卓越 し

また情報発生の背景や環境 も熟知 した専門集団が形

成されつつある。

 また社内外で作成される情報は電子化されたデー

タがLANで 自由に利用出来る環境も整っており、こと

に社内翻訳について云えばその内部情報量と伝達ス

ピー ドは第3者 の立ち入るすきを与えない位早い。

 こう見てくると企業内翻訳が醸成される土壌は十

分に整って来ていると見てよい。

「企業内翻訳は人件費から見て結局コス ト高になる

のでは」との見方もあるかもしれないが、翻訳の外

注管理 、支払い管理や外注折衝、ユーザ辞書の交付

の手間などトータル的に考えれば果たしてどのよう

薯妻讐醤灘 慕儒 濃 繍 諮毛㍊●
あ り、外 注先 で の リス クの 懸念 もあ る。

オフィスパーソナル需要も

 対外的な情報提供の形態をとる業務上のマニュア

ルや説明書といった翻訳物のみならず、自己の業務

遂行のための外国文献の翻訳や専門書の翻訳など情

報収集を目的にしたパーソナルニーズは件数的には

圧倒的に増加 している。

 パソコン翻訳ソフトは90年頃から本格的に市場に

出回り始めたが、発売当初の価格は20万円近く、こ

れにハード本体を含めると結構高価な買い物となっ

ていた。

 パソコンハードは91年から93年にかけて需要は低

迷 したが、半導体の高密度化が一層進行 し、当時100

欝勤 を繍灘::鰻望雛勘
る。

 またパソコン翻訳 ソフトも94年の後半頃か ら需要

の増大傾向を反映して販売価格は一時の半値以下と

なり、またウインドウズ版の出現により操作性が改

善され、また本体機能の大容量化やニーズの先取り

で翻訳機能も著 しく向上 し、オフィスの個人ユーザ

にとっては非常に買いやすいものになり、現在爆発

的な売れ行きを示している。

 「前編集などの手間が大変で、翻訳品質も問題」

と懸念する声もあるが、 「専門用語はおてのもの、

文意さえ掴めればいい」というケースも少なくない。

殆ど完全に近い翻訳文であっても自分にとってあま
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   り役に立たない情報では何の価値もない。それより

   翻訳品質は多少落ちて も、有効な情報はそれを ヒン

   トとしてアイデアをふ くらまぜ、新しい創造力を生

   み出して行くことの方がより生産的である。

    海外からの情報は緊急を要するものも少なくない。

   外注に出すにしても面倒な発注手続きや納期的にも

   問題がある場合が多い。また同業、同種の情報が多く、

   情報の背景や環境が文面に書かれていなくとも容易

   に把握出来る。この点外注し、翻訳者に環境説明す

   る暇があるならば多少翻訳の品質に問題があろうと

   自分の判断で処理 した方が早い。仮に検討違いの解

  釈があっても相手方とのやりとりの中でお互いに理

   解 しあえるようになるものである。要は品質よりも

   スピー ドである、コミュニケーションには リアルタ

●   イムが必要との考え方が強い。また相手側からの情

   報提供は兎に角分からせよう、正確に伝えようとの

   意識で丁寧に書かれるのが普通であり、わけの分か

   らない文章は書 く方に問題があるとの考え方が強い。

   従来はかかる海外情報は分厚い書類の下にか くれ

   て見過ごすか、放置されるケースが多く、ビシネス

   チャンスを逃すこともが多かったが、PC翻 訳ソフ

   トの普及で情報消化量と情報の再生産量が増大 した

   との声が強い。かってコンビ1 タや複写機は専用

   の部屋におかれ、専門要員によって集中運用されて

   いたが、現在では部門毎あるいは個人にまで分散処

  理されるようになり、またそれぞれがネットワーク

   で結合されるようになったが、機械翻訳も同じよう

   な経緯をたどっている。

    このように翻訳を取り巻く環境 もバブル崩壊を契

  機として大きく変わり、翻訳の世界の勢力分野も変

・  化 しっつ あ る。

翻訳者の生き残り戦略

 今年に入って翻訳需要は上向き傾向と云われるが

日英翻訳、つまり輸出商品のマニュアルや説明書の

減少に変わって、輸入拡大に伴う海外企業からの翻

訳需要、つまり英日翻訳の増大が 目立つ。本来日英

に対 し英日翻訳はコス トも安 く設定されているので

仕事量の割りには売上が上が らないとの声 もある。

 またこの需要 も決算期を控えての駆け込み翻訳も

あろうし、また引き続き円高懸念 もあり、このまま

順調に推移 して行 くものか、またバブル期当時の全

盛時代に戻るのは何時かは未だに確たる見通しも立

ちにくい。

 並いる翻訳業の中で競争に打ち勝ち、優位性を保

持していくには何と云ってもは顧客に信頼され、容

認される企業としての個性が必要である。先ほども

述べたように 「納期」 「コス ト半減」宣言や、特許

医療など特定分野では他社の追随を許さない 「翻訳

品質」を誇るとか、さらには翻訳の原点に立ち返り

原文作成者の意志や思想を忠実に訳文に反映させる

等、原文のもつ環境や背景説明まで踏み込んだ著述

代行を手掛け、同業他社との差別化を図りながら収

益確保に努めて行 く事もアイデンティティを発揮す

ることに繋がるのではないだろうか。翻訳企業であ

る限り何でも大量にこなさなければならないという

考え方も理解できるが、発注する側からすれば、や

はり信用がおけて、尚且つ早く安く翻訳 してくれる

業者の方が良いのである。

付加価値性指向の料金体系を

 翻訳料金は 「枚数 ×単価」で設定される場合が多

い。本来、知的集約産業である翻訳サービスが労働

集約的価格体系を取っているのも脇に落ちない。翻

訳の目的や種類によって付加価値性の高い翻訳、翻

訳の質によって価格が設定されるべきであろう。一

般ユーザの間では 「翻訳料はまだまだ高い」という

印象がある。翻訳者の人件費や辞書、一般経費を考

えれば 「とんでもない」との反論 も当然出てくるだ

ろう。購買力平価で換算 しても日本の物価は世界的

に高い。各種規制や地価、オフィス生産性の低さが

人件費や物価の高騰を招いた要因ともいわれる。翻

訳の生産性を上げるには価格的にも買い易くなった

機械翻訳を導入すべきであろう。

「機械翻訳の翻訳品質なんてマダマダ」という翻訳

者のも多いが、機械翻訳は自動翻訳ではない。翻訳

支援システムである。下訳として、また辞書引きに

も大きな効力を発揮するし、翻訳者がインタフェイ

スとなって訳文を手直し、粗訳で良いという顧客に

は簡単な前処理だけで訳文を仕上げて行くという方

法もある。それぞれ顧客の翻訳目的の違いに応じて

翻訳品質に差をつける考え方があっても不思議では

ない。

知的資産の構築

翻訳業が知識産業であるならば知的資産はどこま
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で構築されているのであろうか。翻訳ノウハウや翻

訳技能は翻訳者の属人的なものであり、企業として

資産化できにくいとの声もある。しかしその有能な

翻訳者をいつまでも企業に縛り付けておくことは危

険度が高い。翻訳料金が高く、翻訳価値を認めてく

れる企業へとホッピングして行くことは有り得る。

しからばこれらを機械翻訳(コ ンピュータ)の 人間

も及ばぬ絶大な記憶力を活用 して知的資産を構築 し

翻訳者に共用させて行 くことが生産性を高めること

にっながるのではないだろうか。ユーザ辞書、専門

辞書はもとより業界によって違う文体や言い回し、

用例や定形不定形を問わず各種様式や書式、翻訳事

例などを資産化 し、再利用 し、人が変わっても資産

は目減りしないという対策が必要であろう。

ニーズの先取りへ

 さらに受注翻訳から攻めの体制も必要である。日

本の海外直接投資はいまだGNP比6%程 度であり

欧米の20%に 比べればまだまだ低い。コス ト吸収

のためにこれからも海外生産や直接投資は増大 して

行く。新規投資先の情報はJETROあ たりで もかなり資

料化、頒布されてもいるが、個々の企業にとってはよ

り詳細で具体的なものを必要としている。例えば海

外進出にあたっての各種インフラの現況とか商品、

販売、投資、税務上の規制、部品調達、生産、管理、品質

労務、研修マニュアルなどの多岐にわたる情報を顧

客に提供するサービスも必要であろう。いずれこれ

ら対象国向けの翻訳の受注があるとすれば、翻訳を

行う際の習慣、背景や環境理解に大きく役にたつこ

とのもなる。

 機械翻訳は原文を10万近い文法ルールによって解

析し、目標言語に置き換え、目標言語の文法に従って

生成、訳出するという過程を辿る。入力された原情報

はコンピュータ処理で正確に、高速で処理されて行

く。しかし入力されていない情報は、つまり原文にな

いデータは処理できないのである。従って機械翻訳

は直訳、逐語訳であり、これがため比較的構文の簡

単な技術書やマニュアル、説明書など原文忠実度の

高い、大量翻訳に最適といわれてきた。そして最近

では構文構造の比較的簡単なオフィス文書の翻訳処

理にも広く使われるようになって来た。オフィス文

書は部門により使用される用語が多岐にわたること

もあって、専門用語をすべて装備するには費用 も嵩

むが、基本辞書のみの翻訳で、多少翻訳品質を犠牲

にしても文意が分かれば良いとの使われ方もする。

 しか し真の翻訳とは原作者の意志や思想を忠実に

読者に伝えて行 くことである。従って原文にない文

書の行間や余白部分も翻訳 しないと異文化人や不特

定多数の人々に正確には伝わらない。まして格調の

高い講演文や督励文、情感豊かな表現力に富んだ販

促文、異感情、異環境の外人にも感動を呼び起こす

翻訳文が必要で、直訳的な機械翻訳の出力文ではそ

のまま使えない場合が多い。これがため原文の文字

だけではなく、原作者の心をも読みとる理解力、相

手感情や感覚に置き換える展開力、さらにその表現

力に知識を働かせるべきで、スペルチェックやリラ

孟1醗鵠灘 豪譜 鰐 霧ご昌ρ禦●
クニカルライター的、時にはアジテイター的な要素

をも駆使 し、個性のある翻訳文化を構築 していくこ

とこそプロの翻訳者であり、これが増大 しっつある

企業内翻訳者との差別化にもっながる。これがため

には訳文作成の推敲にも機械翻訳を利用すればよい。

辞書引き自分流辞書の構築も可能、また用例や訳例

を記憶させることもでき、再利用も可能である。

 多民族国家のアメリカは英語が公用語ではない。

これでは経費的にも無駄が多いとのことで英語を公

用語とする州 も現れ始めた。現在の機械翻訳は英日、

日英が殆どであるが、標準的な英語が使用されてい

る。しか し同じ英語でもロイヤルイングリシュとい

われる英国で通用 してもニューイングリッシュと云

われるインド、フィリッピンなど、或いはアメリカで

も通用 しないケースはいくらでもある。プロの翻訳

者は・れらを的確に区分して翻 して・・く・とも必 ■

要ある。言葉や文字は生き物で時とともに変貌して

行く。日本では科学技術分野だけでも新語が年間1

万語も誕生するという。これを機械利用して記憶さ

せ、的確にフォローしていくことも重要である。翻

訳能力は感性 もあろうが外語を読んだり、聞いたり

する量に比例 して向上するといわれるが、産業翻訳

でも平時から業界の動向や業界環境など受注如何に

拘わらず勉強 して行く必要があろう。不況とは云え

国際化のなかで翻訳業務は無 くなることはない。ど

のような方法を取って行 くのか、これは翻訳者の選

択の問題でもある。

        (中小企業診断士 星 野 禎 男)
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麟
機 械 翻 訳 を 用 い た 翻 訳 作 業 効 率 化 の 可 能 性

NHK放 送技術研究所 先端制作技術研究部 主任研究員 江 原 暉 将

   1.は じめに

   機械翻訳の処理速度はきわあて速いので100%

  の正翻訳率があれば作業時間は短縮されるが、現実

  には品質面で種々問題がある。訳出された文を後編

  集をしたり、また原文にもどって前編集をしたり、

  訳語選択をするなど非常に手間がかかる。 「どれく

  らいの正翻訳率があれば機械翻訳を利用 して有効で

  あるか」ということは誰 しも興味を もっ点である。

・   本文では外国語(英 文)を 母国語(日 本語)に 翻

  訳するケースを取り上げ、上記の問題を考察する。

2.正 翻訳率と翻訳作業時間の関係

ここで、以下の記号を用意する。

r:read i ng

t:translation

w:writing

p:editing(pre-editing post-editing)

s:souce language

t:target language

h:hand

盟:皿achine

 外国語を日本語に翻訳する目的は種々考えられる。

それをここでは、2つ に集約する。1つ は情報収集、

つまり自分のために外国語で書かれた文書を読むと

いうこと、もう1つ は本当に翻訳する、つまり他人

に情報を提供するという場合である。この目的のち

がいによって手翻訳の場合と機械翻訳の場合の4っ

の利用方法がある(表1)。 ここで考察するのは、

情報収集と情報提供の各々の場合についての、手翻

訳と機械翻訳の作業量である。

表1 考察する手順の種類

情報収集

[1]

情報提供

LZJ

たとえば、原言語を読む時間(単 位文書量あたり)

はrsと 書き、機械で翻訳する時間はtコ と書 く。

手 翻 訳

機械支援翻訳 [3] [4]

2.1 情報収集

 まず情報収集の場合を考える。作業①にあたる手

翻訳とは原文を読むということであるから、原言語

を読む時間rsが かかる。

 情報収集で機械支援翻訳をつかった③の場合は以

下のようになる。まず、正翻訳率として原文を参照

しなくとも意味がわかる文の率を考え、Aと する。

機械支援翻訳の手順は、機械翻訳をおこなう時間

(to)、 訳出されたターゲット言語(日 本語)を 読

む時間(rt)が まずかかる。ところがそのうち、読

んでも分からなかった部分の原文を再び読む必要が

あり、(1-A)・rsと いう時間がかかることになる。

この①と③を比較する。機械支援翻訳を分子に、手

翻訳を分母にとると、作業時間の比は

 まず計量的な分析をするために、作業量を単位文

書量あたりの翻訳作業時間としてとらえる。単位文

書量としては、例えば日本語で400字 詰原稿用紙

1枚 、英語ならば150ワ ード、A4で1頁 などの

単位である。この単位あたりでどれ位の時間がかか

るかで検討を進めてゆく。

   tm+ri+(1m)・r,bi

y=        r
,

(ll

となる。

 ここで、訳文を読む時間と原文を読む時間の比を
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た=ユ
  r,

とす る。このkの 式 を使 って(1)式 を書 きか え ると

M、=h+k+(1-A)
   7」

となる。機械翻訳の処理時間はきわめて速 く、これ

をゼロと考えると

M9=1+た 一A

分は後編集をおこなう。

 後編集をおこなう B・pt

のこりの(1-B)は 再度読み直して、手翻訳をお

こなって、更に訳文を書くという時間がかかる。っ

まり

 再度読み直す   (1-B)rs

 手翻訳をおこなう (1-B)th

 訳文を書く   (1-B)wt

となる。 したがって機械支援翻訳をつかって情報提

供をおこなう場合はこれらを合計した時間がかかる。

 結局、情報提供の場合の手翻訳と機械支援翻訳の

場合の作業時間の比は

となる。結局kとAの 大きさがどうかということで

きまる。つまり原文を読む時間と訳文を読む時間の

比kが1で あると、これは、英語を読むことと日本

文を読むことがかわらない人であるから、Mgの 値

は1に なるので、機械翻訳は当然のことなが ら必要

がないことになる。一般に、日本人は英語を読む時

間より日本語を読む時間の方が速いのでkの 値は1

より小さくなる。仮にこれをO.6と 仮定すると

(1+0.6-A)が1よ りも小さくなる範囲のA、

っまり、A>0.6が 達成できていれば、機械支援

翻訳が有効となる。

hiy=

r,+P,+im+7`+B・Pa+(1-B)(r
、+:A+wi)

ち 十 霊A十tμ8

2.2 情報提供

 手翻訳で情報提供する②の場合、原文を読む時間

(rs)、 日本語に翻訳する時間(th)と 訳文を書く

時間(ws)と いう時間がかかる。実際翻訳上ではこ

れだけ厳密にわけることはできないかもしれないが、

便宜上このように区分 して検討する。

 情報提供を機械支援翻訳でおこなう④の場合は以

下のようになる。まず、ここでの正翻訳率を後編集

が可能である文の率Bと 定義する。機械の出力をみ

てこれは後編集をした方が速いのか書き直すほうが

速いかを判断するが、後編集を した方がよいと判断

した場合の文の率である。作業手順にしたがって作

業時間をもとめると、

原文を読む

前編集をおこなう

機械翻訳をおこなう

訳文を読む

rs

ps

t皿

rt

という時間がまずかかる。そして文全体の内Bの 部

=「 ・+P・+tm+rε+B・Pr
            +(1-B) (4)    r,十ih十t〃8

 とな る。Yp〈1、 つ ま りYpが1よ り小 さけれ ば機械

支 援翻 訳 の方 が 有利 に な る。 こ こで、

       Pi
 Tp    ら 十t

h十 切8              (5)

とおく。分母は手翻訳に要する時間、分子は後編集

に要する時間(いずれも単位文書量あたり)である。

また

   r5十P5十tm十 ηT
,,,_    

ア5十 砺 十t〃`

とおく。この分母は手翻訳に要する時間、分子は機

械翻訳のうち、後編集と手翻訳による再翻訳を除い

た部分の時間(いずれも単位文書量あたり)である。

TpとT皿を用いて、4式およびYp<1の 式を書き直 し、

整理すると、以下の条件が満足されれば機械支援翻

訳の方が有利になることがわかる。

        Tm     m

       1-TP
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これ を グ ラ フ化 したのが(図1)で あ る。B(正 翻 訳率)

をパ ラメ ー タと し、1.0,0.8,0.6,0.4の 場合 を しめ し

た。 これ らの直線 よ り下 の部 分 が機 械 支援 を した場

合 に役 にた つ領域 で あ る。

ならば、つまり正翻訳率が81%あ れば機械翻訳は有利

となって くる。

E
↑

IA一

o.s

0.6

o.e

os

o.o

 o.o 0.2 0.4

Tp

0.6 o.s

図1 機械支援翻訳が有利な領域(情 報提供)

i.o

Tp(手 翻訳と後編集の時間比)が1と いうのは、

手翻訳と後編集の時間が変わらないということであ

るから、機械翻訳の利用は無意味となる。しかし手

翻訳するよりも後編集をした方が半分位(0.5位 です

むという場合)は 正翻訳率の値に応じて、役にたつ

領域が生まれてくる。これを具体例で示すと英日翻

訳の場合で単位文書量を150ワ ードとし、英語を読む

時間rsを2分 、手翻訳する時間thを15分 、日本

語に書き直す時間Wtを15分、後編集にかかる時間pt

を20分、前編集時間psを5分 、機械翻訳処理時間加

を30秒、出力(日 本語)を 読む時間rtを2分 とする

と

   2→-5十 〇.5十2T
m=           =0.30    2十15十15

     20T
p=         =0.63   2-i-15-}-15

と な り、

(後編集が63%位で出来る)

   0.30B
>       =o.si  ユ

ー0 .63

3.お わりに

 機械翻訳利用の有効性を達成するためにはどの程

度の正翻訳率が必要であるかを、作業時間からみて

定量的にもとめる方法を しめし、1例 として、情報

収集では、60%程 度、情報提供では80%程 度の

正翻訳率が必要であることをしめした。ただし、は

じめにものべたように翻訳の目的や手順はさまざま

であるので、利用者は、現実の場合にそくして、式

を変更し、計算 しなおす必要がある。

 また、機械翻訳利用の目的は、単に作業時間を短

縮するためだけでなく、訳語の統一やセキュリティ

の確保などの目的もありうるため、ここでの評価法

以外にも種々の評価基準があることはいうまでもな

い。

 さらに、ここでは、外国語を母国語に翻訳する場

合を考察 したが、母国語を外国語に翻訳する場合は

また、手順がことなるであろう。その場合も式を変

更することが必要であるが、基本的に、単位文書量

あたりの作業時間で効率を評価することはこの場合

も可能である。

 報道二s一 ス文に対する使用経験から、現状の英

日機械翻訳 システムを広範なニュース文に適用 した

場合、正翻訳率は40%程 度であると筆者らはとら

えている。経済ニュースのような、かなり定型的な

表現のおおい分野にかぎった場合でも、70%程 で

ある。ただ、これは、英日の場合であり、韓 日では

もっと高い正翻訳率がえられるであろう。

 近未来において、正翻訳率を向上させうる有効な

方法として、筆者は、共起辞書の利用があると考え

ている。機械翻訳の誤りのおおくは、構文解析の誤

りと訳語選択の誤 りである。語と語の共起関係を利

用 して、その双方の精度を向上させることができる。

最近、共起辞書をユーザー登録できるシステムがあ

らわれてきたことは大変のぞましい。ただ、共起辞

書は、単純に考えると、単語辞書の2乗 のオーダー

の規模となり、作成が困難であるという問題が生ず

る。この場合も、分野を限定して、語彙量を制限す

ることが効果的であろう。
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趣
HT、MTの 生 産 性 比 較

東芝 情報・通信システム研究所 天 野 真 家

は じめに

 機械翻訳については、アカデ ミックサイ ドでは原

理的研究が主となるので、 トータルシステムを作ら

なくても、翻訳できれば良い訳であるし、又、場合

によっては、意味的に正しければ良いのであるが、

商業翻訳、翻訳サービスサイドでは矢張りお客様が

満足してくれる翻訳、あるいは翻訳 システムでなけ

れば商売にならない。

品質改善への取り組み

図1機 械翻訳システム

幾械 翻 訳一

人間翻訳

醐 み呵
電 子 媒 体

UCI:

一 一 じ
法1

・一 懲 轟
.

'DTP機 能 一 企 業 内 出 版

 これがためどのような知恵を出そうかという問題

であるが、その1つ は100%機 械を使ってやるという

完全自動高品質翻訳と、もう1つは推敲 しやすいシス

テムを如何に上手に作るかという事になる。

 「下手なシステムを作るくらいなら、とにかく辞書

がディスプレイに出て、あとはエディタで校正でき

るようにしてくれさえすれば良い」ということが翻

訳者側では言われる。なまじ翻訳などをしてくれて、

機械の文体で訳出されると、推敲しにく＼て困る、辞

書だけ出してくれ ＼ばいいんだ」という事である。

 「使いやすいエディタがあればそちらのほうが助

かるといわれる」こともある。 しかし技術者の側か

らすれば、出来る限り機械でやって、その後、人間

朧誼藷鶴農徽蹴論轄●
ている。

 翻訳は日本語から外国語が出て来ればよい、外国

語になれば良いと言うものではなくて、 トータルで

考えなければならない。私 もいろいろ翻訳業の人と

付き合ってきたが、翻訳者は1時 間に大雑把に云う

と400字詰原稿用紙2枚 程度、早い人は4枚 以上や

る人もいるが、一般的には2枚 しか翻訳出来ないと

いうことである。1日8時 間とすると16枚 程度 し

か仕上がらない。1枚 の翻訳料金はユーザからの受

取価格は種々あるが、高品質を売り物にしていると

ころでは5000円 、しかし実際は3,000円前後が一般的

であろう。このような現実に即 して、機械翻訳 も価

格的に対抗 して行かねばならない。そこから翻訳コ

ストの対比や計算が始まるのである。

翻訳プロセス

 まず翻訳プロセスを考えてみよう。大袈裟にいえ

ば翻訳工場みたいなものを目指 したい。そうしない

と人間翻訳には勝てない、つまりOCRで文書入力 し、

一括翻訳をさせて、後編集を行い、ATPで訳出すると

いう一括流れ作業でやらないと人手翻訳には勝てな

い。

人間の場合、眼で文を読む=翻 訳であるため、㏄R

のような過程は必要ではないが、出力が人手になる

ので、そこで遅 くなる。機械の場合、眼で読むところ

が弱い。OCRは認識率99,5%と いわれているが、英文の
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  場合A4で1頁2,000字 とすると、10字 の誤りが出

  てくる計算になる。しかしこれは理想的な原稿の場

  合であって、悪い印刷や原稿の汚れなどがあると95

  %に も認識精度が落ちる場合もある。そうすると100

  字の誤りがでる計算になる。この誤 りを捜 し出すの

  がまた大変である。この場合、人間が眼で捜 し出す

  ことは意味がないので、スペリングチェッカーに掛

  ける。このようなことをやっているとまた時間が掛

  かってしまう。現状でもリーズナブルな価格の㏄R

  の処理速度はA4判1枚 で2～3分 はかかる。スペ

  リングチェッカーはそれほど時間はかからないが、

  誤 りを発見 してこれを修正するにも、1語で数秒はた

  ちまちかかって しまう。これが100語 もあれば15～

・  20分 もかかる計算になる。このような事を勘案し

  て機械翻訳と人手翻訳のコスト比を出すため、翻訳

  を外注して、一方では機械翻訳+人 間推敲で同じ文

  章を翻訳 し、比較 してみた。お金に換算 しても機械

  翻訳の方が安くっいたという経験を した。もっとも

  これは数年前の話ではあるが…。

       図2翻 訳時間の推定

(例 、英 文A4サ イ ズ100頁 を翻訳)

   高品質のKF

   (所要時間)

   入   力

   誤 読 修 正

   翻   訳

   後 編 集
・   訳 文 入 力

    合 計

 人 間   機 械

翻訳者の適性 カスクマイズ

0時 間

0時 間

200時 間

`♪

     0～50時 間

     200～250時 間

(KF;キ ー フ ァ クタ)

4時 間

10時 間

6時 間

 ?

O時 間

20履 編集時間

 人間翻訳の場合、翻訳の質は、やはり翻訳者の素

質にかかっているが、機械の場合、カスタマイズが

どこまで出来るかにかかっている。勿論カスタマイ

ズのみならず、辞書や文法といった基本的な問題も

あるが…、

翻訳時間の推定

人間の場合、入力は0時 間、つまり入力=翻 訳で

ある。A4を100頁 入力するのに機械の場合、3～4

時間はかかる。㏄Rの誤読修正についてはパラメター

をどのように考えるかによって時間も大きく変わる。

読み取り率が何%か によっても大きく変わるが、一

般的には100頁 で10時 間位ではないかと思われ

る。これが人手翻訳の場合、ざっと言って、200時間

位はかかるだろう。

 機械翻訳では6時 間というのは5年 前の機械であ

って、現在では1/3と か1/4に なっているので

はないかと思うが、これはSUN 3の1YPS程 度の計算

機を使用 した翻訳機を基準にしたものなので、現在

では30置PSと か100MPSく らいなんでもないの

で、 もっと早く処理出来る。しかしこの図でも分かる

ように、機械利用での翻訳だけの時間は、昔も今も

全工程に占める時間はそれほど多くはない。ここは

仮にゼロになってもたいしたことではない。機械翻

訳における翻訳時間など無視できるといっても過言

ではない。問題は後編集時間で図2で は??で 表示

してあるが、これがどれ位になるかが一番問題になる

人間翻訳だと訳文入力というのがあり、これも翻訳

会社によってはワープロを打ちながら翻訳している

から翻訳時間の中に入れるのか、どうか分からない

が、所要時間としては0～50時 間かかるとして計

算 してみた。50時 間というのは、A4判100枚 を打

つのに、最大5ス トローク/秒打てるとはいうもの、

これは短時間のことであり(プ ロのワープロ入力の

方からそんなことはなく、長時間連続できると聞い

たこともあるが)普 通一般的にはA4サ イズ1頁 で

800字 として15分 で打つのは可成り熟練が必要で

あり、またそれほど長時間持続出来る作業でもない。

それで計算 しても一時間で4頁 、100頁では25時 間

かかる。これにインデントやタブ、あるいは同音語

選択などの編集があり、通常では2倍 か 、るとみて

も差 し支えないのではないかと思う。

翻訳中は無人

 機械翻訳の場合、機械が稼働する時間というのは

20時 間程度 しかなく、その中での翻訳時間という

のは無人であり、無視 してもいい時間であり、残され

た問題は㏄Rの誤訳修正が一番重要な問題である。現

在のOCRは性能も向上し、入力時間も4時 間もかから
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ないが、しか し誤読修正だけは未だ問題として残る。

翻訳の トータル処理としては後編集がもっとも厄介

な問題である。これを100時間でやるとすれば、っま

り1頁1時 間となるが、人手翻訳に比べ機械翻訳は

2倍 の効率が得 られる。もっと、後編集の手間を減

らすには、結局カスタマイズが何処までやられてい

るかと云うことになる。

図3 効率改善ファクタ

入力から出力までの全体的所要時間を削減 する

時 間 フ ァク タ

原文入力

直ll編集と訂正

翻   訳

後 編 集

極 小イヒフ ァ クタ

最終編集

  OCR精 度

  スペ リング チ ヱッカ

  翻 訳 速 度

  翻 訳 品 質

  マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー ス

  {呆ま守'ソー一ノレ

N._LDTP

 また他人の書いた下手な文章を書き直す事は、ゼ

ロから書き直すよりも難 しい。どうしても書いた人

の文章に引っ張られることが多いので、むしろ完全

に忘れて、ゼロから出発するほうが時間的には早い。

ところが折角、訳文があるのでそれを利用 しようと

いう意識が働き、かえって相当骨が折れる事もしば

しば経験することである。

 結局どこへ頼るかと云うとカスタマイズしかない。

般的な辞書、文法を使ったシステムの上にカスタマ

イズした部分として例文を入れるという、しかも関

係のない分野の例文をもって来ても使い物にならな

いのであって、結局自分の所の文体でカスタマイズ

していくしか方法がない。しかしこれは結構いやら

しいもので、つまり対訳が必要になるが、意外に対

訳というものはない。

 日本語から英語のマニュアルを作る場合、その日

本語を英語に訳 しているわけではない。マニュアル

には国々の文化、発想があり、例えば、米国には米

国の方式があるので、それに合わせたレベルで対応

して行かなければならない。同じ製品の日本語のマ

ニiア ルとは全然対訳になっていない場合もある。

。説 灘鷲 濃 繍誘鵯重禁●
またまある企業には翻訳部みたいな部署があって、

自社の、いくつもの文例があれは可能かもしれない

が、一般 ユーザ段階できめ細か くこれを実施してい

くことは至難ではないかと思 う。

カスタマイズが決め手

EBMT(例 文方式NT)も結局はカスタマイズである。

例文方式といっても無限の例文を入れることは出来

ないし、一般的な例文などは役に立たない。機械で

は人間のように創造力に頼った翻訳はできないので

特定の分野に絞った例文に頼るしかない。如何に多

くの文例を集め、分野を絞って如何にカスタマイズ

出来るかということが最大の問題と言える。

 EBMTに は2通 りあると思っている。一つは全

部例文でやってしまうこと、それは大学等で検証 し

て貰えれば良いと思う。しかし物を作っているとこ

ろではそのような方法はとれないわけで、結局、一

質 疑 応 答

Q.機械翻訳の辞書の特徴はなにか

A.機械翻訳の辞書というのは、汎用辞書と異なり、

 ある特定の方向性を持っているので、あまり大規

 模なものは出来ない。反面、記述や品詞分けの細

 分、格パターンなど非常に細かな情報が盛 り込ま

 れているものだと思 う。

亀轍 での醐 訳利用はあまり芳しくな、か.●

A.翻訳会社ではユーザが多岐にわたり、何でもこな

 さなければならないから、カスタマイズを行い難

 いと思 う、従ってある特定の企業、特定の部門で

 の利用が一番カスタマイズしやすいのである。

Q.㏄Rに 対 す る評価 が 厳 しいよ うだが 、

A.日 英 の場 合 、 ワープ ロが普 及 し、原稿 もFDで 受 け

 取 る こ とが で きるが 、英 日の場 合 、一 般 的 には 中

 々FDを 手 に いれ る ことは難 しい。DTPの場 合 、色 々
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な フ ォーマ ッ トが あ って 、そ れ に対応 して い くの

は大変 だ 。

Q.翻 訳 の精度 にっ いて

A.英 日の場合だが、日英でも同じ程度と考えていい

 のではないか。唯データそのものは大雑把なもの

 で、原文の種類によって大きく揺れる事がある。

 日英の場合多少時間がか 、るかも知れない。

A.英日の場合、使い捨ての需要がどれくらいあるの

 か、っまり読んで捨てるという類いの翻訳だが、こ

 の読み捨ての翻訳データの需要量は全く掴めてい

 ない。残念ながら今のところそれほど多いとは思

 えない。この場合どれくらいの品質なら許される

 のかも検討して行かねばならない。INTER一 ㎜ や

 World Wide Webな どの清報網が完

 備 し、英文の情報が簡単に入手できる時代になっ

たが、英文を格安のPC翻 訳 ソフ トで翻訳してみ

るかという所まで行っていない。低品質機械翻訳

の翻訳文では先入観が先に立 って翻訳文そのもの

が受け入れられないケースが多いのが現実である。

機械翻訳にはやはり高品質ということが未だに期

待され、使い捨て需要は少ないと思う。機械翻訳

を導入し、その特性を知った上で利用 しているユ

ーザならば、その修正箇所 も判断できるし、それ

なりに勉強もしている。しか し一般 の人達はやは

り完全翻訳を期待 しているのだから。

Q.翻訳品質率について

  A.品質が80%で 我慢出来るかという聞き方で調査をや

   っても、中々満足度は判断しにくい。実際に1頁

   2頁 でも訳文を提示 して、その満足度を調査する

   のでなければ、ただ単に%で 調査されても判断し

・   ようがないだろう。

e.先 程 のOHPの デ ー タは あ くまで も英 日の デ ー タか

Q.通信ネットを介しての入力という将来見通 しは

A.動画像などはまだ回線容量の関係で難 しいから、

 動画入りマニ1ア ル等を送り、翻訳するというよ

 うな新 しいメリットは暫 くはないのではないか。

 尤 もISDNなど通信インフラが完備して くれば可能

 性 もあるか もしれない。日本の高い通信費を考え

 ればあまりメリットはない。

e.機械翻訳のオペレータもある程度、翻訳の資質を

 持たねばならない。翻訳にもドキ1メ ンテーショ

 ンと、抄録という目的があるのではないか。従っ

 てオペレータも原文の解釈力や表現力、更に原文

 の書かれた環境や背景についても勉強 しなければ

 ならない。

A.ジ ョイスの 「ユリシーズ」という翻訳書があるが

 その誤訳を見つけだして、それを本にされたもの

 がある。中には誤訳とはいえないものもあって、翻

 訳者の解釈が受け入れられないだけの話のもある

 ようである。実際にダブリンへ行って本の中に記

 述されている通りに歩いてみたら、その光景が翻

 訳と違 うといっても、文章の曖昧性をいちいちそ

 の場所へ行 って解決するなど、文学書では中々難

 しい。これはカルチャラル リテラシーの問題で、

 言語上だけでは翻訳は出来ない。文学翻訳の場合

 は読者の想像性を引き立たせる事で翻訳の目的を

 果たせるが、マニsア ルの場合はやはり事故にも

 っながりかねないので正確性が要求される。

《KB&KS'95 》

Date April 1013,1995

Venue University of Twente,The Netherlands

Sponsored by JIPDEC andECCAI
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一
ホ ワ イ トカ ラ ー の 知 的 生 産 性 を 考 え る

(財)オ フィスオー トメーション協会 常務理事 鈴木耀太郎

プoフ ィー ル

 OA(オ フィスオー トメーション)協会は昭和56

年に通産省の認可を得て設立、現在500社 の会員を擁

している。OA機 器メーカは勿論OAを 推進 してい

るユーザも数多く参加 している。OA機 器メーカの

意見も必要ではあるが、ユーザサイドのニーズが把

握されている事が重要であり、双方の話 し合いの場

として、さらに教育や普及活動、海外での実態調査な

ど、またワープロの普及促進のためのコンテスト、

表彰などを行っている団体である。

1ホ ワイトカラーの知的生産性とは仕事の価値を

 認めること

い。人口の比率からすれば米国は日本の2倍 である

から、まだまだ日本での普及率は低い。また価格も日

本の方が高いという問題 もある。

 これらハー ドの値段は時とともに下がっていくが

人件費は下がったことがない。現在初任給は大学卒

で20万 位であろうが、10年 前に比べればこれは

5倍 くらい上がったことになる。いわゆるホワイ ト

篇 驚 嚢翻 讐論 こ見;欝芝チ●
あまり上がっていない。商品の原価は人件費と設備

コス トと材料との関係で決るが、この人件費の比率

が極度に高 くなっている。だから物価が下がらない。

したがって最近では日本で生産するより人件費の安

い海外で生産をする方がいいという現象が際立って

 昭和55年 にワー ドプロセッサーが誕生 したが、

発売当初の価格は630万円というものであった。現在

は10万 円もしないものも多く出回っている。つま

り価格は100分の1く らいになり、家庭用にも普及す

るようになった。エ レク トロニクスの革命は価格が

安くなることが大きな特色といえる。その間賃金は

決 して下がってはいない。明治以来100年 間で1回

も賃金は下がったことがない。これに対 して機械の

値段は100分の1に 下がるという現象が起きている。

これはやはりOA化 、情報化が進んで来たもの、背

景にある。この現象はパソコンも同じである。コンビ

s一 タが発売された当初の値段は2～3億 はした。

現在の大型コンピュータの価格はおおよそ1億 円で

あろうが、パソコンは100万円、つまり100分の1の 価

格であるにもかかわ らず、能力的にはそれほど変わ

りはない。大型コンピュータは平行処理を行い、スピ
ー ドが早いという利点はあるが、やはり同時に平行

処理をやる機械は高い。パソコンは処理は遅 くても

同じくらいの能力を持っている。

 米国ではコンビxタ ーは現在6000万台稼働 してい

る。これに対 して日本は1000万台しか普及していな

Knowledge Intensive Working現 象

(オフィス労働者:ホ ワイ トカラー就業者敗の推移)
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来ている。

 生産の場合はそれでも良いが、サービス業とか人

間がソフトを作る産業では海外生産ができない。し

たがって、これらの国内生産品の価格は高くなる。

これを作 っているのがホワイ トカラーの人々である。

ホワイ トカラーの定義としては技術関係、管理職、販

売職、事務職関係者などもこれに属するが、工場はも

うコンビ1タ ーで動く時代となっているし、やって

いる仕事の内容は殆どホワイ トカラーの仕事になっ

ている。現在日本ではs,000万人の就業者がいるが、

その殆どの人がホワイトカラーの仕事をしているが

その生産性は上がっていない。

 スタンフォー ド大学で1974年 に 「工場 と事務の生

産性が極度に違う」という論文を発表 した。

その数値は1960年から1969年の10年 間において、工

場の生産性は約80%向 上 したが、事務の生産性は

4%し か向上していないという内容である。日本で

はどうか調べてみると、ほ 穿同じ位という事がわか

った。それがため生産性向上問題に取り組まなけれ

ばならないということで、OA協 会が設立された。

 OA協 会ではワープロコンテス トを実施している

が、字を書くということは100年前 も今も全く同じで

ある。人間がいくら早 く書いても50字/分 しか字が書

けない。これが2枚 目、3枚 目になっても早 くならな

い。字を書 くと云う点では、100年前からその生産性

は変わっていない。ところがワープロコンテス トで

は早い人では150字/分 であり、手で書 く場合と比べ

れば、3倍早 くなる。これはやはり機械を使うべきだ

と考えた。しかも出来上ったものは何回も繰り返 し

利用出来るし、修正も簡単にできるという利点もあ

る。このワープロも゜800万 台から1000万台は普及 し

ている。パソコンと合計せれば2000万台近く普及 し

ていることになる。但し漢字 ワープロと言 うのは日

本だけであり、外人からみれば不思議な商品の一っ

である。つまり押 したキーと表示される字が違 う(変

換/次候補機能で次々違う単語が出て くる)か らであ

る。外国のタイプライターは打ったキーと表示され

る字は全く同じである。

 このように機械のスピードと値段で普及が進展 し

たが、しかしまだまだ生産性が上がったとは云いが

たい。ホワイ トカラーの知的生産性はソフト開発に

しても第3者 からはなかなか認めてもらい難い。 し

たがって価値についての考え方を根本的に検討しな

いと、本当の意味での生産性の論議が出来ない。

 っまり顧客がお金を出し、商品なりサビースを買

うわけであるが、その時に品質なのか、時間なのか

何にお金を払ったのかが分からないと知的な価値に

っいて判断出来ない。情報の価値というものも中々

分からない。ユニークなものを作っても使う人にと

っては価値は高いが、使わない人にとっては価値が

ないという性格をもっている。また情報はいくら使

っても減らないという性格をもっている。コピーな

んかす ぐ出来るという性質もある。 したがって絶対

価値を測ることが難 しいのである。単行本の場合で

も編集費、印刷費、配送費などの原価の積み上げで、

中々その執筆内容にたいする価値が判断 し難い。コ

ンビiタ ーソフトの場合でもステップなど行で書い

て行 くが、行の多いほうがステップ数が多くなり、コ

ス トがかかるが、この命令言語は短い程早 く処理出

来るので、短いほうがいいのだが、長く書かないとお

金が取れないので長く書く傾向がある。それだけに

価値というものは曖昧で、これが無料と見倣される

ケースも多い。

 海外では海賊版の書籍が多く出回っているが、印

刷コス トのみで、情報価値は全く計算されない。こ

のように知的生産価値を、どのように認めていくか

ゴ重要で、先ずその価値を認あ合うようにならない

と知的生産物の生産性というものが明確にならない。

た マその価値は測りがたいものであるから、原価主

義でやるというのが実情である。ただインターネッ

トという世界通信ネットでは1回 入ると誰でも使え

るようになっている。ソフトの作り方などを入力す

ると誰でも使っていい。知的所有権についての制限

問題も難かしいものがある。実際経済活動や企業の

中で仕事をしている人には賃金は支払われているの

だから、何を価値として評価し、賃金を支払ってい

るのかを測って行かないと、生産性向上ということ

が分かりにくい。

 現在 リエンジニアリングということが叫ばれてい

るが、天下のIBMで も40万 人いた従業員が22

万5千 人に減っている。米国には失業保険はあるが

公的健康保健制度は存在 しない。失業すると医者に

もか ＼れない状況に陥る。米国では企業が保険会社

に医療保険をかけているが、IBMの 場合解雇後 も
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5年 間 だけ は企業 が 医療 保 険を 負担 して い る。米 国

で も人減 ら しば や りで 、減 らす と生 産性 が上 が る と

い う皮 肉な現 象 が 見受 け られ る。

 10/17のBusiness Meekに 「Be thinking One」 と

い う記 事が 出 て いたが 、 これ は知 的業務 の 見 直 しを

しよ う とい う もの で、 「知 恵 を使 った人 の失 業 はな

いが、知 恵 を使 わ な い人 の 失業 は増 え て い る。ま た知

恵 を使 った人 で も価 値 の あ る知 恵 か ど うか 見 極め 、

ホ ワイ トカ ラーの 生産 性 と い う ものを 厳 し く考え て

行 こ う」 と して い る。

 10/3のFoutuneに は 「Intetectura l Capita1」 と

い う記 事で 、 「会 社 の 中に知 的資 産が どれ くらい あ

るかを 測 って 、有価 証 券報 告書 に記 載 すべ きだ 、これ

の ない もの は投 資価値 が な い と考 え るべ きだ」 とあ

る。 「それ ぞれ の会社 が価 値 の 自己評 価 を しな けれ

ば な らない 」 と論 じて い る。 この よ うに知 的資産 を

厳 し く見て行 こ うとい う動 きが あ る。

2知 的生産性は測ることから始める

に分析した調査内容であるが、その業務の内、やり

たいもの、やりたくないものも調べた。1日の内、や

はり会議とか打ち合わせなどの時間が長 く、30%

近くを占める。1年 間で会議で支払われた人件費は

平均で83万 円にも達する。

 文書作成のコス トは147万 円、電話をかけてい

る時間は42万 円、考えている時間というのはコス

トでいうと53万5千 円、ファイリングが20万 円

となる。これらが本当に生産性向上に繋がっている

かというと問題もある。これはやはり測らないと判

らないことである。色々な業務処理が多すぎる、考

える時間が少なすぎる、もっと考える時間を増やさ

ないと仕事の生産性をあげることは出来ない。米国

穐繍濃莫瀦驚 漉麹論 鈎 ●
て い る 。

3ホ ワイ トカラーの生産性を阻害するものは知識

 の陳腐化である

知的生産性はやはり測らないと分からない。

オフィスにおいて1人 の人間が行う仕事を、時間的

 ホワイ トカラーはやっている仕事はわかるが、何

をもって価値を評価 しているのか判らない。その知

オ フィス にお ける1日 の活動 時間 と増 減 希望(243人 の回答)

(1日 の 活 動 時 悶9.17時 間=550分)
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   的価値を上げようとすると、情報や知識がないと仕

   事ができないという性質がある。情報を糧にして、

   また情報を発信 しているのであるが、持っている知

   識や情報は陳腐化 していくので、新 しい情報を常に

   吸収 していかないと劣化 して しまう。情報を常にリ

   フレッシiし ているかというと、必ず しもそうでは

   ない。データベースなど3年 前のもの しか入力され

   ていないものも結構多い。国際為替相場担当など瞬

   時の情報を瞬時に処理 して行かないと仕事にならな

   い。いずれにしても情報が陳腐化すると、新 しい情

   報は生まれず、また生産性も上がらないのである。

    ドラッカーは知的生産性について 「No Limits to

   Learn i㎎ 勉強には限りがない」と成長の限界とい

   う書物の中で述べているが、知的業務をするには、

●   常に新 しい知識を用意 しておかないと仕事にならな

   いと指摘 している。経済の成長に陰りが見えてきた

   ときに問題になるのはやはり限りのない学習であり

   それが知的価値を見い出だすことになると云ってい

   る。

4ホ ワ イ トカ ラーの生 産性 向上 手段 はlTを 使 い

 プ ロセ ス を短縮 す るこ とで あ る

 情報技術と力情 報機器は価格が下がって行くが、

これら機器を使わないでホワイ トカラーが無手勝流

で生産性を上げようと思っても無理な話である。同

じ価値のものを見い出すのであるならば結局量を増

やすというのが1つ の方法である。最近マルチウイ

ンドウなどが発売されているが、昔は命令言語を書

かないと処理出来なかった。しかしこれらマルチウ

インドウを享受 している老若男女は案外少ない。

 昨秋Comdexに 行った。ラスベガスにコンピュター

のスーパーマーケットがある。米国では若い人より

年寄りが買いに来ている。日本とは一寸違う現象で

ある。使わないとその中身は判らない。日本では中間

管理層があまりコンピュターを使ってくれないが、

使わないとその良さも判らない。

昔は中央に大型コンピュータがあり、その下に端末

がぶら下がっていて、ボタンを押すだけで利用でき

たが、現在はパソコンのようにある程度複雑な操作

を必要とする機械があたえられるようになった。こ

れで技術的に、分散、処理されるようになってきてい

る。一般的に道具がばらまかれ、ネットワークで結ば

れ、その処理が世界中で同時に出来るようになって

いるが、これを使かいこなせる人は少ないのが現状

である。 しかしホワイ トカラーの生産性を上げると

いうのであれば、これを使いこなして行かねばなら

ない。

 業務のプロセスを短縮するというのであれば業務

プロセスを改善すべきである。当たり前のことだが、

顧客がテレビ買う時にそのコス トの中身は何なのか

材半横 であり、加工費であり、物流費であるのであれ

ばその対価を払わねばならないが、テレビを作る会

社の財務計算や、人事管理するコス トにまで顧客は

代金を支払う必要はないと思う。これらの経費は出

来るだけ少ない方が良いのである。

 日本企業の直間比率は昨年までは51%が 間接経

費である。ホワイ トカラーの人件費で、しかもコス ト

が高い、顧客は何に対してお金を払っているのかと

いう疑問が起こって くる。これが価格破壊の根源に

なっている。米国ではガソリンは25円/リ ッタで

ある。日本は100円を越えるのが現状である。これは

税制の問題で多少価格が高いというのはわかるが、

米国では電気料金も、住宅も、食料も日本の半分の価

格である。日米の生産性を購買力平価で、時間当た

り単価で比較してみても、日本は米国の61,7%し

か生産性がないと考えられる。つまり得た所得で買

えるものの量と言うものは米国の61.7%し かな

い。米国と同じ所得を得たとしても日本では半分の

ものしか買えない。つまり如何に物が高いかという

ことである。米国が間接費を落とした商品を供給 し

て くると価格破壊が起こってしまうのも当然である

日本のものは全部高いという計算になって しまう。

この原因は人件費、あるいは土地が高いということ

にある。空洞化 し、安い人件費のところで物を生産

するとすれば、日本は物を作らない仕事になって し

まう。 したがって知的生産性を上げない限り生きて

行くことが出来なくなる。知的生産の価値を高める

には色々な方法があるが、不要な贅肉を落とすこと

も1つ の方策だ し、不要なプロセスを短縮すると、プ

ロセスは半減するのである。

 例えば山ノ手線はステンレスの車体の電車が走っ

ているが、価格半分、寿命半分という電車である。従

来の電車は20年 は使えたが、これでは世の中の変
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化に対応 していけない、また20年 間の補修部品の

保有も必要で、コス トがか ～るもとになる。電車とい

えども10年 で使い捨てにする、そのかわり価格を

半分にし、補修部品を持たないような電車がは走 っ

ている。これがためガラスは埋め込みで、窓は開かな

くなり、またメンテナンスフリーの電車になってい

る。このように大幅に価格を下げるというのも1っ

の方法である。ところが物作 りが海外へ出ていくと、

日本で作るものは知恵の価値の認められないものば

かりになってしまい、国内での生産は非常に難しく

なる。

 コンピュターもoSは すべて米国に依存 している。

マイクロプロセッサも米国依存であり、パソコンはこ

れらパーツを買って来たもので組み立てられている。

日本で出来ない理由についてマイクロソフト社で聞

いた話であるが、「日本語を使 う者は日本人だけで、

1億2千 万人のためにソフトをつくることは出来な

い、英語を使 う人間は世界で7億5千 万人 もおり、そ

の内10%の 人がソフトを使うとすれば7500万

人が使ってくれることになる。従って小さな日本人

マーケットのためにソフトを開発は出来ない」との

ことである。7500万 を対象にしたコンピュータ

のOSが 日本に入ってくると、これに合わせて作る

しか方法がない。世界マーケットはマイクロソフト

OA機 器投資金額とオフィス生産性向上値の推移

    (オフィス人員1人 当り)

対前年生産性
向上値(年率)

オフィス人員1人当り

OA椴 器投資錨(円}

eao

に押さえられてしまうのかというとほぼその傾向に

あると言えよう。日本の技術は世界的に進んで来た

というけれども、日本の優位、特性があるのではな

いかと思われるが、中々これがないのである。この

ような中で日本が知恵を価値にして作 って行 く力を

持たなければならない。

5.ホ ワ イ トカ ラー の生 産性 向 上 は

 限 りな き学 習に あ る

昭和59年

  60年

  61年

  62年

  63年

平成1年

  z年

  3年

  4年

  5年

平均X

. .

i

8,4%

 .・

7.2%

1.1%

6.7%

7.4%

 ..

4.596

1.15%

52,700円

55,900円

62,600円

7L971円

75.000円

D1,500円

92,146円

110.870円

100.943円

lOB.164円

81.X39円

 ホワイトカラーの仕事は難 しいが、このようにの

を作 り出す創造力がなければならない。ところが学

校教育とパソコンは同じなのである。つまり塾で子

鯨瓢膿 欝繋雛量欝欝 ●
エックしている。メモリが大きければいくらでも知

識は増えて行 くが、覚えることばかりで育てられて

来た人間に考えるようにしろと云っても難 しい。こ

のあたりから知的生産性の源泉という問題が出て来

るわけで、OSが 日本で出来ない、マーケットも小さ

いという問題をか 、えている。これをなんとか突破

しないと、知的価値 も出ないし、知的生産性も上が ら

ない。これがため現在皆で知恵を絞っているのであ

ろう。

no.nlo
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    もうOSは あきらめてアプリケーションで頑張る

   しか方法がないということで、その1っ としての機

   械翻訳 ソフトなのかもしれないが、このシステムが

   本格化する時代は来るのではないかと思う。やはり

   人手でやっていくとコス トがかかり過ぎて駄目だと

   いうことになると、MTな どで安く知的生産性を高

   めて行 くことが必要になる。

    ITが 今後どこまで進歩するかによって、日本だ

   けのマーケットで考えるのではなく国際間での日本

   語の文化というものを全く英語と同じように伝える

   ようにして行かねばならない。

    日本ではこの10年 間で500万 人もホワイ トカラ

   ーが増えている。これは1万 人の会社が500社増えた

  勘定になる。新しい就業者の増え方どころではない。

●    OA化 投資と生産性にっいてはこの10年で年率7

   %の 生産性が上がってはいるが、1人当たり70万円と

   いう投資が見合うのか否か意見の分かれる所である

  が、私見としては、大体見合ってお釣りがくる程度

   という感 じである。ただ価格的に安いものが出てく

   ると現行商品の値段もそうは上げられず、このまま

  賃金が上がって行くと困った問題となる。これらは

  現在各社頭を抱えている問題でもある。しか し終身

  雇用という伝統的経営の中で米国のようにす ぐレイ

   オフといは言えないという問題もある。雇用か賃金

   かというところへぶっかる。雇用を確保するために

   は賃金をカットするしかないというワークシェアリ

   ング的な考え方も中々難 しい。フォルクスワーゲン

  では雇用確保のため週3日制にしたが、それがため

  賃金が下がってしまった。おかげで生産性 も上がら

   ない。っまりモチベーションが下がってしまったの

・  である。

   最近米国ではバーチャルコーポレションという考

  え方が芽生えている。これは仮想企業とでも訳すべ

きなのか分からないが、初めてファース トバーチャ

ルコーポレーションという会社が出現 した。従業員

は20人 しかおらず、1000分 の仕事をするという会社

である。これはパソコン通信で社員が繋がっており

1つ の仕事が入ると専門家によるプロジェクトのよ

うなグループが結成され、一斉にその仕事をこなし

仕事が終了するとそのプロジェクトは解散するとい

うシステムで、実際にコーディネイ トしている人は

20人 しかいないという企業である。だから仮想企業

ということになっているのであるが、このような動

きが米国では出て来ている。会社に属してはいない

が、所得を得る事が出来るようなシステムである。

設備もいらない、人間の知恵だけで仕事をするとな

れば、またバーチャルコーポレションという存在も

必然性をおびてくる。知恵を使った仕事の価値とい

うものを認めると組織のどこに属しているかという

ことはあまり意味を持たなくなる。このような仕事

のやり方を して行くからには、限りない学習をやっ

て行かないと知識が陳腐化 し、仕事に有りつけなく

なる。従って常に最新情報に触れていかなければな

らないし、自分の考え方を新しくしておかねばなら

ないし、それによって生産性も上がるし、価値も認

められる。いずれ日本 もそうならざるを得ないし、こ

れらを履行していきながらコス トのやすい地域との

価格差を詰めていかねばならない。米国の多くの会

社が知的価値を極度に認めようとすると、知恵をも

っている人の汎用的な使い方が出来るのである。こ

のような事態になってくると言葉も合理的に機械で

処理して使えるようにしないと、人手がかかわって

いたのではコス トがか ＼り過ぎて耐えられないとい

うことが日本でも起こってくるのではないのかと思

う。

タイ王国 第2回 自然言語処理国際会議

日 時 1995年8月2～4日

場 所 バ ン コ ッ ク 市 ハ イ ア ッ ト セ ン トラ ル プ ラ ザ

主  催 タ イ 王 国 科 学 技 術 環 境 省 国 立 電 子 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 セ ン タ ー

照 会 先 Asanee KaWtraku l,Departnent of Conputer Er giWeering, Faculty of Engineering, Kasetsart

    Univers i ty, Bangkok,10900, Thailand (Te1.662-579-4584 Ext,182 FAX 662-579-6245)
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NHK放 送 技 術 研 究 所
彌
年
も
幕

ζ
れ

己
璽響鱒

響将暉原江

1.ま えがき

 NHK放 送技術研究所は昭和5年 に設立され、以

後、放送に係わる多くの研究を行ってきた。放送に

「ことば」は不可欠であることから、当所でも、自

然言語処理の研究を以前から行っている。かな漢字

変換の研究から開始 し、テキス トや画像データベー

スの検索などを経て、現在は、機械翻訳を中心に研

究している。

 本文では、当所での機械翻訳に関する最近の研究

から、いくっかを紹介 しよう。

 放送企業における翻訳の特徴として、

 ・テキス トの分野が多岐に亘る。

 ・迅速かっ正確な翻訳が要求される。

 ・新語や固有名詞が頻出する。

などがあげられ、いずれも現在の機械翻訳では対応

が困難な特徴である。

私
1灘

2.基 本 動詞 の 訳語 選択

 機械 翻訳 の精 度 を悪 く して いる大 きな要 因は構 文

解 析 と訳語 選択 の誤 りで あ る。例 え ば、

 I sew a girl with an unbrella.

は、 少 な くと も以 下 の4つ の 訳 を持 つ。

a

h

U

"
7

私は傘を持った少女を見た。

私は傘で少女を見た。

私は傘を持った少女をのこ引きする。

私は傘で少女をのこ引きする。

このうち、通常の解釈での正解はaで ある。この場

合、hとdは 前置詞句の係先に関する構文解析に誤

りがあり、cとdはSilWの 訳語選択に誤りがある。

 このように訳語選択は機械翻訳の大きな研究課題

である。特に、放送分野は多岐に亘るため、適切な

訳語選択が一層困難となる。この中で、皿akeや

tikeな どの基本動詞は様々な意味で用いられ、出現

頻度も高いため、その訳語を適切に選択することが

翻訳精度の向上に大きく寄与する。このため、当所

では英語基本動詞の訳語選択の研究を行っている。

 基本動詞は、目的語として動作名詞を伴なうこと

〆
▼

謙

 

瀞
レ
ピ

番

組

に
出

演

,
)
た

轟

惣
酷
貌
鍵
蒔嘗

図1機 械翻訳を用いた日本語字幕作成例

がある。このような場合、例えば、

    make an address

という表現では、cakeは 本来の意味である 「作る」

ではなく、Delexical Verbと して、「する」という

意味になる。このような点に注目して、基本動詞の

訳語選択に目的語名詞の動作性の有無を利用する方

法を考案 した[田 中]。 その結果、上の例は 「演説

を作る」ではなく、 「演説をする」と正しく訳され

る。

 動作名詞との共起に限らず、そもそも訳語選択の

ためには、訳語を決定したい語のみに注目していた

のでは不可能であり、その語がどのような語と共起

しているかなど、広い意味での文脈を利用すること

が不可欠である。しかし、文脈を利用すると、訳語

選択のための規則集合が大きくなり、そのような規

劉募鰍 藁雛鵡鍛 二‡磐 撒函■
に学習する方法の研究を行っている[田 中2]。

 自動学習を行う元のテキス トとしては基本動詞を

含む英文とそれを日本語に翻訳 した対訳テキス トで

ある。ここから、基本動詞の訳語選択を行うための

決定木を学習する。このような自動学習によって訳

語選択のための大規模な規則集合が効率的に作成で

きるだけでなく、従来、人間では気がっかなかった

規則も得 られることが分かった。

3.英 日機械翻訳での固有名詞処理

 固有名詞を含む表現の翻訳精度を向上させるため

当所の英 日機械翻訳システムは、構文解析に先だっ
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   て、 局所 翻訳 処 理 を実 施 して い る[加 藤]。

    固有 名詞 を含 む表 現 は 、未 知語 を含 む こ とが 多 く

   ま た複 合 語 と して の特殊 な表現 が 多い ため に 、通 常

   の構文 解 析 に な じまな いか らで あ る。 この 局所翻 訳

   処 理 は精 密 な非 終端 記 号を 持 った文脈 自由文 法 を用

   いて お り、解 析 と同時 に翻 訳 を行 う点 が特 徴 で あ る。

   例 え ば 、肩書 き付 きの 人名 と して

    Atlantic Council Vice President Job

    Dittbemer      と い う表 現 は

    未知 語COUNCIL VICE-PRESIDENT未 知語

   の よ うに解析 され 、 同時 に

    Job Dittbemer Atlantic会 議 副議 長

   と翻訳 され る。 また、Presidentの 訳 語 は議 長 、大

   統 領 、社 長 な ど多 くあ るが 、(;ounc i lと 結 び付 くこ

●   とで議長が選択される。このように、局所翻訳によ

   って、きめ細かな訳語選択と未知語への対応が可能

   になった。

4.自 動短文分割と主語の補完

 放送ニュース文には極めて長い文がある。例えば

「通信所では、郵政省の免許がおりしだい、インテ

ルサットの予備衛星を使 って、埼玉県にあるKDD

上福岡研究所との間で電話やFAX通 信を中心にお

よそ2年 間送受信実験を行い、実用化にこぎつけた

いとしています。」などの例がある。このように長

い文をそのまま、日英翻訳すると、誤訳になる可能

性が高い。そこで、長いニュース文を自動的に短い

文に分割する自動短文分割の研究を行っている[金]

これは、パターンとアクションの組で記述された分

割規則を用いるものであり、分割の結果、上の例は

「通信所では、郵政省の免許がおりしだい、インテ

ルサットの予備衛星を使います。」 「埼玉県にある

KDD上 福岡研究所との間で電話やFAX通 信を中

心におよそ2年 間送受信実験を行います。」 「実用

化にこぎっけたいとしています。」と3文 に分割さ

れる。

 この例か らも分かるように、分割を行うと主語の

無くなる文が生ずる。このような文に対して、自動

的に主語を補完する手法の研究も行っている。これ

は、主語を補完すべき述語の性質や、主語候補とな

る名詞句の性質を統計的に捉える方法であり、上の

例では、 「通信所」が分割後の第2文 と第3文 の主

語として補完される。

5.字 幕作成システム

 NHKで は、英日機械翻訳システムを使用 して、
一部 の英語二s一 スに日本語字幕を付与 している。

これは、衛星第1放 送で毎平日午後5時20分 から

始まる機械翻訳ニュースの中で放送されている。字

幕付与作業は、英語ニュースの聞き取り入力、機械

翻訳、後編集による字幕作成、映像への字幕スーパ
ー、の手順で日本人翻訳者によって行われる。現在

の我々のシステムでは、翻訳者の作業能率の改善に

は至っておらず、あくまで、実験的な利用に留まっ

ているが、当所での研究成果は随時現場のシステム

に反映され、正翻訳率が向上していることも事実で

ある。こうして出来た日本語字幕の例を上図に示す。

 字幕翻訳作業では、英語ニュースを聞き取り入力

しなければならないというネックがあったが、近年

米国のテレビ番組に聴力障害者用の英語字幕データ

が付加された。この字幕データをパソコンに取 り込

むことによって入力作業の部分を大幅に改善できた。

6.あ とがき

 NHKで の機械翻訳の研究と実用化の現状につい

て述べた。地球規模での環境の悪化や、民族紛争の

激化が進む今日、世界規模で、様々なレベルのコ ミ

1ニ ケーションを拡大することが要請されている。

衛星による国境を越えたテレビ放送や、インターネ

ットを介したコミュニケーションはその例であろう。

しか し、ここに立ちはだかるのが言語の壁であり、

機械翻訳は21世 紀に向けて、重要な技術であると

確信 している。まだまだ課題の多い機械翻訳ではあ

るが、あらゆる場面を捉えて研究 ・開発を促進 し、

異言語間コミュニケーションの道具として、広く用

いられるようになることを期待したい。

参 考 文献
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一
OCRに よ る 文 書 テ キ ス トの 読 み 取 り

難東 芝 情報通信システム研究所 第3研 究所

 今回は機械翻訳システムの入力部に必要となる重

要な機能の1っ である文書テキス トの自動読取の技

術にっいて紹介します。

 この技術には英文テキストリーダと日本語テキス

トリーダがありますが、この両者にはほぼ同等な技

術が使われています。ここではこれらを区別するこ

となく説明して行きます。

 テキス トリーダは雑誌 ・書籍 ・マニュアル等の一

般文書を自動的に計算機に入力するためのものであ

って、レイアウト理解機能とオムニフォント文字認

識機能を備えたものです。レイアウ ト理解機能とは

様々なレイアウトの文書から文字列を抽出し、正し

い読み順を判定する機能のことであり、オムニフォ

ント文字認識機能とは様々なフォントで印字された

文字を高い精度で読み取る機能のことです。

1.は じめ に

 10年 以上前から、印刷物の紙面を計算機に自動

的に理解させる文書画像理解技術が多くの研究者に

よって研究されてきましたが、数年前の段階では実

用化の段階には至っていませんで した。ところが近

年になって、ニーズおよびシーズの両面から、この

ような文書画像理解技術を実用化 しようという気運

が高まり、次々と製品化がなされる様になってきま

した。

 ニーズとしては、以下の点が挙げられます。すな

わち、新聞、雑誌の記事やマニュアル等の印刷物を

対象としたデーダベース構築、機械翻駅、電子出版

などの文書処理が活発になってきたのが第一点です。

このような文書処理の活発化は、これまで人間が手

作業で行なってきたキーボードによるコンビi一 タ

入力作業の自動化を促すようになってきました。

 一方、シーズとしては、CPUの 高速化 ・メモリ

の大容量化に代表されるハードウェア技術の急速な

進歩と、画像処理技術 ・パターン認識技術の進歩な

どのソフトウェア面での進歩が挙げられます。これ

ら両者があいまってテキス トリーダの技術基盤を支

えています。

 以上のような状況の中で英文テキス トリーダや日

本語テキス トリーダが開発されてきました。

2.テ キ ス トリー ダの特 徴

。簾耀語 懇 窪溜 農撫 糊 ●
いられてきました。しかしこのOCRの 場合、取 り

扱える帳票の書式(フ ォーマット)、 印刷文字の書

体(フ ォント)に 大きな制限がありました。

 すなわち、帳票には文字間ピッチや行間ピッチが

固定 した単純なフォーマットが要求され、文字フォ

ントは予め定められた1種 類のみでなくてはなりま

せんで した。このようなOCRは 特定の用途に限定

して用いられていたのです。一方、一般の印刷物は

文書フォーマットも文字フォントも多様であり、こ

れらを限定 したり特定 したりすることはできません

で した。ですからこれらをオペ レータの介入無 しに

自動的に取 り扱うことは不可能でした。

 これに対 してテキス トリーダは、以下のような非

常に融通性のある特徴をもっています。

(1)レ イアウト理解

 図表を含み、文字列が多段に組まれた文書から文

字列部分を自動的に抽出し、その構造をも理解する

ことができます。これにより、複数の記事から構成

されるような複雑な文書を自動的に取り扱 うことが

出来ます。

(2)高 度な文字切り出し

 一般 の文書では文字間隔は不定であることが普通

であり、文字間の接触も非常に多いのですが、テキ

ス トリーダは、文字行から文字を正しく切り出す機

能を持 っています。さらに図1に 示すような特殊な

文字行 も自動的に判定して読み取ることが出来ます。

一32一



(a)Rl⊂HARO LANORY

°゚lfyoucanoffer

(・)Tc)O

(・)W醗 羅騰鋸 羅羅

       図1 特殊な文字行の例

・
   (3)オ ムニフォント認識

   タイプライター、レーザープリンター、写植印刷

  等の任意のフォントを高精度で読み取ることができ

  ます。

   (4)高 速処理

   英文テキス トリーダではソフトウェアのみでも毎

  秒数十字程度の認識速度がほぼ常識になってきてい

  ます。一方、日本語テキス トリーダでもソフト版が

  商品化されていますが、高速 ・高精度を要求する場

  合には特別なハードウェアが必要となると考えられ

  ます。

画像の取込み
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レイア ウ ト理解

文字の切出し

文字認識

単諾辞書との照合

読みとり結果出力

3.テ キ ス トリー ダに お ける文 書 画像 処理 図2 処理の流れ

   テキス トリーダの処理手順の一例を図2に 示 しま

●Yo以 下で順を追って説明していきまYo

3.1 画像の取 り込み

 まず、印刷物のページ全体をスキャナにより光学

的に読み取ります。

間の白領域が塗 りつぶされるので、この黒画素連結

成分を囲む最小矩形は単語を代表していると考えら

れます。

 次に連結成分矩形の形状、及びその中の黒画素分

布の複雑さを調べ、各連結成分を、文字列、図表 ・

写真、水平 ・垂直線、ノイズに分類します。

3.2 写真 ・図表領域の除去

 次に、文書画像データにおいて、横方向に近接す

る黒画素を融合 します(黒 画素融合処理)。 次いで、

黒画素連結成分(黒 のかたまり)を 抽出し、それを

取り囲む最小矩形を求めます。文字列領域における

黒画素連結成分の多くは黒画素融合処理により文字

なお、黒画素分布の複雑さは黒画素融合処理が実行

された回数により簡略的に求めることができます。

横方向に延びる細長い連結成分の場合、それが文字

列であるかあるいは傾いた水平線であるかはその矩

形の形状だけでは区別がつきませんが、黒画素分布

の複雑さを調べることにより、正確に分類すること
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が で き ます。

3.3 段落の抽出

 次に文字列を代表する矩形について、垂直方向に

これらを重ねあわせることより段組を決定 します。

さらに段組内の文字列矩形を統合 して文字行を抽出

します。そして、各段組において垂直方向に近接す

る文字行をブロック(段 落)と してまとめます。

    3.4 レイアウ ト理解

    上記で求まったブロック間の論理的な関係をレイ

   アウ ト理解機能により求めます。これにより、各ブ

   ロックには標題、要約、本文、あるいヘッダー、フ

   ッター、キャプション等の属性が付加されます。

・    レイアウト理解機能は次の方式で実現されます。

    (1)文 書構造の木表現

    一般 に文書のレイアウ トは中身を読まなくても、

   一見 しただけでその論理的構造を抽出できるように

   構成されています。ここでいう論理的構造とは、記

   事としてのまとまりや、その中のタイ トルやパラグ

   ラフ間の論理的な相互関係を記述するものであり、

   図3に 示すような木構造により表現することができ

   ます。

    1つ の記事は1つ の木に対応し、タイ トルやパラ

   グラフは木のノードに対応 します。また、枝は各パ

   ラグラフやタイ トルのまとまり方に関する従属関係

   を記述しています。

 これに対 し、画像処理手段により文書の幾何学的

構造を作成することが出来ます。

幾何学的構造は論理的構造と同様に図3に 示すよう

な木構造によって表現されます。

この木において各ノー ドは同一段組に位置する文字

行のかたまりを示し、枝は各段組の位置関係を示 し

ています。

(2)木 の変換によるレイアウ ト理解の実現

 ここで、 「レイアウトを理解する事」を 「論理的

構造木を抽出する事」と定式化 します。

レイアウトに関する様々な知識、例えば、 「左上か

ら右下の方向に読み順がある」

などの知識をルールとして幾何学的構造木に作用さ

せて変換することにより論理的構造木を獲得するこ

とができます。この様にレイアウトに関する一般的

知識を 「木構造変更のルール」として表現するとい

うのはテキス トリーダ開発で出てきた新 しいアイデ

アです。

 3.5 文字切 り出し

 各文字行においてはまず黒画素連結成分(コ ンポ
ーネント)を 抽出します

。

 この時、コンポーネントは多くの場合1文 字を代

表 していますが、接触文字等の存在により複数の文

字を代表 している可能性 もあるわけです。そこで、

まず、コンポーネントを1文 字と仮定して文字認識

を行ないます。その時、その認識結果が受け入れら

れれば、それをそのコンポーネントの認識結果とし

ます。

 もし受け入れられなければ接触文字とみなして、

すべての認識結果が受け入れられるようにコンポー

ネントを分割します。

 3.6 オムニフォント文字認識

 一般 の印刷物に用いられている活字の種類には多

種多様なものがあります。

その原因の第一は文字のフォントで、多くの種類が

知られています。

 現在アメリカには1500種 類に及ぶフォントが

あり、ヨーロッパ全体では50〔,0種 類に及ぶとい

われています。日本にも相当数のフォントが流通 し

ているものと思われます。フォントの主な系統とし

て、英文ではローマン、イタリック、ゴシック等が

あり、それらは更に多様なフォントに細分化されて

います。

 活字の種類が多くなる原因の第二はフォントの変

形です。要するに、同じフォントでもサイズ、縦横

比、線の太さにそれぞれ多数の変形があると言 う事

です。

 この様な多様な活字の種類で印刷された文字を読

み取る技術がオムニフォント認識技術です。これは

マルチフォント認識とも言われます。

次に文字認識の代表例として、複合類似度法をと

りあげてみましょう。

 この方式は低品質シングルフォント活字認識をタ
ーゲットとして1970年 頃に開発されたもので

、

その後、通常のOCRや 音声認識に応用されました。

この方式をオムニフォント認識に対応させるために
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カ〃一

シ ン ガ ポ ー ル の 機 械 翻 訳 研 究

ISS(シ ンガポール国立大学 システム科学研究院)董 振 東

は じめ に

 シンガポールにおける機械翻訳の研究 ・開発はい

くっかの恵まれた条件に支えられている。すなわち

1.シ ンガポールは多民族、多言語国家であり、公

 用語の英語の他に中国語(llandarin)、 マレーシ

 ァ語(Malay)、 タミール語(Tanil)が 一般に用

 いられている。

2.シ ンガポールはアジア太平洋地区の貿易、観光

 情報サービスの中枢の一つであり、言語交流の障

 害の克服が必須というニーズが高まっている。

3.シ ンガポール政府は情報技術の発展を非常に重

 視 しており、この分野への投資比重も多く、また

 「情報技術2000年(IT2000)」 と称する長期

 発展計画を制定している。このようなニーズ環境

 が機械翻訳の技術研究を後押 ししているのである。

シンガポールは今年建国30周 年を迎えたばかりの

若い国家であり、当然機械翻訳の研究や発展の歴史

は諸外国にくらべ短いが、若い国には若いだけの大

きな潜在力と可能性を持っている。

 本稿では、シンガポールの機械翻訳の研究 ・開発

の歴史と現状について概述し、その特徴を紹介、考

察 したいと思う。

1.当 地の機械翻訳の歴史

一謡 謹叢 饗 鷺羅 騰 也鼻誤 ●
大流行 した時期である。大規模な国際プロジェク ト

としてEUROTRA、 CI㏄多諦 徽 鰍 システムなど

の共同研究が行われ、多くの商品化された機械翻訳

システムが出現したのもこの時期である。

 1987年 には日本で第1回 国際機械翻訳サミッ

ト αTSUYYIT I)が 開かれた。そうした国外の潮流

とシンガポール国内のニーズ、潜在的可能性がシン

ガポールの機械翻訳研究を軌道に押上げたといえる。

シンガポールの機械翻訳の歴史の中でも以下の各シ

←(前頁からの続き)

以下に述べる方法で辞書(各文字カテゴリの規準と

なる参照パターン)を 作成します。

(1)多 数のフォントのサンプルを集め計算機に蓄

   える。

(2)印 刷や画像入力時に起こると予想される変形

   操作の加えたパターン(太 め、細め、位置ず

   れなど)を 計算機内で自動的に生成する。

(3)生 成された多数のパターンに対 し統計解析を

   使用 して辞書を作成する。

この方法により、多様なフォントの混在 した文書を

高い認識率で読み取ること力河 能となりました。

3.7 単語辞書との照合

 文字認識された後、文字を単語に統合 しますが、

この時、単語の中に文字認識処理で疑わしいと判定

された文字がある場合は、単語辞書との照合により

最終結果を確定 します。ここでいう疑わ しい文字と

いうのは、'1∵1∵1'や'0∵ σ等の類似文字、お

よびノイズ ・つぶれ ・かすれなどで劣化 した文字の

ことです。これらについては単語照合によって認識

精度をさらに高めることができます。

 これについては自然言語処理におけるたとえば形

態素解析などの技術を応用 してさらに高度な後処理

を実現 し、高精度化もはかられています。

3.8 読み取 り結果の出力

 最後に読み取り結果を各種ワープロ・ソフ トのフ

ァイル形式に変換します。この際、文字サイズ、フ

ォント(イ タリック、ボール ド)、 アンダーライン

の存在範囲 も属性として付加されて出力されます。

変換できるワープロ・ソフトの種類は豊富に揃えら

れているのが普通です。

  (東芝RDC・CI研 黒沢、有吉、辻本)
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ステムは特筆すべき成果である。

   1.1 CANTENA

    l987年 、 シンガ ポー ル国立 大 学 システ ム科学

   研 究 院(lnsti加te of Systens Science, ISS)の 鄭

   奮興(H.H. Teh)の 強力 な指 導 と後 押 しで、また シ ン

   ガ ポー ル国立 大 学情 報 システ ム ・コ ン ピュー ター科

   学 学部(llepartcent of Information Systens and

   (;onputer Sc i ence, DISCS)の 陳樹 罧(C. C. Tan)の

   直接 参 画を 得 て 、1988年 シ ンガ ポール新 聞業持

   株 グル ー プ と協 同で シンガ ポー ル初 の機 械翻 訳 シス

   テ ムの研 究 開発 へ の取 り組 みが 始 った。 システ ム名

   をCATENA(Conputer Aided Translation of

   English News Articles)と いい 、英 語 一中 国語 片 方

・   向翻訳 機能 を持 ち、対 象 専 門分野 を金 融業 界 ニ ュー

   ス に絞 り、ル ー ル ・べ 一ス の直接 法(Rule-based,

   direct approach)を 採 用 して い るのが主 な特徴 で あ

   る。

    CATENAの プロ トタイプ は1990年 に完成

   した。

1.2 C-SHALT

 1990年 、ISSとIBMは 機 械 翻訳 シス テ ム

の共 同研 究 開発 に 関す る契約 に調 印 した。 その 目的

は実用 的 な英 漢機 械翻 訳 シス テム の構 築で あ り、研

究 は2段 階 に分 けて実 施 され た 。

 プ ロ ジ ェク トはISS側 で 進 め られ 、余 亜 珠(Jane

EE)が 機 械 翻訳 グル ー プの責 任 者 と なた。システ ム

はC-SHALT(Chinese-Syste●for Hu皿an

Assisted language Translation)と 呼 ばれ た。

 SHALTと い うの はIBM東 京基 礎研 究 所が 開

発 した英 漢機 械翻 訳 シス テム であ るが 、 典型 的 なル

ール ・べ 一ス型 で あ り
、置換 法(trans fer approach)

を採 用 した シス テ ムで あ る。C-SHALTの 英 語

分 析 もSHALTと 同様 にPEGと 呼 ば れ る文法 、

す なわ ちPLNLP(Progrann i ng Language for

NLP)に 基 づ く英 語文 法 を採 用 して い る。 ソース言

語を 分析 して得 られ た中 間表現 を 深 浅両 層 に分 け て

分析 を加 え る。す なわ ち浅層 で統 語 構 造(syntact ic

struc加re)を 解析 す る。後 者 はC-SHALTの 中

国語生 成 の起 点 と な る。生成 は2つ の子 モ ジ ュール

を経 て行 われ るが、その1つ は生 成 規則(Generat ion

Planni㎎)で 、主 に中 国語 の単 語序 列 と虚 詞運 用 が

管 理 され る。

 2っ 目は生 成実 現(Generation Realization)で

あ る。語彙 転 換 は主 に英 漢辞 書 の助 け を得 て行 われ

る。 この システ ムは第 一段 階(16カ 月)を 経 た 時 点

で か な り大 きな進展 が 見 られ 、実 用 に 向け た潜在 力

を予 見させ る まで に な ったが 、借 しい こ とにIBM

に よ るPLNLPグ ル ー プが 解 体 したた め、 プ ロ ジ

ェク トの継 続 進 行が 不可 能 に な って しま った。

1.3 SAGE MT

 SAGE (Software Aided Croup Environment)

は シ ンガ ポール 国立 大学 が 開発 した決定 サポ ー トシ

ステ ムで あ る。SAGE MTは 多元的 文化 グル ー

プ体 の決定 サ ポ ー トを実 現 し、SAGEに 多言 語を

サ ポ ー トさせ る ことを 目的 と して、 陳樹 森が 彼 の学

生を 指 導 、指揮 して 開発 したSAGE英 漢機 械翻 訳

シス テムで あ る。同 シス テム はISSの 湯 龍祥(To㎎

.. Cheong)が 設 計 開発 したTapestry NLP Ta)1kit

す なわ ち 自然言 語 処理 ツール を 開発 環 境 と して利用

して い る。 湯龍 祥 はISSに 入 る前 か ら機 械翻 訳研

究 に従 事 してお り、有 名 なJEMAH英 語 一マ レー シア語

機 械翻 訳 シス テム の設計 者 で もあ る。

 SAGE MTは プ ロ トタイ プの シス テム に過 ぎ

ないが 、Tapestryが 多言 語 処理 に も使 え る可 能 性を

証 明 した システ ムで あ った 。

2。 現状と特徴

 上述 したようにシンガポールにおける機械翻訳の

研究に従事している主な組織はDISCSとISS

であるが、前者は教育システムや研究生育成とリン

クしており、学術性に重点が置かれている。陳樹罧

は1993年 に日本の京都大学に行き、例文べ一ス

(exa叩le-based)の 機械翻訳研究に従事 したことが

ある。後者はプロセス性を明瞭に打出しており、産

業ニーズに力点を置いている。ISSは 強力な技術

力を持ち、ソフト及び言語方面の人材が合理的に配

置された機械翻訳研究チームを構成 しており、シン

ガポールの機械翻訳研究の中心的かつ代表的存在と

なっている。

 現在ISSの 研究方向と目標は以下の諸点に置か

れている。すなわち、

1.多 言語処理であること。特に英語、マレーシア
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 語、中国語。

2.機 械翻訳実務と緊密に結びつき、できる限り早

  く機械翻訳センターを建設できるよう努める。

3.信 頼できる言語資源と成熟 した技術を依り所と

  し、新技術を吸収 して、既存システムに代る次

 世代となるシステムを構築する。ISS既 存シ

  ステムで、現在発展しつつあるか、すでに使用

  されているものには以下の3シ ステムがある。

ISSEC英 漢 システ ム:

 これはC-SHALTプ ロ ジェ ク トが ス トップ し

た後 、ISS機 械 翻訳 グル ー プが 北京Pacific公

司 と共 同開発 した シス テムで あ る。 同 シス テ ムは

 コ ンビ」一 タや金 融財 務 等専 門分 野 を含 む10余 万

語 の辞 書 を持 って い る。C言 語 で プ ロ グラ ミング

 され 、パ ソコ ンや ワー クス テー シ ョン上 で動 作 し、

 処理 は高 速 で 、適 応 性 や拡張 性 の面 で も優 れ て い

 る。

Tapestry英 語 一マ レー シア語 シス テ ム:

 英語 、 マ レー シア語 の辞 書(英 語 は6万 語)と 英

 マ変換辞 書 を持 って い る。Tapestry NLP Toolkit

 を べ 一ス とす る。

METSマ レー シア語 一英語 シス テ ム:

 性 格 はTapestry英 マ システ ム と同 じ。搭 載辞 書 で

 あ るマ レー シア語 辞書 には現 在1万5千 語 の 見出

 し語 が登録 され て い る。

ISSに おける機械翻訳研究の主な特徴:

2.1 実 用 向 き

 1993年 後半 、ISSは 新 開発 したISSEC

英 漢機 械翻 訳 シス テムをMTF(Machine Trans-

lation Factory)と い うソフ トに填 め込 ん で 、英語

か ら中 国語(簡 体 字 あ る いは繁体 字)へ の翻 訳 サ ー

ビスを 開始 した。最 近で はTapestry英 語 マ レー シア

語 シス テ ムをMTFに 填 め込 ん で い る。 MTFと い

うコ ンセ プ トはISSの 劉斐 文(Low Hwee Boon)が

提 起 した もので 、彼 は翻 訳 とい う作 業 も工 業化 の 過

程 を経 るに違 いな い とい う認識 を持 って い た。す な

わ ち 、一 枚 の紙 、一 本 の ペ ンで手 作業 で行 わ れて い

た翻 訳 が コ ン ピュー タの サ ポー トを経 て工 業 的 に生

産 され 、未 来 の機 械翻訳 セ ンターは翻 訳 工場 とな る

だ ろ うとい う考え で あ る。今 日、機 械翻 訳 は まだ満

足できる訳文品質を得 られていないが、すでに多く

の機械翻訳 システムが実際の翻訳実務に導入されて

おり、また各種各様の商品化されたシステムが市場

に出回っている。おもちゃ的翻訳システムと実用翻

訳ソフトは翻訳量の違いだけに留らないというのは

多くの人が認識 しているところである。

 一っの実用 システムを翻訳実務に導入する場合、

例えば1冊 のユーザーズ ・マニiア ルを翻訳する場

合、直面する問題解決の困難さは、おもちゃ的シス

テムから実用システムへの発展を試みることと較べ

ても、恐 らく勝るとも劣らないだろう。

 MTFの 翻訳作業のプロセスには主に以下のもの

がある。テキス ト抽出(text extract ion)、テキス

よ劉瓢1鰍ll撫 鱗町島ノ監 ●
ification)、 機 械翻 訳 、訳後 編 集 、 フ ィル ター復 元

(filter reformation)、 本 文 復元(documentation

refomation)等 で あ る。

 これ らか ら分 る ことは 、我 々が これ まで鋭 意研 究

して きた 「機 械翻訳 」 とい うの は、最 も重要 な部 分

で はあ るが 、翻 訳 全作 業 の 中の一 部分 に過 ぎない と

い うこ とであ る。 翻訳 前 フ ィル ターの 中 には訳 文再

利用(translation reuse)と い う重要 な ソ フ トが あ

り、正 確 マ ッチ ング(exact matching)、 近 似 マ ッチ

ング(approx ianate Hatching)と い う技 術 を用 いて

既 存訳 文 の再 利 用を 実現 して い る。 この よ うす る こ

とで 、 時間 と労 力が 節約 で きるだ けで な く、訳文 の

一 致性 が 保証 され る。 これ は重 要 で あ る。

ま た述語 識 別 は機械 翻訳 前 に抽 出可能 な述 語 を最 大

灘 崩と致農繍 芸;壁青際 鞭f圭●
際 の翻訳 実 務 の 中に 多 くの新 た な 問題 が 発 見で き、

そ こか ら新 技術 を 研究 、採 用 して、 実用 に役 立 たせ

る ことがで き る。

 実用 を経 て 問題 を発 見 し研 究 を深 め て い くと い う

や り方 はISSの 機械 翻訳 研 究 に お け る第 一 の特徴

と言え る。ISSは 長 年 に わた る固定 ユ ーザ ーを持

って い るが 、そ の中 にInfor皿ix Asia/Pacificの よ う

に シ ンガポ ール に本 社 を持 っ 多国籍 企 業 やSingalab

と い った国 内企 業が あ る。

2.2 技術の総合利用

周知の通り、機械翻訳は一種の総合技術であり、
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   NLP中 の 主要 技 術 を ほ とん ど含 ん で い る。 ISS

   は これ らの技 術 の総 合 利用 に相 当 な注 意を払 って い

   る。 湯龍 祥が 指 導 して 開発 したTapestlyは 機 械翻 訳

   研 究 に源 を発 す るNLPツ ールで 、 これ は以 下 の各

   部 分 か ら構 成 されて い る。 す なわ ち、 文法 記 述言 語

   (gramar writing language)、 辞 書加 工 器(diction

   ary processor)、 語 義分 類加 工 器(ontology pro-

   cessor)、 自動 タ グ付 け器(automatic tagger)、

   語法 分析 器(皿orphological analyzer)、 単語 パ タ

   ー ン適 合器(lexical pattern皿atcher)、 テ キス ト

   記述 言語(text description language)、 意味 フ レ

   ー ム加 工 器(mean i nA fra皿e processor)等 で あ る。

   これ らは機械 翻訳 シス テ ムの 開発 に用 い られ るが 、

   それ だ け に留 らず 、例 え ばテ キス ト分 類(text

・   categorization)、 テ キ ス ト内容抽 出(text abst-

   raction)等 その他 のNLPア プ リケ ー シ ョ ンに も有

   効 な サ ー ビスを提供 で き る もの で あ る ことが 、実践

   的 に証 明 され て い る。

こ とであ る。前 述の3種 類 の主 要 な機 械翻 訳 システ

ムは ソフ ト、言語 材 料(linKware)と もす べて 異 な

ってお り、互換 性 もな い。 こ う した 形で は 資源 の浪

費 、労働 の 重複 が 出て 来 るこ とは避 け られ な いが 、

その 解決 方 法 は技術 整 合 に求 め る こ とが で き る。

 1993年 以 来 、ISSの 自然言 語 処理 研 究部

(現在 、多言 語 処理研 究 部 と改称 。 肌PProgra皿)は

この点 を 重要 視 して きてお り、技術 整 合 は今や 既定

戦 略 と な って い る。技 術 整 合 と い う考 え方 に は、成

熟 した技術 や 長年 苦 労 して蓄 積 して きた資 源を 最大

限 に再利 用 を 図 る とい う意味 も含ん で い る。現 在YLP

Progranで は マ ス ター辞書(Mister Dictiて)nary)

と呼 ばれ る大型 の辞 書 デ ー タベ ースを 構築 が進 め ら

れて い る。 また近 い将 来 、Tapestry-Lexと 命 名 され

た ワー ドプ ロセ ッサ ー もISSの 新 機械 翻 訳 システ

ムの構 成部 分 とな るだ ろ う。 それ らは個 別 に 開発 さ

れ た もの で あ るが 、別 の特 定 シス テ ムに依 存す るこ

とな く、 当然 他 の言 語 処理 に も利 用 で きる。

2.3 技術の整合

 上述の技術の総合利用で、ある種の技術は多種に

わたる異なる分野にも広範に利用できるということ

を述べたが、これは技術の多重再利用と言われる。

 一方、技術の整合とは元々単一のものであった専

用技術を合理的に集成 し、それによって一つの新 し

い技術を形成 したり、新 しい技術を開拓 したりする

《筆者紹介》董 振 東

シンガポール国立大学 システム科学研究院研究員。

かってCICC多 言語機械翻訳研究プロジェクトの

中国側技術責任者を担当(1993～94年)

EDRで 英語分析研究に従事、初めて商品化された

英漢機械翻訳 システムの設計者。

英語/ウ クライナ語対訳コンピュター辞書

「Easy Ukra i Il iaII for W i Ildows 3.1」

特 徴

適 用 機 種

ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き メ モ リ1 .2MB以 上

フ ォ マ ッ ト 3.5イ ン チ(1.44慧B)ま た は5イ ンチ(1.2YB)

価   格 $139.00

販 売 社 PO田C REG(4359, Venise, Montreal,P. Q HISIG CANADA 8(514)728-3612)

・英語2万 語 に対 応 す るウ ク ライナ語3万5千 語搭 載
、発 音 とア クセ ン トを 併記

・英語 の 単語 単位 で ウ クラ イナ語訳 が検 索 で きる

・アプ リケ ー シ ョ ン英語 記 述 を入力 し、ウ クラ イナ語 訳が つ け られ る

・訳 語 は 同意 語/地 名 まで網 羅

・ヘ ル プ機 能 は オ ンライ ンで作 動

MS/DOS版(Windows Ver 3.1)
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物一 多

チ ベ ッ ト語 情 報 処 理 技 術 の 現 状 と 展 望

青海 師範 大学計算 中心 徳煕嘉措(Bdhe Shis Rgya Tshogs)

チベッ ト族の基本概況

(1)チ ベ ッ ト族 の地理 分 布

 チベ ッ ト族 は主 に地球 の第3紀 に形成 され た青 蔵

高原 の 降雪地 域 で生 活 してい る。 チベ ッ ト族 は6、

7万 年前 か らす で に青 蔵高 原 に定住 して い る。 ヒマ

ラヤ造 山運 動 に よ り、青蔵 高原 は この10万 年 間で

徐 々 に海抜2千 余 メー トルか ら現 在 の平 均海 抜4千

余 メー トル まで隆 起 して い る。

 チベ ッ ト族 は狩 猟 一農 業 一牧 畜 の3段 階 の特殊 な

歴 史時 期 を経 て 、青蔵 高原 の 熱帯 一温 帯 一半 寒帯 と

い った歴 史的 な地 理環 境 の変 化 の 中で 、生産 労働 と

生 活を 営 み 、今 日まで繁 栄 して きた民族 で あ る。

 現在 チベ ッ ト族 は約600万 人 お り、 中国 国内 で

約500万 、 中国の チ ベ ッ ト、青 海 、甘 粛 南部(甘

南)、 四川西 部(原 西康)及 び雲南 西北 部 に分 布 し

て い る。

 言 語 と生活 方 式 に よ って 衛蔵(Tibert)、 安 多

(Ando)と 康 巴(㎞ ㎎Ba)の3つ の 区域 に別 れ るが

全体 は蔵 区(Tibert)と 総 称 され る。

 国外 在住 の チベ ッ ト族 は約100万 人 で 、イ ン ド

(25万)、 ラダ ク(30万)、 カ シ ミール(10万)、

ア メ リカ(8万)、 スイ ス(6万)、 ベ ルギ ー(2万)

カナ ダ(5千)、 ネパ ー ル(1万)、 及 び フ ラ ンス 、

ドイツ、 イ ギ リス、 スペ イ ン、 オ ラ ンダん どで ほ と

ん どす べ ての 国 に チベ ッ ト族 の人 が い るとい って よ

い。

(2)チ ベ ッ ト族 の経 済生 産

 国外のチベット族は在住する国の人々と共に生活

し、当地の様々なの経済活動に参加 している。中で

もインド、ネパールのチベ ット族は自分たちで組織

的に生産を行い、工場を経営している。

 国内のチベット族の密集 した地区では、牧畜生産

が営まれ、青蔵高原特有のヤクとチベット山羊を放

牧している。肉の価格が低いため、収入は少ない。

河谷の比較的温暖な地区では農業あるいは半農半牧

生産が行われている。都市のチベット族は漢族と同

様に各業種に参加 したり学習している。

(3)チ ベ ッ ト族 の歴史 と文化

議識欝糊1顯 篇綴亮甜●
を残 している。紀元前1万 年～5千 年の間は石器時

代で狩猟と農業時代である。紀元前5千 年前あたり

から青蔵高原の気候が寒冷になったため、徐々に牧

畜生産へと移行 していった。紀元4千 年前にはチベ

ット族はも青*(禾+果)や 小麦を植え(カ ヤック

文化)紀 元前3700年 前ころには銅器を使用 して

いるが、これは中国の中原地区より600年 早い。

 3700±200年 以前にはすでに古代チベ ット語を持

ち(青 海玉樹石刻)、 アジアの3っ の文化帯である

北方オル ドス文化帯、中原夏文化帯、南方蔵緬文化

帯のうちの蔵緬文化帯の主な発祥地であった。南方

の多くの民族の伝説で、彼等の祖先はコンロン山か

ら降りてきたと伝えられている。

 紀元前のチベット区は象雄王朝によって1千 年統

欝 詣函;1㌫甥 箏1焔霧 奮聾●
の中で、7世 紀初には黄河上流で吐谷渾を敗り、唐

朝と戦い、青海で唐軍40万 を敗った後、両軍は境

界を設けて、以後友好的に交流 した。これ以後チベ

ット族はインドから仏教を取り入れ、当地のボン教

(Boo)と 融合させ、蔵伝仏教を形成 した。

 10世 紀から12世 紀は封建領主による割拠時期

である。この時期仏教が大きく発展 した。13世 紀

にはモンゴル人が青海に侵入し、チベットを割拠 し

タングー ト帝国を成立させた。17世 紀になると ト

ルファン帝国が成立 して蒙古人による統治から独立

し、満州族と連盟した。

 1904年 には英軍の侵入を敗り、半独立国家を
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成立させ、1936年 には中ロ英蔵条約により独立

が確定し、第2次 大戦時には中立地区となった。そ

して1951年 に中華人民共和国に帰属 した。

 チベット族は仏教を依拠として発展し、チベット

族伝統文化を形成、完成させてきた。哲学(宗 教)

人文科学、チベット医学、天文暦、芸術、文学等、

今 日までに豊かなチベット族の伝統文化を残 してき

た。3千 余巻に上る大蔵経は各種経典を集成 した百

科叢書であり、有名な100万 行の詩歌 「格薩王伝」

は有史以来最 も長編の文学作品である。

チベッ ト語の文字は表音式の組合わせ文字である

 チベット族は7世 紀に従来使用 していた各種文字

(象雄文を含む)を 統一的に訂正 し、松*干 布の大

臣呑米桑不札により制定され、無頭のチベット文字

の字母が作られた。これは従来の象雄文より簡潔で

美しい(彼 が発明したチベット字母はインドのある

文字からの借用である等と誤認識 している人 もいる)

ものであったが、さらにいくどかの改訂を経て、現

在のチベット文字が形成された。

 チベット字母には2セ ットある。1っ は当用チベ

ット字母で、これは30個 の声母文字と9個 の韻母

文字を持っ。もう一っはサンスクリット語名詞の音

訳に用いられるサンスクリット転写用チベット文字

で、3千 の声母があり、16個 の簡単な韻母と28

個の複合韻母からなる。

 チベット語の字母によるチベット文字表記は、上

加字母、基本字母、下加字母、韻母の4部 分から構

  成されるが、これは漢字の偏勇部首と似ている。漢

●  字の音と部首は無関係であるが、チベット語はハン

   グルと同様に字母を上下に組合わせて字符を作り、

   さらに前加字母、後加字母、再後加字母を加えて、

  音素を表す1文 字を構成する。字音は構造中の字母

  の組合わせによって決定される。つまり、チベット

  語の文字は字符の組合わせからなり、字符は字母の

  結合で構成され、全体で一っの不可分の独立したブ

   ロック文字が形成されているのである。チベット語

  の文字の構造の分らない人は、チベット文字は英語

   のように音節を組合わせた文字だと勘違いしている

  人が多い。

   以上のように、8博報処理する際、チベット語の最

  小単位は文字であって、字母でないということを知

らなければならない。

 チベット語の文法はインドのサンスクリット語と

同じく、ラテン語系に相似 しており、動詞の語尾変

化、変格などの形式がある。チベット・ビルマ語系

に属する。チベット・漢語系と見るのは誤りである。

 チベ ット族は閉ざされた青蔵高原上で独自の完成

された文化体系を形成 してきた。それは中国文化、

西洋文化と同格である 哲学、精神科学方面では相

当豊富な内容を持っており、中でも密教には哲学、

認識論、思維学、方法論、弁証法、霊智学、情緒学

心理学、霊感学、人体機能学等、人類が21世 紀に

精神文明世界を構築していく上で必要となる有益な

智恵の宝庫となっている。

チベット語情報処理の現在の状況

 電子技術の発達、中国語処理技術の影響、チベッ

ト族内の科学、文化、技術の発展要求、チベット語

処理技術の研究開発は一定の発展を遂げてきた。も

ちろん多くの困難にも遭遇 してきたが、過去10年

の間、少なからぬ研究成果や製品が生み出されてい

る。

 国内でチベット語情報処理の研究開発には、青海

師範大学計算センター、青海民族学院物理学部、西

北民族学院少数民族語学部、中央民族大学コンビi

一タ学部、チベット大学、チベット電信局、北大新

技術開発公司、中国チベット学センター、中国航天

部(宇 宙航空省)、 山東維坊計算機廠、深せん藍海

公司等、多くの研究機関が従事しており、OS、 ワ
ードプロセッサー、レーザー写植、翻訳 システム、

音声合成等の方面で多くの仕事をしている。

(1)チ ベ ッ ト語OS

 現在までに開発、導入使用されているチベット語

OSは すでに10種 類にのぼるが、そのうち、青海

師範大学の徳煕嘉措教授が1968年 に開発 したチ

ベットCDOS2.OOは 実用に耐えるレベルに初めて

到達 したチベット語情報処理用の高機能のチベット

語OSで ある。その後、航天部の羅聖儀、青海民族

学院の銭伝強、アメリカのprices、 イギリスのブタ

ン等が異なる入力方法のチベット語OSを 続々と誕

生させた。しかし、文字バンクの文字のカバー率や
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字体種についてはさらなる増強が必要であった。

(2)ワ ー ドプ ロセ ッサ ー シ ス テ ム

 1986年 、青海師範大学の徳煕嘉措がチベット

CWSを 開発 した。これは英文ワークステーション

用のチベット語ワープロシステムである。1992

年には西北民族学院の干洪志と熊濤が藍海ワープロ

システムLHWPSを 開発 した。これは機能が大幅

に向上されており、文字バンクに一部ではあるがサ

ンスクリットーチベット転写用文字が含まれていた。

航天部の羅聖儀が開発 したチベット語軽印刷システ

ムでは入力方法が増えて4種 類(区 位コー ド、字形

コー ド、打丁文字代用コー ド、数字コード)と なっ

ている。

 中国チベット学センター、青海民族印刷廠、山東

維坊計算機廠が共同開発した華光チベ ット語レーザ
ー写植システムでは、チベット文字バ ンクが4000文

字に達 し、フォントも美しい。これは1994年 に

図書や新聞の写植製版印刷に導入されている。

 北京大学方正公司のレーザー写植システムはチベ

ット語を乗せ変えることができ、フォントも正字体

ゴシック、太ゴシック、アー トフォントなど多彩だ

が、入力方法はチベット語、サンスクリット語ごと

に1文 字ずつ入力する方法で、入力速度は遅い。

 現在ある各種システムにおいては、文字バンクは

当用チベット文字とサンスクリットーチベット転写

用文字の2種 類からなり、前者はすでに固まってい

るが、後者は文字使用頻度の統計がなされていない

ため、完全なものになっていない。

 文字が分字点を持つと文字バンクは約30%増 大

する。チベット文字では統計の結果さらに分字点を

持っ文字を294個増加する必要がある。そうするこ

とでソフ ト間の互換性がよくなり、画面表示、印字

ともきれいに整った文字となり、また情報量 も23%

減 らすことができる。分字点を持たぬ文字バ ンクで

は、画面表示、印字とも整然さが損われ、しまりが

ない上に、ソフト間の互換性も劣り、情報量もいた

ずらに増大する。

(3)翻 訳 シ ステム

1990年 、青海師範大学計算機センターが英語

一チベット語の音訳(外 国語の読みを自国文字に転

写)シ ステムを開発した。英語の専門名詞、借用す

る科学技術名詞、地名、国名、人名等をチベット語

に変換するもので、チベット語の名詞の音訳規範化

に寄与するものであった。

 1992年 にはさらに中国語一チベット語音訳シ

ステムを開発した。これは借用する中国語語彙を規

範化された 「ワード対ワー ド」で音訳するものであ

る。

 現在、西南民族学院はテキス トの中国語一チベッ

ト語翻訳システムの研究開発を進めており、青海師

範大学の徳煕嘉措は英語一チベ ット語の技術文献翻

訳システムの研究開発に取り組んでいる。

な轡響穐 灘 縁 乞二雛 窮 塞●
る。現在チベット語におけるテクニカルタームは不

統一であり、かつ不足 している。青海師範大学民族

学部の桑元太らはすでに数学、物理、化学の3分 野

のテクニカルタームのチベット語辞典を完成させて

おり、青海民族学院では今後数年内に生物、地理、

医薬、計算機、農業、交通、商業、金融、統計、食

品、薬物、密教等十数分野の専門用語辞書の完成を

目指 している。

 機械翻訳のべ一スグラウンドとしてはもう一っ、

チベット語文法、句法に対する精密な研究が重要で

あるが、現在それに取り組んでいる人はいない。

(4)音 声合成

テ騰 盾:講灘 裏欝鰺孟諭
よりチベット語を話せない漢族が電信業務において

電話オペレーションを行 う際の言語上の問題が解決

された。

(5)チ ベッ ト語情報処理の国際標準

 チベット語情報処理及び交換用情報コー ド、文字

ドット、コンビs一 タ用ディスクなどの中国国家標

準と国際チベット語文字コー ド標準については、現

在、その研究並びに確定作業がチベットqq報 処理

標準専門家グループによって進められている。専門

家グループはチベット大学、青海師範大学、西北民
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族学院、中央民族大学、深せん安華公司等で構成さ

れ、チベット民族委員会が牽引的役割を担い、青海

師範大学がグループの長となって、チベット語情報

処理に関する中国国家標準の研究に取り組んでいる。

現在すでに小文字集、中文字集の標準草案が提出さ

れており、今は大文字集のコーディングが検討中で

ある。

 アメリカは小文字集の国際標準を打出し、イギリ

スもそれに類似 した小文字集案を提出し、ISOに

よる選定を目指 している。

 チベット文字の字母字体は文字の発音に対して表

音作用を持つが、字母で構成された文字、構成され

た長方形の文字ブロックはそれ以上分解不能な独立

した完全体であり、ハングルと非常に似ている。こ

のため約6000個 の文字を有する大文字集が必要

となる。さもなくばチベット語庸報処理上の文字に

長さの異なる文字コードが発生 し、画面表示、印字

にも大きな困難をもたらすことになる。この点はタ

イ語の状況とやや似ている。組合わせ式文字の特徴

を重視 しなければならない。

数年も経ぬうちに世界各国でチベット語情報処理関

連のソフ トやマルチメディアなどの電子出版物が研

究開発を経て世に出てくるにちがいない。我々はそ

う確信 している。

《筆者 プ ロフ ィー ル》

 1938年 、中国チベット区安多(青 海)生 れ。

チベット人。蘭州大学物理学部卒業後、物理学講師

計算機助教授、計算機教授などを歴任。

 蘭州大学、青海師範大学物理学部、計算機センタ
ーでICの 研究開発、チベット語OSの 開発、英語
一チベット語機械翻訳の研究に従事。

 現在シンガポール国立大学システム科学研究所

(ISS)で 多言語処理システム(MASS)を 研

究中。またチベット語博報処理中国国家標準専門家

グループの一員としてチベット語晴報処理標準化の

研究に参画。

BDHE-SH I S RGYA-THOGS徳 煕 嘉 措(趙 展 星)

チベット語情報処理の展望

 チベット族の伝統文化は世界の人類文化にとって

も得がたい宝庫の一つである。チベ ット族の伝統文

化を現代化された情報処理技術を利用して全世界に

紹介することとは、21世 紀の精神文明の建設のた

めにも、軽視できない意味を持 っている。

 チベット族は現代科学技術教育を発展させること

を急務としており、そのためにはコンピュータ処理

技術の導入、普及が不可欠で、我々は現代の情報処

理分野の先進レベルに追い付かなければならない。

 我々は出来る限り早 くWINDOWS上 のチベッ

ト語プラットフォームを開発 し、良好なチベット語

情報処理環境を提供し、また手書き文字識別機能を

持つレーザー写植システムも開発 し、文字バンクを

完全なものとし、フォントを多用に整えなければな

らない。また積極的に英語一チベット語、中国語一

チベット語の双方向テキス ト機械翻訳システムを開

発 し、チベ ット族の伝統文化と現代科学技術文化と

の間の交流を促進 したい。

 人々のチベット語博報処理の重要性に対する認識

は日に日に深まっており、注目を集めている。あと

教授   青海師範大学計算センター

中国青海省西寧 青海師範大学計算センター

中国、青海、貴徳

1962年 蘭州大学物理学部卒業後、大学に残っ

 て教員となり、ICとCPUを 研究するかたわ

  ら、電磁学と無線を教える。

1975年 青海師範大学講師。電子技術と近代物

 理実験を教える。

1984年 青海師範大学計算センター副主任、助

 教授。研究生と共にコンピュータ ・アプリケー

  ションを研究

1986年 世界初のチベット語OSを 開発。チベ

  ット語序類コード入力方法を発明。

1992年 特別手当が支給される「国家級専門家」

  となる。中国チベット語情報処理専門家グルー

  プグループ長。チベット語情報処理、チベット

 語科学技術史などの論文20余 篇を発表。
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EDRの 研 究 成 果 と 今 後 の 展 開 に つ い て

(株)日本電子化辞書研究所(EDR)横 井 俊 夫 ・末 松 博

1 は じめ に

 EDR電 子化 辞 書 プ ロ ジ ェク トは 、1985年 度

か ら1994年 度 の9年 間 にわ た る コ ンピュ ー タに

よ る言 語 処理用 の辞 書 の 開発 を 目的 と した プ ロ ジ ェ

ク トであ る。 資金 の7割 は 日本 政 府 の 出資 と い う準

国家 プ ロ ジェ ク トで はあ るが 、実行 の主体 とな った

の は代 表的 な 日本 の コ ン ビ1一 タ メー カー8社 であ

る。

 欧 州 で行 われ て い る辞書 開発 が ど ち らか といえ ば

言語 学 や辞 書学 の 出身 者 に よ って推 進 さ れて い るの

に比 べ 、EDRは コ ンピュ ータ ・サ イエ ンスの 出身

者を 中心 に進 め られ た。

 言 語学 的 に精 緻 な辞書 を作 る とい うよ り、言 語処

理用 の大 規模 な辞 書 を短期 的 に作 り上 げ る とい う こ

とが 目的だ った か らで あ る。当 初の 目的 は達 成 され

つ 、あ るが 、今後 は精 度 の 向上 を含 め言 語 学的観 点

か らの 改良が 必 要 と思 われ る。

 EDR電 子 化辞 書 の特 徴 を手短 に説 明す るため に

欧米 に おけ る代 表 的 な 同種 の活動 と簡単 に比 較 して

み る。

 そ の代表 的 な活 動 と して は、辞 書 を 中心 と した も

の と してAcquilex[1]、 Genelex[2],Yultilex[3]、

Com ex[4]、 シソー ラス(意 味 記述)を 対 象 とす る

NordNet[5]、 コ ーパ スを対 象 とす るBritish National

Corpus[6,7,8,9]、Penn Treebank[10]が あ る。

 比 較 に よ って 云 え る ことは次 の よ うな ことで あ る。

(1)EDR電 子化辞書の基本的な設計思想は辞書、

 シソーラス、コーパスの全体を含む統合化された

言語データとして電子化辞書を構成することであ

 る。ただし、この考え方は最終成果物として十分

 に成功 しているとは言い難いが、これからの電子

化辞書にとっては重要な考え方である。

(2)構 文的な情報の記述に関しては、ごくポピュラ

 ーなすでに広 く使われている考え方を採用 した。

 これは、そのようなものでも言語処理用としては

 十分に役立っこと～多数の作業者の確保を容易に

 するためである。Acquilexの ように最新言語理

 論を採用するというようなことはしなかった。

  GenelexやComexよ りももっと保守的である

 かもしれない。新 しい理論による辞書作りは、こ

 れからの課題と考えている。

                       ・
(3)デ ー タはす べて オ リジナ ルに作 成 し、既存 のM

 RD(Machine-Readable Dict ionaly機 械 可読 辞書)

 を直 接利 用 す る とい うこと は しなか った。 これ は

著 作 権上 の 問題 もあ って この よ うな方 針 を と った。

 これ に 関 して は 〔;onlexのよ うに既 存 の もの に準拠

 した方 が 効率 的 で あ った と思 われ る。(2)の 方 針 か

 ら、既 存 の もの も十 分 に無 理 な く利 用 で きるか ら

 で あ る。

(4)日 本語と英語を対象とし、出来るだけ言語に共

通の枠組みを追求 した。 しかし、十分であったと

 はいえない。Yultilexの 試みなどを十分に比較し

再検討する必要がある。

(5)意 味 記 述 に関 して はsynonyny(同 義)、hyponyny

鼎 濃雛 朧11璽翻 灘 搬,●
 (比 喩)に つ いて行 って いる。

文脈 処理 等 の ため に は、NordNetの よ うな試 み も

必要 で あ る。 ただ し、NordNetよ りもよ り言 語処

理 の立場 か ら行 わ れて い る。

(6)コ ーパ スは と りあえ ず辞 書 開発 用 、言 語処 理用

 で あ り、British National Corpusの よ うに言語

現 象 を捕 捉 す る もの と して 設計 され た もので は な

 い。 この点 で はPenn Treebankの よ うな考 え 方 に

 近 い。 タ グ付 けに 関 して は形 態 素 、構 文木 、 意味

解析 につ いて試 みて い るが 、意 味解 析 の 品質等 に

 関 しては 今後 の課 題 が 多 い。

 1!



以下、2章 で、EDR電 子化辞書の構造(仕 様)を

概略する。3章 では今後の改良 ・拡張の方針とする

ために、EDR電 子化辞書の成果 ・経験を整理 し、

一般化 した電子化辞書である汎電子化辞書について

簡単にふれる。EDR電 子化辞書の設計方針はこの

3章 によってより良く理解されるものと思う。

2 辞書の構造

 EDR

電子化辞書

● ・.1概 要

一 ⊥

対訳辞書一[

基本語辞書

専 門用語 辞書

(情報処理分 野)

日英対訳辞 書(30万 語)

謙1錨{{;;垂購ll学
英 日対訳 辞書(30万 語)

一モ難{騰

共起辞書一[

,EDRi-i≪ 一[

鷲 一[

日本 語共起辞書(30万 語)

英 語共起辞書(30万 語)

日本語 コーパス(25万 文)

英語 コーパ ス(25万 文)

日本 語 テ キ ス トベ ー ス(2,000万 文)

英語 テキス トベース(800万 文)

図2.1EDR電 子化辞書の構成

 EDR電 子化辞書は単語辞書、対訳辞書、概念辞

書、共起辞書の4種 類の辞書とEDRコ ーパス、テ

キス トベースから構成されている(図2.1)。

 単語辞書は、語彙の違いによって基本語辞書と専

門用語辞書に分けられる。

 基本語辞書は、言語の違いによって各々20万 語

の語彙を持つ日本語基本語辞書と英語基本語辞書に

分けられる。

 専門用語辞書は情報処理分野に関するものであり、

言語の違いにより各々10万 語の語彙を持つ 日本語

専門用語辞書と英語専門用語辞書に分けられる。

注:各 辞書のサイズは概数であ り

実際には多少のずれがある。

単語辞書の基本的役割は、単語と概念(意 味)と の

対応関係を記述 し、この対応関係が成り立つときの

文法的特性を与えることである。

 対訳辞書は、言語対の違いによって、各々30万

語の日英対訳辞書と英日対訳辞書から構成される。

対訳辞書は、日本語と英語の単語見出し間の対応関

係の情報を与える。

 概念辞書は単語辞書に語義として導入された40

万の概念についての知識が記述され、情報の種類に

よって、概念見出し辞書、概念体系辞書、概念記述

辞書の3つ に分けられる。概念見出し辞書は概念に

説明を施 したものであり、概念体系辞書は40万 の

概念に対して、それらの間の上位下位関係を記述 し
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たものである。上位下位関係とは概念間の包含関係

であり、一種のシソーラスと見なすことができる。

 概念記述辞書は文中に共起する概念間(2項)の

意味的関係(動 作主、道具、場所、等)を 整理 した

ものを記述 したものである。

 共起辞書は、各々30万 語の日本語共起辞書と英

語共起辞書から構成され、言葉の言い回しに関する

情報を2項 関係で記述 したものである。

 EDRコ ーパスは、各々25万 文の日本語コーパ

スと英語コーパスから構成される。大量の用例を収

集 し、形態素 レベルから、構文 ・意味レベルまで分

析 して得られる言語データである。

 テキス トベースは、2,000万 文の日本語テキス

トベースと、800万 文の英語テキス トベースから

構成される。新聞、雑誌、百科事典、等からの文章

を蓄積 したものである。

EDRコ ーパスにおける文はここから抽出される。

2.2 EDR電 子化辞書の仕様の概略

 次に各辞書の仕様を概略する。詳 しい仕様は本稿

の最後に案内する 「EDR電 子化辞書発表会」にて

発表予定であるのでそちらを参照されたい。

 単語辞書の各 レコードは、単語見出しや発音を始

めとした形態に関する情報、品詞や表層格を始めと

した文法的機能を表す情報、語義に関連 した意味的

情報、等から構成される。冊子体の辞書と構成は似

ている。

 対訳辞書の各レコー ドの構成は単語辞書を簡略化

したものであるが、訳語に関する情報が備わってい

る点が異なる。この情報には訳語の種別(同 義語、

パラフレーズ、逐語訳、ローマ字/カ ナ、説明文)

訳語、そして訳語の品詞が記述されている。

 概念辞書は概念見出し辞書、概念体系辞書、概念

記述辞書から構成される。概念見出し辞書の各レコ

ードは、概念識別のための標識、代表語と上位語を

組み合わせて概念への見出しとした概念見出しや、

自然言語による説明から構成される。概念体系辞書

の各レコー ドは、概念を概念間の上位下位関係(概

念体系)で 表現 したものである。例えば、学校とい

う概念は上位概念として組織、建物、機能を持ち、

下位概念として小学校や大学などを持っ ものとして

表現される。

 概念記述辞書の各レコー ドには、他の概念との意

味的関係(動 作主、道具、場所、等)が タプル(概

念一関係子一概念)と して記述されている。

 共起辞書の各レコー ドは、共起句を見出しと捕 ら

えた句見出し、共起の状況、共起句の構成要素、表

層の共起関係、そして概念の共起関係から構成され

る。

 句見出しには単語の表記と共起関係子との組み合

わせを記述する。共起状況にはコーパス中に共起 し

た状況を頻度、例文という形で示 したものを記述す

る。

 共起句の構成要素庸報には、共起句を構成する要

素の情報を、形態素、かな表記(英 語の場合には原

擁撫撚麟 撒艇欝為 ●
を記述 し、概念の共起情報には、概念の共起関係を

表すタプルを記述する。

 EDRコ ーパスの各レコードの構成は共起辞書と

基本的に同じである。共起状況の代わりに出典情報

が記述され、文が出現 したテキス トが記述される。

文の構成要素情報には、単語辞書を用いて文を検索

した結果が表示され、共起辞書における構成要素情

報と同様の情報が記述される。形態素列と別解析候

補が記述され、文の形態素切りの結果と複合語 ・慣

用表現と見なすべきものの候補を示す。依存構造を

基本とする構文木が記述され、さらに、フレームな

いし、グラフにより概念間の関係を記 した概念関係

表現のデータが記述される。

 テキス トベースの各レコードは、新聞、雑誌等か

罐盤灘 弧備融撫櫻冶
コー ド化した文章を記述 したテキスト構造情報より

構成される。

3 汎電子化辞書に向けて

3.1 電子化辞書の立体構造

 第1章 で紹介された海外の電子化辞書に関連する

様々な活動を考え合わせた場合、電子化辞書の基本

構造を図3.1の ように立体的に纏めることができ

る。この基本構造は、記述の単位(語 ・・文 ・・文

章 ・・)、 記述のレベル(表 層 ・・深層 ・・)、言

語の種類(日 本語、英語、 ・・)の3軸 に沿 って成
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り立っ。表層レベルに於いては、言語情報の構成単

位(語 ・句 ・文 ・文章 ・文書)に 沿ってそれぞれサ

ブ辞書が設定される。

 このサブ辞書は要素とそのコンテクス ト、要素と

その説明という関係で相互に関係 し合 うことになる。

また、このサブ辞書は言語の種類の軸に沿って各言

語ごとに設けられ、言語間では広義の対訳によって

関係し合うことになる。サブ辞書の辞書レコー ドは

表記の構造に関わる形態的情報、構文的な所属カテ

ゴリや分解構造に関わる構文的情報、意味の説明や

表現に関わる意味的情報、分野や状況に関わる運用

的情報から成る。深層 レベルは、意味表現の機構を

何にするかによっていくつかの階層が設定できる。

 この概念 レベルにも原則として言語情報の構成単

位に沿ってそれぞれにサブ辞書が設定される。この

サブ辞書間の関係や言語間のサブ辞書間の関係は原

則として表層 レベルのものと同様である。

 表層レベルのサブ辞書の意味的情報部分を一段と

抽象化 したものを概念と呼ぶが、これを各種の意味

的な関係を用いて定義するのが役割である。

言語

英語

日本語
、

表層

概念

(深層)

レベ ル

'  
〕r

'  〕磯

単位

図3.1 電子化辞書の立体構造

3.2 EDR電 子化辞書の位置付け

 EDR電 子化辞書の13個 のサブ辞書を、この基

本的コンセプトに照らし合わせて再整理すると図3.

2に 示すような関係になる。

 記述の単位の観点から見た場合、語レベルに対応

する辞書として単語辞書、対訳辞書、概念見出し辞書、

概念体系辞書の4種 類の辞書を持つ。句 レベルに対

応する辞書として共起辞書と概念記述辞書の2種 類

の辞書を持つ。文レベルの辞書としてはコーパスを

持ち、文章レベルの辞書としてテキス トベースを持

っ。記述のレベルという観点から見た場合、表層に

位置するものは単語辞書、対訳辞書、共起辞書、コ
ーパス、テキス トベースであり、深層に位置するも

のは概念見出し辞書、概念体系辞書、そして概念記

述辞書である。また、言語の種類という観点からは、
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   日本語と英語に関して記述されており、それぞれの

  言語に対して、単語辞書、対訳辞書、共起辞書、コ

   ーパス、テキス トベースが用意されている。

   表層レベルにおいては、各記述の単位(語 、句、

  文、文章)に 対応 して、形態的情報として、単語見

   出し、句見出し、文見出し、文章見出し等があり、

  構文的(構 造)情 報として、品詞、表層共起情報、

  構文木、SGMLコ ー ド化がある。意味的情報とし

  ては見出しに対応する意味を識別するものとして、

  概念識別子、概念共起情報、概念関係表現がある。

  運用的情報としては、頻度 ・用法、共起状況、出典

  情報がある。また対訳関係を記述する訳語情報がそ

  れぞれの方向の対訳辞書にある。

   深層レベルにおいては、概念の単位を示 し、単語

・  辞書を初めとして他の辞書を関係付ける概念識別子

  が概念見出し辞書に記述され、概念間の上位下位関

  係は概念体系辞書に記述されている。更に、文中に

  共起する概念間の意味的関係は、コーパス中の概念

  関係表現を基にして共起辞書の概念共起情報、そし

  て概念記述辞書の概念記述レコー ドとしてタプルに

  整理されている。

3.3 汎電子化辞書に向けた今後の課題

   EDR電 子化辞書を記述の単位、記述のレベル、

  言語の種類という3軸 により整理し、各サブ辞書の

  位置付けならびに関係を見直 してきたが、そこには

  これから汎電子化辞書に向けて取 り組まなければな

   らない課題が明確に提示されている。まず、記述の

  単位から見た場合、更に安定 した言語データを確保

●  するために文章の単位を越えたレベルとみなせる文

  書レベルのテキストの大量獲得が必要である。記述

  のレベルという観点からは、深層 レベルにおける概

  念辞書のデータの安定化には、文 レベルの深層辞書

  が必要である。意味ネットワークとしての概念関係

  表現を大量に収集整理 し、現行の2項 を越えた概念

  間の関係を得る必要がある。また、概念間の関係を

  記述するものとしては現在、シソーラス情報である

  概念体系情報(同 義:synonyny、 下位:hyponymy、

  含意:entailmentに 相当)と 、共起概念間の意味的

  関係である概念記述情報 しか記述されていないが、

  更に精密な情報を与えるためには、反義(antony皿y)

  全体部分(皿erony町)、 比喩(troponony)、 等の関

係を概念辞書に記述する必要がある。言語の種類と

いう観点からは、日本語と英語との対応関係が現在

語レベルでのみ取られているが、対訳の正確さを求

めるためには語同士の関係ばかりではなく、句同士

や文同士の対訳関係、更にはこれらの単位間の複雑

な対応関係を求めなければならないことが判明して

おり、対訳関係を記述の単位に沿って大きくして行

く必要がある。

4ま と め

 プロジェク トの成果としては、CD-RON化 され外

部提供される辞書ばかりではなく、多くの試行錯誤

の経験の蓄積というものがある。その何点かを以下

にまとめ結びとする。

(1)い うまでもないことではあるが、言語学や辞書

学の分野の協力が重要である。言語処理用というこ

とから、辞書の枠組みの設計はコンピュータ ・サイ

エンス側にイニシアティブを与えるべきであるが、

中身に関しては、言語学や辞書学の方にイニシアテ

ィブを与えるべきである。

(2)こ れも言うまでもないことではあるが、それぞ

れの言語に関して、それを母国語とする人々や機関

の協力を得ることが重要である。EDRで は日本語

と英語を対象にしたが、電子化辞書の日本語にか ＼

わる部分に比べ英語にかかわる部分の品質が少々落

ちる。 もちろん、EDRと しても、英語を母国語と

する多くの人々の L・な協力を得たが、もう一つ大

きな仕組みを作る必要がある。

(3)は るかに低コストで開発する方法が必要である。

電子化辞書は大規模で精度が高いものを適切な期間

内に出来るだけ低コス トで開発されなくてはならな

い。言語処理技術の研究開発や言語処理応用システ

ムの開発 ・実用化には、大規模な電子化辞書が必須

ではあるが、それらによって得られるゲインは当面

のところそれ程大きくないからである。

 現在、EDR電 子化辞書は評価研究のため、国内

外の約60ヶ 所で実験的に利用されている。

 1995年3月 末には、商用版の提供が順次開始

される。販売条件は、国内外を含め、出来るだけ多

くの所で利用 していただけるようなものになる予定

である。なお、テキス トベースはEDR内 部の利用

に限られ、ライセンスの対象外である。辞書利用の
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詳 しい内容は3月29日(水)、 東京北青山TEPIA

ホールにて 「EDR電 子化辞書発表会」を開催する

ので参 加 希望 者 は事 務局(千 葉 また は五 月女 、TEL:

(03)3798-5521)ま で連 絡 され たい。
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21世 紀の情報基盤

EDR電 子 化 辞 書 発 表 会

日

場

時

所

平成7年3月29日(水) .午後3時 ～5時

TEPIAホ ール(テ ピア 4階)

(東京都港区北青山2丁 目8番44号)(XO3-5474-6111)

(営団地下鉄 銀座線 外苑前下車 青山ラグビー場 そば)

発 表 会  lEDR電 子化辞書 の紹介

            2EDR電 子化辞書 の頒布 につ いて

  (定 員)  250名

展 示 会  cr)-ROM展 示 、説 明(2階 ホ ワイエ)

参 加 料 無 料

問い合わせ ・申 し込 み 難 日本電子化辞書研 究所(港 区三 田1-4-28三 田国際 アネ ックス)

                 a O3-3798-5521  FAX O3-3798-5335
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トピックス TOPICS トピ ックス TOPICS トピクス TOPICS トピックス

   オンライン機械翻訳セミナー ……佐々木技術翻訳

   事務所(名 古屋市東区葵)で は昨年12月 からパソ

   コン通信PC-VANの 「草の根ネットワーク在宅

   ワーク」というSIGで 機械翻訳セ ミナーを開講 して

   いる。このセ ミナーはTranser/ejを 使用 し、機械翻

  訳の解説や現状、機械翻訳利用上のノウハウや問題

   点もとりあげ、また質問にたいして開発側からの回

  答 も出されている。同じSIGで 提供されているホ

   ワイ トハウス ・プレスリリースの原文と佐々木技術

  翻訳でリライ トした機械翻訳文を教材として使用 し

● ている.ま たオ・ライ・だけではなくオフライ・用
  の テ キ ス トも発行 して い る。(連絡先xO52-935-0287)

   タイMMT'95開 催 ……多言語機械翻訳シンポジ

   ウムが3月8日 、バンコックのNECTEC(AAIIT

  会員)で開催された。これは日本の政府開発援助とし

  て過去8年 間にわたり、インドネシア、マレーシア

   中国、タイの4力 国との技術移転を目的とした共同

  研究開発が終了 し、その成果を公に発表 したもので

   ある。5力 国語同時翻訳のデモンス トレーションも

  行われた。また共同研究に参加 した各国の研究者の

   開発レポートの発表や 「最終ゴールはグローバルM

   T」 と題する講演 も行なわれた。なお日本側におい

  ては昨年12月 に成果発表会が開催されているが、

  現在日本で市販されている機械翻訳が トランスファ

   ー方式であるのに対 し、このシステムは中間言語方

● 式を採用しており・国骸 議など同時多藷 の資料
  や議事録翻訳に大きな効果を発揮するものと期待さ

  れている。

 韓日、日韓の翻訳実績 ……千葉県松戸市の翻訳家

兼通訳の金基東さんは毎年、年間の翻訳実績を関係

先に公表 しておられるが、韓 日翻訳の内容としては

「韓国科学物質の規制法案に関する説明資料」「多譜

調表示装置」 「紙幣類の取り扱い装置及び取 り扱い

方法」 「コー ドレス電話機の技術的条件」など、また

日韓翻訳は「伝統芸能で訪れる四季」「国連地域環境

子供サミット・イン島根」「カラオケビジネスフェア
'95(幕張メ

ッセ)」「韓国中小企業育成事業研修セミ

ナー」 「真空処理装置及びこれを用いた生膜装置と

生膜方法」その他多数である。日本と韓国との情報の

質の違いが垣間見れる面白いデータである。また金

さんは英韓、韓英の翻訳もやっておられる。

(連絡先XO473-85-9645)

電脳21研 究会活動 ……電脳21研 究会(主 宰者

・アメリカ大使館小宮山氏、長瀬産業堂野前氏)は

「電脳の可能性についてユーザの立場から研究し、

また異文化の交流と相互理解の増進」を目的に91年

に発足 し、すでに5年 目を迎える。研究会は四半期毎

に開催され、研究の方向は主として翻訳 リテラシー

の向上にある。毎回専門家を招いてヒアリングを実

施 した後熱 心な討論が繰 り返されている。最近の講

演内容としては 「機械翻訳のゴ ミ掃除ソフト」(嶋本

東洋モー トン取締役)、「クリエイティブライティン

グへのモチベーション」(片山外国語教室片山氏)、

「ヨーロッパの機械翻訳の現状」(朝日新聞森本氏)、

「異文化コミュニケーションの面白さ」(ユニカルイ

ンターナショナル佐々木代表)な ど興味深い盛り沢

山な構成である。この他機械翻訳ソフトメーカやシ

ステムメーカも招いて、製品動向についての研究も

行われている。

(連絡先XO3-3459-0071)

バベル翻訳奨励賞表彰式 ・・…・バベル翻訳奨励賞は

新人翻訳家の登竜門とするために設けられた奨励賞

で今年で19回 目を迎える。英日、中日、韓日、日

韓の4部 門があり、小説や経済問題の課題にたいし

て審査された。また併せて第5回 バベル国際翻訳大

賞の審査 も行われた。これは日米、日中部門で当該

国の日本語への理解を深めることもその目的の一っ

とされている。毎年各国から多数の応募があり、審

査する先生もその選考に頭を悩ますとのことである

が、この表彰式は3月29日 に東京市ケ谷のアルカ

ディア市ケ谷で午後5時 から開催される。

 この事業は主催が無バベル、部門共催が韓国翻訳

家協会、また日本貿易振興会、国際文化フォーラム

など多数の団体が後援している他当協会 も後援 して

いる。

(連絡先 無バベル aO3-3295-2306)
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一
期/暎 翻訳 ソフ トPC-Transerシ リ ー ズ

株式会社 ノヴァ

 1991年PC98版 英日翻訳ソフトを発売以来

パソコンで使える本格的な機械翻訳ソフトとして定

評をいただいているPC-Transerシ リーズも約5年 を

経て、日本語 ・英語OCRソ フ トも含めた多様な製

品群が完成、発売されています。過去本誌に個々の

新製品についてご紹介 していますが、今回は新製品

も含め総括的に現時点での製品をご紹介いたします。

1)英 日翻訳ソフ トPC-Transer!θj

        (NindoWs版、Yac版)198,000円

 高速 ・高精度の翻訳を実現、使い易いユーザイン

タフェースと以下のような豊富な後編集機能が特長

です。

●訳語対応 ・変更

 翻訳後、瞬時に訳語の対応、別訳語表示 ・変更力河

能です。変更された訳語を学習することができます。

●品詞変更

 第一訳で品詞の取り違えがあったとき、簡単に品

詞解釈を指示 ・再翻訳させることができます。

●別解釈

 文法的に解釈可能な翻訳結果を参照引用すること

ができます。

●ステップ翻訳(図1)

 修飾関係が不明瞭なとき、句 ・節およびその品詞

解釈を指定して部分訳を実行、全体訳に反映するこ

とができます。

この 製 品 につ いて は、

 武舎 広幸 著 「パ ソコ ン英 日翻訳 ソ フ ト活用 法 」

  PC-Transer/ej実 践 マニ ュアル

   株 式会 社 プ レンテ ィス ホ ール 出版発 行

   株 式会 社 トッパ ン発売(3,800円)

に詳 しく説 明 され て ます。 この書 籍 はPC-Transer/

ejの 体験 版CD-ROM(AindoWs版 、Yac版)が 添 付

さ れて お り、翻 訳結 果 の 出力 ・印刷 はで きな い もの

の翻 訳 の精 度 ・速 度 な どを評価 す る ことが で きます

2)日 英翻訳ソフトPC-Transer/je

        (Nindows版 、Yac版)198,000円

 科学 ・技術分野の英文作成に、またマニュアルの

翻訳に、好評の日英翻訳ソフト。上述 した英日の後

編集と同等の機能を持つほか、英語シソーラスで実

績のある米国インフォソフト社のシソーラス辞書

(15万 語)を 標準装備。別訳語の選択に類義語を

参照 ・引用することができます。

 最近発行された下記書籍でもPC-Transer/jeの こ

とが詳しく紹介されており高い評価をいただいてお

ります。

 諏訪邦夫、岩瀬良範監修

 加山裕高、長田理、岩瀬良範、諏訪邦夫著

  「知的生産のためのパソコン技法」

   データ処理と論文 ・レポー ト作成法

          技術評論社発行(2,600円)

図1
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 3)英 日、日英用 専 門語 辞 書

     (NindoWs版 、Yac版)30>000～80,000円

 PC-Transer用 の 専 門語辞 書 で す。 ソ フ ト本体 には

約6万 語 の基 本 辞 書が 装備 され て い ます が 、専 門分

野 の用語 を補 うた め に この辞書 を 使用 します。18

分 野 の辞書 が 現在 販 売 され て い ます 。(英 日用 と 日

英 用 は別製 品)

(対象分 野)コ ンピ ュー タ、機 械 工 学 、電気 ・電子 、医

 療 ・医 学 、化学 用語 、バ イオ テ ク ノ ロ ジー 、ビ ジネ

 ス 、数学 ・物 理 、地 球環 境 、金 属 、海洋 ・船 舶 、航 空

  ・宇 宙 、土 木 ・建築 、原 子力 ・エ ネル ギ ー、防衛 、

 貿 易 、金 融 、法律

4)日 英 文 字認 識 ソフ ト (図2)

    J-Scan+(NindoWs版 、Yac版)69,000円

 英 日、 日英 翻訳 の た めの原 文 入力 にはOCR(文

字 認識)ソ フ トの利用 が 効果 的 です 。 また、 翻訳 の

み な らず 印刷 文書 のパ ソ コ ンへ の取 り込 み には幅広

い需 要 が あ り、当 社 で もこ う した需要 に応 え るべ く

標 記 製 品を 開発 、この た び販売 を 開始 しま した 。

  製品の特長として、

  ● 日本語、英語の活字文字の認識力河能。

  ● 日本語で99.5%、英語で99.9%と高精度(原稿の鮮明

   さに依存します)

  ●69,000円 と画期的な低価格

  ●TMAIN、プラグインインタフェースに対応 しており

   ほとんどのスキャナが利用可能。

  ●TIFF、 ByP、 PICTな どのイメージファイルの認識が

   可能。

● などがあげられ就

図2

5)英 文OCRソ フ ト

   英 語 まるか じ り(Nindows版 、腫ac版)9,800円

 上 記 のJ-Scan+よ り、英語 部分 を抜 き出 したのが こ

の製 品で す 。

 当社 も含 め、英 日翻訳 ソ フ トが各 社 よ り販 売 され

て お りますが 、原 文 入力 の ため の英 文OCRは か な

り高価 で した 。 そ こで原文 入力 に ポイ ン トを しぼ り

機 能 を シ ンプル に して 低価 格 に した わ けです 。

 機 能 は、上 記 のJ-Scan+に 準 じます。

6)PC-Transerカ ッ プ ル 版

         (NindoWs版 、Yac版)346,000円

PC-Transer/ejとPC-Transer/jeの 同梱 版 で す 。

7)PC一 丁ranserト リプ ル版

       (Mindows版 、Yac版)398,000円

 PC-Transer/ejとPC-Transer/jeに さ らに、J-Scan+

を 同梱 しま した 。 カ ップル版 、トリプル版 と もに そ

れ ぞれ の ソフ トを 単 体で 購入 す る よ り も低価 格 に な

って い ます。

以上 、製 品の概 要 で す。 英 日と 日英 、さ らに 日本語

・英 語 のOCK 。 また対応 機 種 と してのNindows版 、

bacintosh版 と製 品が そ ろ って まい りま した 。

 今 後 もます ます 、性能 ・機 能 の 向上 に努 め たい と

考 え て お ります 。

‐I              J -Scan+ -Untiiled
.txl

フフィル(E)帽 集〔E)表 示(Y)イ メ・ゾq)領 域(Z}認 識(6)

囲も日  囲 色 φ観國 亙團 圃 画匝回 匡團

お 問 い合 わ せ先

  株式 会 社 ノヴ ァ シス テム営業 部

  〒160東 京 都新 宿 区荒 木町23鈴 商 ビル301

    aO3-3351-3356  FAX:03-3351-5766

～げ岨)

OCRし フで
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∫翻繍 多

日英機械翻訳 ソフ トTransLand for W i ndows

ブラザー工業株式会社

 イ ンター ネ ッ トな どの 電子 ネ ッ トワー クが 国境 を

越 え て接続 され る よ うにな り、海 外 との コ ミsニ ケ

ー シ ョンの頻度 は増 え、 ます ます 重要 にな って きて

い ます。

 ネ ッ トワー クの端末 と して使 わ れ て い るパ ソ コ ン

には視 覚 的 に使 いや す いユ ーザ ーイ ンタ ーフ ェイス

が 普 及 しつつ あ ります。

 そのユ ー ザ ーイ ンター フ ェイ スの 中核 に な るのが

Windowsだ ろ うと言 わ れ てい ます 。

 当社 はTransLandの98DOS版 を1993

年 に発売 し、Mac版 を1994年 に発売 しま した 。

 その翻訳 精度 の良 さは 多 くの ユ ーザ ーの支 持 を得

て きてお ります 。今 回、翻 訳精 度 を よ り向上 させ、

且 っ 、 よ り親 しみや す いユ ーザ ー イ ンタ ーフ ェイ ス

でWindows対 応 版 を発売 致 します 。

Windows版 の特 長 を以 下 に紹 介 します。

■豊富な基本辞書と高品質の翻訳精度

 52,000語の豊富な基本辞書。評判が良い翻訳精度

 にさらに磨きをかけました。

■クリップボード翻訳(新 機能)

 クリップボー ドを介して、他のアプリケーション

 ソフトウェアの中から翻訳が可能です。クリップ

 ボー ドにコピーされた文章の翻訳を自動的に開始

 し、翻訳結果をクリップボードに返すことができ

 ます。あなたが普段お使いになるワープロの中か

 ら翻訳を行うことができます。つまりいっものワ

 ープロに高 レベルの翻訳機能が装備できます。

■ユーザーに親切な操作性

 日本文と英文は左右対称に表示 し、翻訳し、編集

 することができます。どなたでもコピー、カット

 &ペ ース ト、検索や置 換など、ワープロのよう

 に簡単に編集できます。

■柔軟な翻訳操作

以下の機能などで柔軟に翻訳ができます。単語単

位で英訳を表示する 「単語翻訳」の機能翻訳 した

英文で単語の別訳を表示 したり、その単語を別訳

の単語に置き換える 「別訳表示」の機能

■テキス トファイルの読み込み

 テキス トファイルへの出力

だ聰1鷺 ±駕 こ総 鰹 皇蒙害 ●
 き ます。 ㏄Rソ フ トが テ キス トフ ァイル を 出力で

 きるな らば 、 その テ キス トを その まま利 用で きま

 す。 また、翻 訳結 果 は他 の ソ フ トウ ェアで利 用す

 る こ とが で きます。

■ユーザー単語辞書

 専門用語、業界用語や特別な単語はユーザー単語

 辞書へ最大30,000語 まで登録が可能です。複数の

 ユーザー単語辞書を切り替えて使用できます。き

 め細かな設定により正確に翻訳ができます。

■ユーザー定型文辞書(新 機能)

  挨拶文、慣用句等、普段よく使う定型文を最大

 100文登録できます。定型文内にはワイル ドカー ド

ま騒 妄醗 薪諮 補繋 響墨麦●
 文 に登録 して お きます す る と[第20図 参 照]と

 い う日本 文 を 「Refer to figure 20.」に翻 訳 で き

 ます(20の 部 分 は何 で もか ま い ません)。

■ 翻訳 速度

  [Pentiu■90YHz]の パ ソコ ンを使 うと1文 を1秒

 ～10数 秒 で翻 訳 します 。(翻訳 速 度 は文 章 の複 雑 さ、

 CPUの 性 能 、 メモ リ容量 に よ り異 な ります)

■専門用語辞書(別売)

 ライフサイエンス(医学・生物学を中心に用語を収

 集)29,000語
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対 応す る機 種 と動 作 条件

 NindoWS3.1の 動 作 す るマ シ ン(HDD 20Yが 必 要 です)

 CPU486以 上 推 奨

・フ7イ ルiF)編 集(E)囲 訳(D 辞書(Ω)ヘ ルプ(N)

魎■

1 翻 訳  単語訳
     冒

圃

■価 格 79,800円(3月 末発売)

※この製品に関する問い合わせ先

     株式会社エクシング TAKERU事 務局

     TEL O52-824-2493

英 文

1インターネ ットなどの電子ネ
ットワークが国 境を越 えて接

続 されるようにな リ、海外と

の コミュニケーシ ョンの頻度
は増 え、 ます ま丁重要 になっ

てきてい まア.

ネ ットワー クの端末として使

われているパソ コンに;7視 覚

的 に使いや丁いユーザーイ ン
ターフェイスが昔及 しつつあ

ります.

An electronic nehvork such as

lnterNet goes over the border,

and it s connected, and the

frequencソofセhe

communication with the foreign

counfries increases, and it has

been getting important all the

more.

The user interface which is

visually easy to use for the

personal computer being used

as a terminal of the network s

being popular¢ed.

■

■

図1 対訳編集画面

             篇

フ ァイル(F)編 集(Ω 表 示〔V)ヘ ル フ(H)!

匪

単語数[國[團[=:==]検 索言錠
7 匝璽至コ品詞[亟:::コ ヨ ソー 日本語  2

テキス ト

テ キス トフ7イ ル

ライフサ イエ ンス

ワイル ドカー ド

作する

.邑 ●

名詞

名詞

名詞

名詞

サ変名詞

サ変動詞

text

text file

life science

wild card

operation

operate

日本語Q)1イ ンターネ ッ ト1 1 OK

英 語(E)II・ †・・N・寸 1

1。
 英駅の冠詞(A)

 ○制限なし

 otna

 Oa

 ◎つけない

‡7ンセル

主名詞叫 剛 囹
「～する」で動詞 になる(S)

意味情報(M)

口人 ・組織 口材料

口動植物

口部品

口道具

口食べ物

口乗り物

口書類

    図気釣 産物

口金銭  口時間

口発生物 口地名

[]王見象    〔コ場戸斤

口行為 ロ イベント

ロ単位

口性質

先頭の発音fP)

○子音

◎母音

可算/不 可算fU)
○可算

◎不司算

○常に複数形

複数形のタイプ(T)

0

0

複数形〔D

説明

図2 ユーザ単語辞書一覧画面 図3 ユーザ単語辞書登録画面

                  ・                        ▼  ▲

フ ァイルlfl編 集ID 翻訳(D 辞書cQ》 ヘルプ(且)

[=[=[コ 日叔 ・ピー 戴 ・ピー
off;:辺 謎二醜 室列変黛銘夏自:勤翻訳薫る1二1

  雷

WIndows版 の特長を以下に紹介しま丁。

▼   6

フ7イ ル(F)編 集(Fl検 索③ ヘルプ(r)

Windows版 の特長を以下に紹介します。
■ 豊富な基本辞書と高品質の翻訳精度

52,000語の量富な基本辞書
評判が良い翻訳精度にざらに磨きをかけました.
■ クリップt一 ド翻訳(新 機能)
クリップボードを介して、他のアプリケーシ ョンソフトウェア
の中から翻訳が可能です。
クリップボー ドにコピーざれた文章の翻訳を自動的に開始し、翻訳結果をクリ

ップボー ドに返すことができます.
あなたが昔段お使いになるワープロの中から翻訳を行うにとが
できます。
っまりいつものワープロに高 レベルの翻訳機能が装備でぎます

■

■

図4 クリックボード翻訳画面
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懸
Windows版 英日翻訳ツール rコ リ ャ 英 禾 口!』

カテナ株式会社

1.翻 訳 システ ムか ら翻訳 ツー ルへ

 従来、機械翻訳システムは本格的に 「翻訳する」

ことがその使命でした。翻訳をやっているときにあ

れば便利かもしれない機能はどんどん詰め込まれ、

その結果、豊富なメニ3 、豊富なオプションを誇

る巨大な本格的機械翻訳システムが続々誕生 してき

ました。

 翻訳の専門家であれば、このような多機能なシス

テムから必要なものを選び、自分用のシステムとし

て快適に使いこなせるかもしれません。しかし、一

般のユーザにとってそのような機能を活用する機会

はきわめて希なことと言えるで しょう。分からない

英語に出会ったとき、気軽に辞書が引けたり翻訳し

てみたりできることの方がずっと重要なのです。

 翻訳結果をよくするために、前編集したりするの

はまっぴらごめんという方が大部分なのではないで

しょうか。本格的で多機能なシステムは、複雑すぎ

て近寄りがたい印象さえ持たれるかもしれません。

潜在的需要の大きさが報告されなが ら、なかなか機

械翻訳市場が拡大 しないのは、この辺に遠因がある

ようにも思えます。

 当社では、これらの点を鑑みてもっと気軽に使え

る翻訳ツールが必要であると考えました。ゲームや

パソコン通信等をやっていて出会うちょっとした英

語を翻訳 したり、辞書引きしたり出来るツールです。

こうして、Windows版 英日翻訳ツール 「コリ

ャ英和!」 が誕生 しました。機能は必要最小限に絞

り込みました。翻訳システムであればあって良い機

能 もどんどん削られました。一時的な翻訳が中心と

いうことでファイル保存機能もついていません。

(もっとも、Windowsで すので、コピーして

他のアプリケーションにもって行けばそこからファ

イル保存は出来るわけです。)そ のかわり、従来の

翻訳システムでは実現されていなかった 「クリップ

ボー ド監視機能」(後 述)が っきました。標準価格

も気軽に購入できるよう9,800円 としました。

 このように初めての試みも多く大冒険ではありま

したが、おかげさまで好評を持って受け入れてもら

えているようです。

2.翻 訳 エ ン ジ ンは本格 派

 値 段 も安 く、 ツ ール に徹 した造 りに な って い るた

め 、エ ン ジ ンも手 抜 き して い ると と らえ られが ち で

す が、 実 は翻訳 エ ン ジ ンに は本格 的 な もの を用 い て

い ます 。

 もと もと 当社 に はunixワ ー クス テ ー シ ョンで

高 速 ・高精 度 との定 評の あ る 「STAR」 とい う翻

訳 シス テムが 有 り、 「コ リャ英和!」 に は この翻訳

エ ン ジ ンを その ま ま載 せ て い ます 。

 この手法 は、Mac版 で定 評 を いた だ いて い ます

「The Translator」 シ リーズで も用

い た ものです 。 「STAR」 の エ ンジ ンが コ ンパ ク

トで 、 もと もとマ ルチ プ ラ ッ トフ ォー ム対 応 の設 計

と な ってい るため 、開発 コス トが 大幅 に削減 で きた

こと も幸 いで した 。

 シス テ ム辞 書 の語 数 も、先 日バ ー ジ ョンア ップ し

たThe Translator Ver.2.5

(6万2千 語)よ り もさ らに増 え 、6万7千 語 にパ

ワー ア ップ し精 度 も上 が って い ます 。

3.そ れぞれ独立 した翻訳と辞書引き

 翻訳と辞書引きはそれぞれ独立 したアプリケーシ

ョンとなっています。これにより、ユーザが辞書引

き中心でも翻訳中心でも軽快に利用できます。 (も

ちろん、翻訳中に辞書引きするのは自動的に辞書ツ

ールが呼び出されますので、めんどうな手続きは一

切不要です。)

4.ク リップ ボー ド監視 機能

この機能は、たとえばゲームをやっていたり電子
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   メールやNewsを 読んでいて分からない英語に出

  会ったとき、その部分をクリップボー ドに入れる

   (コピーする)だ けで自動的に辞書引きや翻訳を し

  て くれるものです。使い方も簡単で、メニ1_の

   「クリップボー ド監視」をチェックしておくだけで

  す。あとは、お好きなゲームで遊ぶなり電子メール

  などを読んでいて下さい。そして調べたい英語が出

  てきたら、それをコピーしてみましょう。

   この機能により、普段はめだたないが必要なとき

  に登場 してくれる翻訳家や辞書引き専門家がデスク

   トップの片隅にいてくれるわけで、一度使えばその

  便利さを納得 していただけるでしょう。

   もちろん、英文テキス トを読み込んで翻訳すると

● いう翻訳システム的な使嚇 出来dYo

5.翻 訳 ツール

   翻訳ツールの主な特徴をご紹介します。これで全

  てではないのですが、前述したように、複雑で近寄

  りがたくなるのは避けたいのです。

   ・左右/上 下の分割可

   最近は、対訳形式の左右分割がはやっているよう

  ですが、敢えてどちらの分割もできるようにしまし

  た。片方だけとすべき明確な理由が見いだせなかっ

  たためです。

   ・5枚 の翻訳パッド

   最大5枚 までの翻訳画面が使えます(う ち1枚 は、

  クリップボー ド翻訳と兼用)。 これらは独立 してい

  て、翻訳ツールの終了時に自動的に保存されます。

   (前述のファイル保存無 しをこれで若干補っていま

・  す。)1パ ッドに英文、訳文それぞれ32KBま で

  入れることが出来ます。

   ・一括/対 話型どちらの翻訳も可能

   英文の一部 または全部を選択 して連続翻訳するこ

  とも、一文ずっ対話的に翻訳することも出来ます。

   ・英語混 じりモー ド翻訳が可能

   辞書にない未知語は当然原語のまま訳に出て来ま

  すが、もっと積極的に基本的な名詞と動詞を訳さな

  い翻訳力河 能です。これはもともと 「STAR」 に

  有った機能をそのままrThe Translat

  or」 も含め受け継いでいるのですが、特に専門用

  語の多い文を専門用語なら原語のままでよい人が読

  む場合きわめて有用な機能で、変に日本語にするよ

りよほど読みやすいとの評価を頂いております。

。後編集と辞書登録

 だんだんツールよりも本格的なイメージになって

しまいますが、訳語と原語の対応、訳語置換などが

出来ます。学習辞書への登録もできます。

6.辞 書 ツ ー ル

 辞書ツールの主な機能は以下の通りです。

 ・活用形での辞書引き

 原形だけでなく活用形でも辞書引き出来ます。特

にクリップボー ド辞書引きのときに有用です。

・曖昧検索が可能

 はじめの数文字を入力すると該当する単語 リス ト

が表示され、リス ト中の語をダブルクリックするだ

けで辞書引きが出来ます。

・ヒストリー機能

辞書引きした語を最大1〔〕個まで覚えています。

7.機 械翻訳の普及に向けて

 現在の機械翻訳はまだ残念ながらよちよち歩きの

段階です。機械翻訳にかなりの期待を持って見る人

は、皆一様に翻訳結果に失望するようです。訳文を

直す くらいなら、自分ではじめから翻訳 した方が早

いと言った声も聞かれます。

 「コリャ英和!」 が普及することで、現在の機械

翻訳のレベルを多くの人が知るようになれば、過大

な期待はなくなります。逆に、現段階での水準をふ

まえた上での導入の検討となれば、失望することが

ないだけ話が進みやすいと言えます。

 もちろん、機械翻訳の水準が上がりユーザが上質

の翻訳結果で選択できるようになることが理想です

が、それまでは 「コリャ英和!」 に普及の先導を し

てもらいましょう。

《問 い合 わ せ先 》

〒206多 摩 市落 合1-15-2

  カ テナ株 式会 社

     ソ フ トウ ェア プ ロダ クツ事業 本部

     カス タ マー サ ー ビス部(松 田健 生)

  xO423-38-1118
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新製品紹介

英和 ・和難 書ソフトウ・ア 「電 辞 海for Windows」

富 士 通 株 式 会 社

1,い ま何故、辞書ソフトウェアか?

 近年、国際化にともない、学生などの個人レベル

から企業のビジネスのレベルにおいてまで、海外か

ら情報を入手する機会が著しく増加 しています。そ

のような海外からの情報を翻訳する場合、専門的な

用語(技 術用語など)は 、従来だと、机の上の分厚

い辞書をいちいち引かなくてはなりませんで した。

パソコンが個人市場に浸透 した最近では、このよう

なニーズに対応 して、CD-ROM辞 書など、パソ

コン上で単語を検索できるソフトウェアが数多く商

品化されています。しかし、現在提供されている辞

書ソフトウェアの多くは、単語数が絶対的に少なく、

専門用語を十分に網羅 していないため、一部検索で

きない単語があるなど、不十分な点がありました。

 『電辞海for Windows』 は、基本用語20万 語,

ビジネス ・経済用語から医学 ・薬学用語まで5種 類

220万 語の専門用語を収録 した英和 ・和英辞書ソ

フトウェアです。合計240万 語を収録 した辞書

(広辞苑11冊 分)は 業界随一であり、従来のCD
-ROM辞 書などでは検索できなかった用語を、パ

ソコン上で簡単に検索することができるので、英文

に慣れていない学生から技術英語 ・商業英語の翻訳

家、企業 ・研究所で日々海外の最新情報に接してい

る企業内個人まで、幅広 く翻訳にご利用いただけま

す。

 また、本製品は、訳語の他、類義語や用例を表示

        電辞海

碁本【日〕   案($1 辞書(Ω)  オフρシ3ン(Ω} ～レプqi)

 圃適腰団 1 噺

匝 垂===::=:コ 国[=璽=コ[:亙:コ

できる7種 類の多彩な検索機能を提供しています。

例えば、ワープロ連携機能を使えば、海外のデータ

ベースで検索 した英文テキス トを画面上に出しなが

ら、その中の単語を指定して、ワンタッチで辞書引

きすることができます。複数形や過去形などの活用

した単語も原形に直して検索されます し、用例を引

用することもできるので、翻訳作業を非常にスムー

隻織 麗纒 譲漏;盗 雛1夕;1●
文中の単語を次々と検索 しなが ら、しおりをはさん

だり、類義語を表示させることができ、英文作成作

業を強力にバックアップします。

 さらに、従来提供のCD-ROM辞 書では不可能

だった、自分だけの用例や訳語を辞書に書き込むこ

とができるので、辞書にノウハウを蓄積させなが ら、

快適な文書作成環境を作り上げることができます。

2.電 辞海for windowsの特長は?

(1)充 実 した基本辞書

英和 ・和英計20万 語の基本辞書を備えており、

訳語の他、類義語や用例を表示することができま

す。

(2)豊 富な専門用語辞書

1ヱ覆㍊ 皇欝 灘講撫1ご無●
と使用分野が表示されます。業界一の豊富な語彙

難

婁

舞

 一・冑  一   ' 一 ・コノ ロー'   ソ ス・ ↑
おどぶしん 【アイオ ドプシン】   医学・薬掌用語辞書
おな一る・なとりうむ 【アイオナール 。ナ トリウム】  医孚・薬学
あのま 【アイオノマ】    科掌技術用語辞書
おのま一 【アイオノマー】  楓械工学・運輸葡送用隔辞書
おのま一じeし 【アイオノマー樹脂】 医学・藁竿用語辞書
おぱっくす 【アイオパックス】   医学・藁学用語辞書

おめがしゃ 【アイオメガ社】 情報・コンピュータ用語辞書
お りすしき 【アイオリス式】 着本辞書
お りすじん 【アイオリス人】 基本辞書
お りすほうげん 【アイオリス方言】  蒜本辞書
おろす 【アイオロス1   基本辞書             a

  あいしtう 【愛唱】〔蕃本辞書)  ▼6
碁本(B)検 索〔面 im人辞書(u} しおり③
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名  love to si㎎ 〔V〕
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〈類〉歌う ・唄う ・闘う ・語る ・唱える・詠唱す

る

一   あいしょう 【合性7(若 本辞書)   ▼・

曇本(B)検 索〔匡)個 人辞書(～」} しおり(S)
い よつ ロ             ?
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で幅広い分野の用語をカバーしています。

(3)多 彩な検索機能

 複数形や過去形などの活用形から検索できる原

形検索、ページをめくるように次々と表示できる

次ページ検索など7種 類の多彩な検索機能を持っ

ています。

(4)個 人辞書の利用

 ユーザごとに専用の辞書を作成することができ

ます。新語やユーザ固有の単語を登録したり,検

索した内容に特殊な訳語や自分だけの用例を書き

込むことができます。

(5)複 数辞書の同時検索

 検索キーを入力するだけで、電辞海基本辞書,

電辞海専門用語辞書(5分 野),個 人辞書の複数

の辞書から同時に検索することができます。

(6)ワ ープロ連携

 スクリプ トやマクロを利用 して他のワープロ中

の単語を簡単に検索することができます。また,

クリップボードを経由して,他 のウィンドウ上の

単語を検索することもできます。

(7)検 索の記録

 検索を行った単語の履歴が残ります。その中で

特に,後 で参照したい単語に対しては 「しおり」

をはさむことができます。

(8)印 刷

 検索 した単語の内容を手軽に印刷することがで

きます。

3.利 用形態は?

・英文読解時の英和辞書として

・英文執筆時の和英辞書として

・翻訳 ノウハウの蓄積による翻訳支援ツールとして

・用例,類 義語の表示による文書作成支援ツールと

 して

4.利 用 に よ って どんな 効果 が 出 ます か?

・紙 の辞 書 で苦 労 して検 索 す る手 間が 省 け ます
。

・ワ ープ ロか らワ ンタ ッチで検 索
。 スマ ー トな翻訳

作 業が 可能 で す 。

・登 録機 能 に よ り
,自 分 だけ の辞書 を作 成 す る こ と

が で き ます 。

5.動 作 環 境

日本 語bicrosoft Windows V3.1が 動作 す る機 種

cpuがi386TM以 上 の マ シ ンを推 奨

メモ リ  5.5MB以 上

デ ィス ク容 量 16MB以 上

6.価 格

電辞海for Nindows(基 本20万 語添付)

                4万8千 円

情報 ・コンビ1一 タ用語辞書 23万 語 6万 円

科学技術用語辞書      73万 語 6万 円

機械工学 ・運輸輸送用語辞書 29万 語 6万 円

医学 ・薬学用語辞書    59万 語10万 円

ビジネス ・経済用語辞書   42万 語 6万 円

       電辞海
基本(旦) 検索(s) 辞書匂D, オプシコン〔Ω, ～しプ(且)

 遜適励団 ノ」  電辞海辞書
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医学・薬学用語辞書
基本辞書
情報・コンビュー4用 語辞書
医学・薬掌用語辞書
科学技術用語辞書
医掌・薬掌用語辞書
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〔お 問 い合 わ せ先 〕

富士 通株 式 会 社 ソフ トウ ェア販売 推進 部

〒222横 浜 市港 北 区新横 浜2-15-16

        (日 興不 動産 ビル)

TEL O120-247-301(フ リー ダイ ヤル)

お 問 い合わ せ 時 間

月 ～金(除 祝 日)9:00～12:00/13:00～17:00

    めe C8(基本辞劃

基本〔fll検索(5)個 人辞書(口} しおり(S)
beyence                       曾

 一時的な中止〔停止):一時的失効.帰 属考禾定状s
,現 有者不存在,休 止,一 崎的停止

 〔be in abeyance]停 止中である.未 決定のまま
である

 〔rail(`o}into abeyance)(法 令 ・権利などが〕
旛行中止となる

     abeyance(医 学・渠学用語辞書}

  基本〔B} 検索(轡 個人辞書〔L」】 しおり(S,
eyance

楓能序止く疾患〉
停止く疾患〉

  .. ..一 ビジネス・経済用語辞書〕  ▼^

碁本(81 検索儀〕 個人辞書(u) しおリ(s)

vanes                          I 
中止く法律〉

現有者不存在く法律〉
(不動産の)所有者不在くビジネス〉
肘産の権利の帰属者が禾確定である状態〈法律〉
停止く法律〉



膨欄 多

英文翻訳支援ソフトウェアWD-01SW

シャープ株式会社

英文 翻訳 支援 ソ フ トウ ェアWD-〔 〕lSWを オ フ ィ

ス ワ ープ ロWD-MFOlの オ プ シ ョンと して発売

を予 定 して お ります 。

1.企 回意図

  当社ではビジネスマンを対象に英語の使用

 状況についての調査を実施致 しました。

  ・約65%の 人が英語をよく使用、使用内容

   は文献や資料を読むことが一番多い

  ・約84%の 人が英語で困っている、内容は

   翻訳に時間がかかるのが一番多い

 となりました。

  この結果を参考に、商業翻訳用としてではな

 く、ビジネスマンの英語に携わる業務の手助け

 を行い、業務の時間短縮、効率アップを提案で

 きる商品として企画致 しました。

2,製 品の特 長

  本 商品 は 、翻訳 専 用機 と して 評価 の高 い当社

 の ワー クス テ ー シ ョンベ ースの機 械 翻訳 シス テ

 ム 『DUET QT』 の エ ンジ ンを 採用 して お

 りますの で 、高 い翻訳 精 度 を持 って お り、 更 に

 ビジネ スマ ンに手軽 に使 って頂 き、業務 の効 率

 ア ップを 図 って頂 くため の操 作性 を 重視 してお

 ります。

【システム構 成 】

  オ フィス ワ ープ ロWD-MFO1を べ 一ス に

 イ メー ジス キ ャナJX-330M、 レーザ ー プ

 リン タWD-06LP(A3)/WD-02L

 P(B4)/WD-07LP(A4:4月 発 売

 予 定)、 光 磁気 デ ィス ク ドライ ブが利 用 出来 ま

 す 。

【書 院WD-MFO1と の融 合 】

  WD-01SWは オ フ ィス ワー プ ロWD-M

 FOlの 優 れ た操作 環 境 と融合 し、 入力 か ら翻

 訳 支援 処理 、編 集 、保 存 、検 索 まで一連 の流 れ

 で デ ー タの活用 が 出来 ます 。従 い ま して翻 訳 支

援の部分だけではなく、文書作成/文 書処理と

いった総合的な観点からもパソコンソフトや翻

訳専用機にない優れた操作性を実現 しておりま

す。

【入力】

 書院WD-MFO1の 優れた入力環境で、キ
ーボー ドからの入力、通信を利用 した入力は勿

論、印刷物をスキャナから読み込み簡単にワー

プロに取り込みます。

 更に、スペルコレクターも搭載しております

ので、入力した英文のチェックも簡単です。

【翻訳支援】

1.訳 振り機能

   英文を完全に日本語に翻訳するのではな

  くて、単語ごと、またはフレーズごとに訳

  を行い、各単語、各フレーズの下に表示 し

  ます。特に単語訳振りについては訳を行う

  単語のレベル(当 社で独自に設定)を3段

  階に設定でき、自分の英語力に合わせて訳

  を表示することができます。

   従いまして、この機能は英文を中心に読

  み進めた時に、ちょっとこの単語の意味を

  知りたいといった場面に効果的で、スピー

  ディーに意味を理解できます。

2.翻 訳支援機能

   英文を日本語に翻訳 し、結果を画面下半

  分に出力 します。対象範囲の指定は、全文

  一括は勿論、範囲指定を したり一文だけを

  切り出して処理をすることが可能です。※

   また、出力結果はそのまま利用すること

  もできますし、原文(英 文)に 取 り込んで

  自由に編集することもできます。※

   ※:訳 振り機能 も同様です。

3.英 和辞典機能

   英文の単語を指定し逐次辞書引きを行い

  意味だけでなく品詞や変化形、熟語、類語

  対語等の表示を行います。
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【基本機能】

1.新 構文解析方式(並 行型構文解析)の 採用

  複数の解析候補から最良の候補を選択する

  並行型構文解析を採用。

2.基 本辞書

  105,600語

3.ユ ーザー辞書

  2万 語(名 詞/形 容詞):辞 書設定の操作

   性を重視

※発売時に商品の仕様が変更になる場合もあります。

問 い合 わせ 先

  シ ャー プ無 コ ンピ ュー タシス テム営 業部

        a O43-297-1221

      コ ン ピュー タ商 品企 画部

        a O7435-3-5521一
英 文翻訳支援 ソフ ト

 WD-01SW
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Kathy,あ なたか ら便 りがあるこ とは

よか った!

世 界的 サポ ー トに閲す るあ なたの 質問

を考慮 して 、 どうぞ、 我々の ミュンヘ

ンオ フ ィスでEdda Tusinacと 接 触 し

な さい。

彼 女の電 騒 は、Ol1-49-59-3S51で あ り
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欝
日英/英 日翻訳支援 ソフ トウエァ

          YENSEE for Windows V2. O

沖電気工業無 難オージス総研 沖ソフトウエア難

 PENSEE for NindoWsは 、(1)お手 持 ちの パ ソコ ンで

(2)使 いなれ た ワー プ ロで 、(3)手 軽 に使 え る こと

を 目的 と して 開発 され た 日英/英 日翻 訳 支援 ソ フ ト

ウエ アです 。 今 春 には よ り使 い 易 く、高 品質 な翻 訳

を 目標 にヴ ァー ジ ョンア ップを予 定 してお ります。

 ワー クス テー シ ョン版 で高 い翻 訳 品質 との評 価を

いた だ きま したPENSEEの 翻訳 エ ンジ ンをNindoWs上

に移植 し、Nindowsの 操 作 環境 で本 格 的 な翻訳 ソ フ ト

を実現 しま した 。 また 、Nordか らの翻 訳 実行 やEXCEL

での辞 書 編集 も可 能 です 。 ヴ ァー ジ ョンァ ップで一

太郎Ver6か らの翻 訳 実行 も可 能 とな りま した 。

7分野約10万語の専門用語辞書を用意 しております。

Ver2では登録内容を見直し、より高品質な翻訳を実

現 します。

● 柔軟なユーザ辞書指定

 ユーザ辞書と専門用語辞書を優先順位をつけて最

大'6個まで同時に齪 でき餓    ●

● パ ソコ ンで ワー クス テー シ ョン並 み の高 速翻 訳

 1時 間 に平 均 約15,000語(最 大50>000語)の 速 度

で翻 訳 します の で、1ペ ー ジ(A4)あ た り数 十秒 で

翻訳 が 完 了 します。

〈特 長〉

●Windowsで の簡単 操作

 専 用 エ デ ィ タは 、Nindowsの 操作 性 を活 か し、 メ

ニ ューバ ーに よ る編 集 、翻 訳 、 フ ァイル へ の保 存 な

ど、初 めて の方 に も操作 は非常 に簡 単 です 。Ver2で

はツ ールバ ー表 示 を実 現 し、 さ らに使 い易 くな りま

した。 また 、単 語 単位 で原 文 と訳 文 の対応 を とれ る

よ うにな りま した。

● 辞書引き機能

 PENSEEの 辞書を利用 した辞書引き機能を装備しま

した。これでより柔軟な訳文を作成できます。

●PENSEEの 高品質をそのまま利用

 従来より高い翻訳品質との評価を頂いております

PENSEE翻訳エンジンをそのまま利用 しておりますの

で、高品質な訳文が得 られます。

● 訳質に差がつ くシステム辞書の拡張

 従来のシステム辞書に加え、今回ビジネス分野と

経済分野の専門用語辞書を標準で装備しており、語

数は合計で日英約15万語、英日約13万語です。他に

● 簡単辞書登録のための未知語検索

 未知語検索結果をCSV形 式に出力することができ

ます。CSV形式を扱えるEXCELマ クロを使用すること

により大量の単語編集をスピーディーにかつ簡単に

行なうことができます。

●Nord、 一 太郎 との連動

 Nordや 一 太 郎 の マ ク ロ機能 を 利用 して 直接翻 訳 を

実 行 す る ことが で き ます 。 テ キス ト以 外 にNordや 一

李1吻 アイル形式の文輔 訳することができま●

●Nindows上 の アプ リケ ー シ ョ ンとの連携

 Windows上 の 各種 ア プ リケ ー シ ョ ン(㏄R, DTPな ど)

と ク リップボ ー ドを介 して原文 、 訳 文の 受 け渡 しを

す る こ とが で きます。

● 一括翻訳、一括未知語検索

 一括翻訳、一括未知語検索のバ ッチ機能を利用 し

て、最大16個 のテキス トをバックグラウンドで実行

させておくことができます。その間、他の作業を行

うことができます。
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専 用 エ デ ィ タ

[一太郎]一 一

MS-Word

PENS直E

エ ン ジ ン

一

一括翻訳

[EXCEI]一 一シ
ユーザ辞書

専門辞書
シス テ ム辞

一括未知語

検索

Windows

〈仕 様〉

磁Efor Nindowsの 構 成

   対象言語:日 →英/英 →日

   ハー ドウエア:

       日本語Nindows3.1が 稼働する機種

    メモ リ:8YB以 上

    ディスク:40B以 上(片 方向)

   OS:Windows 3.1

   システム辞書:

    日英:約15万 語

    英日:約13万 語

   専門用語辞書(オ プション):

    日英:7分 野、約10万語

    英日:7分 野、約10万語

    (電気、情報通信、医療、機械、化学など)
・   ユーザ辞書1

       語数無制限(デ ィスク範囲内)、

       最入!6個 まで同時使用可能

   処理速度:糸ソ15,000語/時 間(平 均)

       (機種によって異なります)

   翻訳オプション:

    日英:文 体(標 準/命 令)、 文区切り文字指定

    英日:文 体(標 準/敬 体)、 固有名詞訳出

    (英語のまま/訳 語のみ/訳 語(英 語)/

    英語(訳 語))、 文区切り文字指定

他ソフトとの連携:

 Nord 5.0(マ クロ機能による翻訳実行)

EXCEL 4.0(マ ク ロ機能 に よる辞書 の編 集)

一 太 郎6 .0(マ ク ロ機能 によ る翻訳 実行)

<価 格>

PENSEE for M i ndows    ¥198,000(片 方 向

専 門用 語 辞 書(7分 野パ ック)¥48,000(片 方 向

※PENS愈 は、沖電気 工業(株)、 大阪 ガス(株

 (株)オ ー ジス総研 の登録 商標 で す 。

※HS及 びMicrosoftは 、米 国 マイ ク ロソ フ ト社

 登録 商 標 です 。

※ 一太 郎 は 、 ジ ャス トシステ ム社の登 録 商標 で

 す。

〈問い合わせ先〉

沖 ソ フ トウ ェア株式 会 社

      営業 部 営 業第2グ ル ー プ

      TEL. 03-3454-7831

      FAX. 03-3798-7088

株式 会 社 オ ー ジス総研

      ア ドバ ンス トシステ ム本部

        ア ドバ ンス ト営 業部

      1'EL. 03-3779-2541

      FAX. 03-3779-2543
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業界 初 の オ ンラ イ ン翻訳 機能 を実現

AP、 ロイ ター、 ダ ウ ジ ョー ンズ等 の英 文情 報 が 日

本語 で読 め るニ ュー コ ンセ プ トの翻訳 シス テ ムです 。

 

2.命 令文文体指定:し なさい/す ること/す る

3.Youの 訳出指定:主 語Youの 訳出(す る/

  しない)を 指定

■ユーザ辞書登録

名詞、動詞、形容詞、副詞、単位の指定や各種活用

形の指定ができます。登録語数には制限がなく、最

大3つまでユーザー辞書を齪 でき紘  ●

17Pイ

オンライン翻訳画面

■オンライン翻訳機能

オプションのパソコン通信ソフトから、「j・Lon

donE/J」 の翻訳機能を起動 し、通信中に翻

訳を行うことができます。これによりパソコン通信

から英文データベースにアクセスし、取り込んだ英

文データを、ネットワークに接続 したまま、その場

で翻訳 し通信画面とあわせて訳文を参照することが

できます。

■対訳エディタ

原文と対訳が左右対照に表示されるので原文と訳文

を見くらべなが ら、前編集一〉翻訳一〉後編集がス

ムーズに行えます。

■訳語選択、訳語学習

翻訳後の訳語の変更を辞書から簡単に選択できます。

さらに選択 した訳語は次回の翻訳から第一訳語とし

て学習させる事ができます。

■訳出指定

訳文に対して、訳 し方を指定できます。

1.訳 文文体指定 :である調、ですます調
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図 対訳エデ ィタ

■オプション専門用語辞書(31分 野)

選 掌・躍掌

ビジネス

 環塊

 金融

 法律

 躍事

航空。宇宙

情綴処理

 盆属

バイオ

遭築・土木

 竃気

工ネルギー

 機械

数掌・焔理

 計測

208,000語

46,400語

3.100!$

2,700語

Q,200語

22.700語

7B,500語

48.000語

6.100語

19.200語

13.60  語

23.70  語

3.50  語

zo.so  語

3.00  語

2.400語

    化学  円zaa.00

    原子力  円40.00

    光掌  円ia.00

    物理  円io.00

    プラント  円io.oa

    Dzo.000円

    船舶70.000円

    DO.000円

    自勧毫  円0,0

    気象  円0.0

    ガス  円o.

    LAN  円o.

    科掌一般  円o.

   ANSI用 語 00円zo.

    MIL用 語 ao円10,

 00円ia.

n,aoo語

4.ODO語

2,800語

3.フ00語

17,ア00語

1.600語

10,900語

3,900語

to, oaa

 o 琶i

 O8.  吾

 0 吾3.

zo. 0語

  語5. 0

  語IL70

iD,000円

to.000円

io.00a円

10.000円

zo,000円

10.000円

10.000円

io,000円

0.000円

o.00a円

0.00  円

  円0.00

  円0.00

  円o.ao

  円o.00

(表示価格には消費税は含まれていません)
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 〈動 作 環境 〉

●OS/日 本 語MS-WINDOWS 3.1以 上

●CPU本 体/日 本 語MS-WINDOWS 3.1

以上 が 動作 可 能 な もの ● メモ リ/12MB以 上

● ハ ー ドデ ィス ク/50MB以 上 の空 き容量 が必 要

● プ リンタ/日 本 語MS-WINDOWS 3.1以

上 で使 用可 能 な もの ● マ ウス/日 本 語MS-WIN

DOWS 3.1以 上 で使用 可 能 な もの ● フロ ッ ピー

デ ィス ク/3.5イ ンチ1.44MBが 読 み 込 み可 能

な もの●供 給 媒体/3.5イ ンチ(1.44MB)

価 格:98,000円

*オ ンライ ン翻訳 の ため の専 用 パ ソコ ン通 信 ソフ ト

「j・Worldnet」 が 、 限定5〔 〕0〔}本 迄 、

無料 で添 付 され て い ます 。

商 品 の問 い合 わ せ先

 x高 電 社(大 阪市 阿倍 野 区昭 和 町3-7-1)

 2監 06-628-2351 FAX O6-628-2351

  協会活動報告

・
第2回 理事会

運営委員会

3月23日 ①95年度事業計画案②95年度予算案③委員会規定④事務所移転案⑤理事退任審議⑥決

    算理事会、通常総会 日程審議

1月18日 ①委員会規定審議②組織強化③InyT関連④財務状況報告

2月22日 ①95年度事業計画素案②事業予算素案審議③会員の動向④事務所移転案⑤技術小委

    員会設置⑥理事会開催要領

3月13日 ①95年度事業計画案②95年度予算案③IANT会費納入④技術小委員会報告

 技術小委員会3月10日 ①研究会検討テーマの発掘②テマ概要の意見交換

編 集 委 員 会2月20日 ①A川Tジ ャーナルNolO編集方針②英文版の取 り扱い③肛ニューズレター対策

需要予測研究会1月24日 ① ヒアリング 阻T,HTの生産性比較」(東芝天野氏)②YT生 産性向上の要因分析手法

       2月15日 ① ヒアリングrMTの 品質評価」②MT生 産性要因討議③生産性測定手法検討

       3月24日 ①YT生産性の数値データの検討②予測手法の検討

例文評価研究会3月27日 ①翻訳困難例文の言い換え例②言い換え例に基づくネイティブチェック結果と検討

AAMT
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